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　小さい頃ころから、私の夢は『ごはん屋さんを開くこと』だった。それは大人になった今でも変わらない。幼よう稚ち園えんの絵日記にも、小学校の卒業文集にも、まだまだ拙つたない字でそう綴つづった。

　それは間ま違ちがいなく、ずっと女手一つで洋食屋を経営していた祖母の影えい響きようだ。

　レトロな店内と、そこに流れる祖母の大好きなジャズ。

　少し色あせた赤チェックのテーブルクロスに、のせられた丸いお皿。そこには、私の大好きなふわふわオムライスがのっていた。卵の上にかけられているのは祖母特製の濃のう厚こうなデミグラスソース。グラスの水から香かおる微かすかなレモンの匂におい。

　どのテーブルに着いた人も、幸せそうな顔で料理を頰ほお張ばっていた。

　誰だれもがくつろげて、幸せな気持ちになれるお店。辛つらい時にも、思わず笑え顔がおになってしまうような。祖母がやっていた洋食屋『さとなか』は、そんなお店だった。

　祖母に早く食べなさいと急せかされ、私は小さな手でスプーンを握にぎった。

　大きなカレースプーンに、欲よく張ばってチキンライスと卵とデミグラスソースを全部のせて。

　そして大きな口を開けた瞬しゆん間かん、ぽろりと涙なみだが出た。

（ああそうか、これは夢なんだ）

　唐とう突とつに、私はそう理解した。幸せな景色が涙で滲にじむ。

（だって、おばあちゃんはもう──……）

　そして口に入れたオムライスは、しょっぱい味がした。
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　ドシンという目覚まし時計とは明らかに違う大きな物音と、微かな揺ゆれで私は目を覚ました。

　慌あわてて飛び起き、周囲を見回す。自室には特に何もないようだ。

「地じ震しん？　それとも車が突つっ込んだ、とか？」

　パジャマのままパニックを起こしかけた私を、もう一度ドシンという音が襲おそった。

　一階に店てん舗ぽ、二階に住居部分を備える建物が再び揺れ、今度は天てん井じようからぱらぱらと埃ほこりが舞まう。

「と、とにかくお店！」

　パジャマの上にカーディガンを羽織り、急いで階段へと向かう。足を滑すべらせないように手すりを摑つかんで、慎しん重ちように階段を降りた。

（折せつ角かく揃そろえたエリーノ・デザインのプレート！　割れてたらどうしよう。買い直すにも、もう予算が……）

　音の正体も分からないまま、嫌いやな想像がぐるぐると巡めぐる。

　先ほどまで見ていた懐なつかしい祖母の夢も、これでは台無しだ。

　スリッパでパタパタと音を立て、一階まで降りる。ざわざわと外に人の集まっている気配がした。

　しかし二日後にオープンを控ひかえた店内はなんともないようで、ほっと安あん堵どの溜ため息いきを零こぼす。

（よかった。少なくとも地震じゃないみたい。でも、じゃあさっきの大きな音は一体何？）

　そう思い、サンダルをつっかけた私は慌てて外に飛び出した。

　しかしそこでは、想像を遥はるかに超こえる光景が広がっていた。

「──！」

「──！」

　見たこともない大おお柄がらの西洋人が、店の周りを取り囲んでいる。金きん髪ぱつも銀髪も赤毛もいるが全員男性で、少なくとも私の見知った人物は一人もいなかった。全員がよく鍛きたえられた立派な体格で、揃いの白い制服に身を包んでいる。

（一体何事!?　ドラマの撮さつ影えいとか？）

　思わず撮影クルーを探すが、それらしいカメラやスタッフはどこにも見当たらない。

　それどころか、昨日までそこにあったはずの少し寂さびれた商店街がない。男達の後ろには綺き麗れいに整えられた広大な庭園と、そしてヨーロッパの都にでも来てしまったかのような豪ごう奢しやな建物が見える。

　口を開けて呆ぼう然ぜんとする私を、取り囲む男達が非難するように睨にらみつけた。そして口々に何かをがなり立てている。

　しかし明らかに日本語でも英語でもないその言葉に、私は困こん惑わくするより他ほかなかった。

（どういうこと？　海外からのツアー客が来るお知らせなんかあったっけ？　回覧板にはそんなこと、ちっとも書いてなかったと思うんだけど）

　混乱する私の目に、更さらに信じられない光景が飛び込んできた。

「ちょ、ちょっと待って！」

　男達の中でも特に筋骨隆りゆう々りゆうな一人が、建設現場で使うような巨きよ大だいな木き槌づちを振ふり上げ、建物の壁かべに叩たたきつけていたのだ。

（先週塗ぬり替かえが済んだばかりなのに！）

　ドシンという大きな音が木霊こだました。自分を目覚めさせた音の正体を知り、さっと血の気が引く。

　この男達はどうも、私がオーナーである『cafe sato』に何らかの文句があるらしい。

　体が恐きよう怖ふで震ふるえた。しかし、店を壊こわされるのを黙だまって見てはいられない。

（どうしたらいい？　このままじゃお店を壊されちゃう！　ここはおばあちゃんの、大切なお店なのにっ）

　考える前に、体が動いていた。取り押さえようとする無数の手をすり抜ぬける。そして木槌を振り下ろそうとする男の前に飛び出し、両手を広げた。

「やめて、ここは大切なお店なの！」

　あらん限りの声で叫さけぶ。言葉を理解してもらえるとは思わなかったが、黙ってはいられなかった。険しい顔をする男達を、必死で睨みつける。

「お金なら、お支し払はらいします。だからこのお店だけは……っ。お願い、おばあちゃんのお店を壊さないで」

　私は更に言葉を重ねた。

　開店を間近に控えたこの『cafe sato』は、昔からの夢を叶かなえてほしいと病びよう床しようの祖母が私のために残してくれた店だった。

（大切なお店を任せてくれたおばあちゃんのためにも、好き勝手はさせない）

　両手を広げて、背をぴんと伸のばす。意地でも動くものかと踏ふん張ったが、別の男の太い手に振り払われ、私は思わず尻しり餅もちをついた。綺麗に刈かり込まれた芝しばは朝あさ露つゆに濡ぬれており、パジャマに泥どろが染しみる。

　先ほどの男は私から興味を失ったようで、再び木槌を振り上げた。

「やめてよ！」

　私が叫んだ、その時だ。

「──！」

　それまでとは質の違う、女性の声が朗々と響ひびいた。鋭するどく短いそれに、あたりがしんと静まり返る。

　困惑しながら、慌てて声の主を探した。

　すると遠くから、赤い豪奢なドレスの女性がゆっくりと近づいてくる。後ろに長身の男性を二人引き連れた彼女は、ひどく美しかった。

　私が彼女に見み惚とれていると、周囲で驚おどろくべきことが起こった。周りにいた男達が、一いつ斉せいにその場に膝ひざを折ったのだ。まるで映画で見た、騎き士しの最敬礼のように。

（彼女は一体何者なの？　それにここは一体どこ！）

　座り込んだまま、呆然とその様子を見守る。

　女性が優ゆう雅がに進む姿は、気品に満ちていた。

　燃える赤せつ褐かつ色しよくの巻き毛をたてがみのようになびかせ、身のこなしはどこか妖よう艶えんで貫かん禄ろくがある。二十歳はたちと言われても三十歳と言われても納なつ得とくできる外見だ。

　呆あつ気けにとられていると、その女性がゆっくりとこちらに手を差し出してきた。私を見下ろす赤い目に、どきりとさせられる。

「──！」

　彼女の後ろにいる若い方の男性が、それを咎とがめるように何かを叫んだ。女性にばかり目がいっていたので気付かなかったが、彼は大層な美男子だった。男達と同じ意い匠しようの制服は一人だけ黒く、彼が明らかに特別な立場であることを示している。制せい帽ぼうからこぼれるプラチナブロンドはまるで絹糸のようだ。そして吸い込まれてしまいそうな青あお灰はい色いろの瞳ひとみは、年月を経へたアンティークジュエリーのように神秘的だった。

　女性が何事か言うと、彼はすぐさま口を閉とざす。しかし納得はしていないようで、引き換かえに険のある眼まな差ざしをこちらに向けてきた。

（こわい）

「──？」

　今度は幾いく分ぶん柔やわらかくなった口調で、女性が話しかけてくる。しかしその言葉自体が分からず、途と方ほうに暮れた。

　それに、泥で汚よごれた手で彼女に触ふれるのはためらわれた。赤いドレスと白い指先はそれほどまでに優美だった。結局私は座り込んだまま、呆然と彼女を見上げ続ける他なかった。

　すると気が変わったのか、彼女は美青年とは逆側にいる男性に向けて振り返る。

　そちらは髪かみも目も銀ぎん灰かい色しよくの、若い頃ころはさぞモテたに違いない紳しん士しだった。いや、今も現げん役えきでモテるに違いない。目尻に寄る皺しわは柔にゆう和わで、近寄りがたい二人に比べていくらかのとっつきやすさがあった。

　女性と何事か言葉を交かわした後、彼は一歩前に出て私に手をかざした。一いつ瞬しゆん身構えるが、男性がにこりと微笑ほほえむので少しだけ力を抜く。

「──？」

　何事か問いかけられるが、私はやはり分からないので首を横に振った。

「──？」

　どうやら彼が通訳というわけではないようだ。がっかりして私はうつむいた。先ほどから起こる出来事がすべて衝しよう撃げき的すぎて、困惑を通り越こして深い疲ひ労ろうを感じる。

（いっそ、もう一度あの夢に戻もどりたい）

　そんなことを考えていた時だった。

「──エエと、ワカリますか？」

　日本語が聞こえ、驚きで反応が遅おくれる。聞き間ま違ちがえかと、目の前の男性を見上げた。

　すると彼は目尻の皺を深め、私を安心させるようににっこりと微笑んだ。

「よかった。どうやら通じたようだ」

　先ほどまではカタコトだった言葉が、今度はスムーズに私の耳に流れ込んできた。

　嬉うれしさのあまり、涙なみだが出そうになる。

「は、はい。えっと、どうして……？」

　安心させるように、男性が私の肩かたに手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶ。安心してくだサイ。貴方あなたの言葉と私達の言葉の照準を合わせました。ムズカしい言葉は無理ですが、これで意思のソツウはできるハズです。時が経たてば、言葉ももっとスムーズになりますよ」

　ソツウの部分に、電波状じよう況きようの悪いラジオのようなノイズが混じる。どうやら彼が日本語を喋しやべっているわけではないらしい。滑なめらかに聞こえる言葉も、所々ぎこちなかった。まるで機械を通してやり取りする会話のような。

　首をかしげている間に、男性は出番は終わったとばかりに後ろに下がってしまった。すると再び先ほどの赤尽ずくめの女性が前に出てくる。心なしか先ほどより吊つり上がったまなじりに気け圧おされ、私は生なま唾つばを吞のんだ。

「そなた」

　まっすぐに見み据すえられ、たじろぐ。

　どうやら呼びかけられたらしいと、私は慎しん重ちように頷うなずいた。

「ふむ。どうやら通じるらしい。相変わらず見事じゃな」

「ありがとう存じます」

　女性が褒ほめると、美中年が胸に手を当て恭うやうやしく頭を下げた。

「陛下、彼女はどうやら『異界からの客人』のようです。使用する言語体系が、この大陸のどの国のものとも違っています」

「ほう」

　興味深そうに赤い目に見つめられ、どうしていいか分からなくなる。

（『異界からの客人』って、一体何？　それにここは日本じゃないの？）

　私の疑問は置き去りに、彼女達は話を進めていた。

「『異界からの客人』ならば突とつ然ぜん城に現れても仕方ない。しかしこの建物はなんじゃ？　普ふ通つう、客人は身一つで飛ばされてくるはずじゃろ？」

　尋たずねられても、答えられない質問だった。そんなのは私の方が知りたい。

　しかし女性の背後から答えろという威い圧あつを感じる。先ほどの温和な紳士ではない、勿もち論ろん若い男の方だ。

　私はおずおずと口を開いた。

「これは私の家で、一階が店てん舗ぽになっています」

「テンポ、とな。何がしかの商店ということか？」

「はい。料理と飲み物をお出しするカフェです」

　変わった喋り方だと思いながら必死に説明していると、不意に近づいてきた青年に突然頭を押さえつけられる。

（痛っ！）

「女王陛下に対して頭が高い！」

　頭の上から降り注いだのは、青年の鋭い声だった。

　悔くやしさと恐きよう怖ふで、思わず涙が滲にじむ。地面に突ついた掌てのひらを握にぎりしめると、爪つめの間に土が入って痛かった。

（なんでこんなことされなきゃいけないの？　私がなにをしたっていうの？）

「これ、ユリウス」

　ユリウス、というのが横おう柄へいな青年の名前らしい。女王と呼ばれた女性が呆あきれた様子で彼をたしなめた。頭を押さえつけていた手が離はなれていく。

　私は深呼吸をして、どうにか自分の中の混乱と怒いかりを鎮しずめようとした。

（女王陛下って、イギリスのエリザベス女王みたいなもの？　まさか！　でも男の人達は確かにひざまずいているし……とにかく、偉えらい人なのは確かみたいだから、機き嫌げんを損そこなわないようにしよう。頭を下げるのに抵てい抗こうはないけど、さっきみたいに無む理り矢や理り下げさせられるのは願い下げよ！）

　周囲の男達を盗ぬすみ見て、ぎこちなく膝をついた。

「女王陛下。どうかお許しください。本当に何も知らなかったんです。気付いたら突然この場所に来ていて、どうしてここにいるのかも私にはさっぱり……」

　自分で言っておいて怪あやしすぎると思うが、それが私から見た事実なのだから仕方ない。

　それからしばらく、重い沈ちん黙もくが続いた。

　まだ何か言うべきかもしれないと思ったが、喉のどがからからに渇かわいてもう何も言えそうにない。彼女の機嫌を取りたくても、そのための言葉が何も浮うかんでこなかった。

　息が詰つまるような沈黙が、どれほど続いただろう。

　うつむく私の額から、ぽたりと脂あぶら汗あせが落ちた。

「おもてを上げよ」

　ようやくかけられた声につられて、ゆっくり顔を上げる。

「料理を出す──ということはそなたは料理人か？」

「い、一応は」

　その答えを待っていたとばかりに、女性は楽しげに笑った。

「ではこうしよう。我が国の法では、王宮に無断で立ち入った者は即そつ刻こく死罪である。しかしそなたは異界からの客人じゃ。情状酌しやく量りようの余地はある」

　死罪という言葉の響ひびきに、体が震ふるえた。軽かろやかな口調に反して、言っている内容は残ざん酷こくだ。しかし女王の言葉に、周りの人間は誰だれも驚おどろいたりしなかった。つまり私以外は、その判断を当然と思っているということだ。

「なのでそなたには、選せん択たく肢しを与あたえよう」

　意味ありげな微笑みに、嫌いやな予感がした。

「陛下、お戯たわむれは……」

　眉まゆをひそめるユリウスを、女王は涼すずしい顔で無視する。

「ひとつ。そなたはこのカフェとやらが随ずい分ぶんと大事なようじゃ。じゃから、このカフェを捨て即刻この場を立ち去るというのならば、見み逃のがしてやる」
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　思いもよらない提案に、頭が真っ白になった。

（命が惜おしかったら、店を捨てろというの？　ここはおばあちゃんの大切な場所なのに！　見捨てるなんてできるはずない）

　震えながら反論を堪たえる私の様子を、女王が愉ゆ快かいそうに見ていた。

「ふたつ。もしそなたが明日の昼までに、わらわを満足させる料理を作ることができれば、特別に我が庭に店を出す許可を与えよう。つまりこの建物はこのまま。そしてそなたの命も助けるということじゃ」

「陛下！」

　申し出に私が反応する前に、ユリウスが怒りの声を上げていた。

「何を考えていらっしゃるのです！　このような不ふ審しん者の作った料理を食すなど、毒でも盛られたらどうするおつもりですか！」

　あくまでも私を疑う意見にイラッとしなくもなかったが、彼が言うことももっともな気がした。ここがどこの国かは知らないが、女王と呼ばれる人が今日出会ったばかりの、それもどこから来たかも分からない女の料理など、気軽に食べるべきじゃない。

　対して私は、女王の提案を慎重に吟ぎん味みしていた。

　カフェを守りたければ、女王の満足する料理を作らなければならない。無事満足させることができればいいが──もしできなければ？

　その考えに辿たどり着き、艶あでやかな笑みを浮かべる女王を見上げた。

「もし、ご満足いただけなければ……？」

　私の掠かすれた声を拾い、女王が接つぎ穂ほを差し出す。

「その時には、カフェとやらを壊こわしてそなたも死罪じゃ」

　あまりにも軽やかな死し刑けい宣告に耳を疑った。

「さて、どちらを選ぶ？」

　女王は広がった袖そで口ぐちから扇せん子すを取り出すと、優ゆう雅がな仕草でそれを広げる。

　自分の大きな心音を聞きながら、私はゆっくりと口を開く。考える時間はそう多くない。声を出そうとするとひどく喉が渇いていることに気が付いた。指先の震えが止まらない。

　けれど、答えは最初から決まっている。

「……陛下に、料理を……作らせてください」

　そう呟つぶやくだけで、精せい一いつ杯ぱいだった。

「ユリウス」

「はっ」

「毒が入れられるのが心配ならば、お前が直接見張ればよかろう？　ユリウスには明日までこの者の監かん視しを命じる。諸事、便べん宜ぎを図はかってやれ」

　目を細めてそう言い放った女王は、ユリウスを置き去りに美中年だけを連れて去って行った。

　そしてその場には、呆あつ気けにとられた男達と苛いら立だたしげなユリウス。そして座り込んだ私だけが残されたのだった。
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　泥どろで汚よごれたパジャマから適当なシャツと七分丈たけのパンツに着き替がえる。本当はシャワーも浴びたかったけれど、人を待たせているのでゆっくりもしていられない。

　一階に降りると、先ほどユリウスと呼ばれていた青年が不ふ機き嫌げんそうに立っていた。それも腕うでを組んだ仁に王おう立ち。なまじ顔がいいだけに、その迫はく力りよくは計り知れない。私の好みが凝ぎよう縮しゆくされた空間に、彼はあまりにもミスマッチだ。

　悩なやみぬいた壁かべは漆しつ喰くいを塗ぬり込め、一面だけがミントグリーンになっている。私の祖母が洋食屋時代に使っていたものを補修して、ツヤ出しのニスを塗っただけの床ゆかとカウンター。飴あめ色いろのそれと壁の対比が、どこかチョコミントを思わせる。少し傷がついているからと、値切りに値切ったウッドフレームのソファ。クッションなどのファブリック類はすべて北ほく欧おうデザインで統一した。照明にはあちこちにペンダントライトが垂らしてある。

　私にとって、本当なら今日は大切なプレオープンの日になるはずだった。親しん戚せきや親しい知り合いを招いたささやかなお祝いは、ひと月以上前から計画していたというのに。そのために仕入れた食材もお酒も、このままでは無む駄だになってしまう。

　夢見ていた予定とのあまりの落差に、うずくまりそうになる。なんせこの込み入った設定の悪夢は、いくら時が過ぎてもちっとも終わる気配が見えないのだ。

「ふん。狭せまい店だな」

　トータル二十席の狭い店内を、ユリウスはそう評した。

　本当のこととはいえ、この男が言うとお腹なかの中にもわっと嫌な感情が生まれる。

　私は反論を嚙かみ殺すと、長く伸のびた髪かみをサイドで一つにまとめた。髪をおろしていると学生と間ま違ちがわれることもある童顔は、私のコンプレックスの一つでもある。その割には大きく張り出している胸も。

「なんだその恰かつ好こうは」

　私を見たユリウスが、不機嫌そうな声を出した。なにかおかしいのかと自分の服装を点検してみるが、特に変な部分はない。

「なにがですか？」

「女のくせにズボンをはくなど、何を考えている！」

　突とつ然ぜん大声を出され、私は耳を押さえた。土地の文化なら仕方ないのかもしれないが、彼の言葉にはいちいちカチンとさせられる。

「女のくせにって、女性がズボンをはいたらおかしいんですか？」

　私がずいっと詰つめ寄ると、ユリウスの白い頰ほおにうっすらと赤みがさした。彼は慌あわてて私から距きよ離りを取る。

「女性がそんなに足の形をあらわにするなど……それも足首を露ろ出しゆつするなんて、本当に何を考えているんだ！」

　更さらに怒ど鳴なられたが、私にしてみれば何がなにやらだ。

　結局彼に押し切られ、丈の長いズボンに着替えさせられた。本当はスカートの方が良かったらしいが、残念ながらロングスカートは一枚も持っていないので諦あきらめてもらうより他ほかにない。

　とりあえずこの一件で、私はこの国の女性がズボンをはかないということと、足首を出してはいけないということを知った。

「じゃあ、案内してもらえますか？」

　着替えを終えて再び戻もどってくると、口からは思った以上に低い声が出た。

　普ふ段だんはあまり怒おこらない私だが、いちいち怒鳴りつけてくるこのユリウスという青年とはあまり仲良くなれそうにない。見下され頭を押さえつけられ、服装にもうるさく口出しされれば、ざらついた気持ちになるのも仕方ないだろう。

（この人に媚こびを売る必要なんてないよね。女王を満足させられなかったら、どうせ死ぬ運命なんだから！）

「案内？　どこにだ？」

　不可解そうに眉まゆを寄せるユリウスに、私は言った。

「この国の食べ物が食べられるところに」

「そんな場所に、なんの用がある？」

「女王陛下に、不味まずいものをお出しするわけにはいきません。この国の人達がどんな食べ物を好むのか。まず私はそれが知りたい」

　私の言葉に、ユリウスは難しい顔をした。しかし職務に忠実らしい彼は、結局断ったりはしなかった。
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　日本でも、その人の住む土地によって味の好みは大きく変わる。例えば関東の人が濃こい味を、関西の人が薄うす味あじを好むように。

　日本人の好みとこの国の人々の味の好みがどう違うか、私はそれが知りたかった。

　辛からい方がいいのか、甘い方がいいのか。出汁だしは濃い方がいいのか、薄い方がいいのか。

（故郷の料理が一番のごちそうだって、おばあちゃんはいつも言ってた。物もの珍めずらしいだけじゃダメ。女王陛下には心から美味おいしいと思ってもらわなきゃ）

　ユリウスに続きながら、掌てのひらをぎゅっと握にぎった。

　連れてこられたのは、巨きよ大だいな食堂だ。

　厨ちゆう房ぼうでは大勢の料理人が腕を振ふるい、重そうな長テーブルでは沢たく山さんの人々が、それぞれに食事を楽しんでいた。

「凄すごい。大学のカフェテリアみたい」

「カフェテリアとはなんだ？」

　独り言だったが、しっかりとユリウスの耳に入っていたらしい。

「あ……学校の、食堂みたいだなと。とても沢山の人がいるので」

「ふん。学校などと一いつ緒しよにしてもらっては困る。ここは王宮の誇ほこる、千人を収容する食堂だぞ」

　ユリウスの言葉に棘とげを感じて苛立った。

（なによ。気に入らないなら無視すればいいじゃない。あんたは嫁よめいびりの姑しゆうとめか。いくら顔が良くても、性格は最悪）

「何か言ったか？」

　心の中で舌を出していたら、ユリウスが振り向いたので私は慌てた。

「いーえ、なにも！」

「……変な女だ」

　しかしそんな緊きん張ちよう感かんのないやり取りをしていられたのは、最初の内だけだった。

　食堂に足を踏ふみ入れると、私達を中心に少しずつ静まり返っていく。すれ違う人々の目には、好こう奇きと嫌けん悪おの色が浮うかんでいた。ここでは、私は服装も外見も何もかも異い邦ほう人じんだということを思い知らされる。

「不ふ吉きつな黒髪だ」「なんて恰かつ好こうをしているんだ！」というひそひそ声が耳に忍しのび込んできた。

　ユリウスはなんでもないというように歩いて行く。私は突つき刺ささる視線にくじけそうになりながら、必死に自分を奮い立たせる。

（こんなことで、くじけてる場合じゃない！）

　人々はこちらを見ながらも、ユリウスが恐おそろしいのか近寄ってはこない。おかげでどうにか料理の並ぶカウンターにまで近づくことができた。

　ところが、あと一歩というところでユリウスが立ち止まる。周囲を気にしていた私は、それに気付かず広い背中に衝しよう突とつした。

「ちょっと、急に立ち止まらないでくださいよ」

　ぶつけた鼻を撫なでつつ抗こう議ぎしてみるが、反応がない。怪け訝げんに思い見上げたところで、その場に怒ど声せいが響ひびき渡わたった。

「よそ者が何の用だ！」

　見れば、ユリウスの前にはコックコートに似た白い服の男性が腕うで組ぐみをして立っている。

　顔が紅潮しているのは、火の気のある厨房で作業していたからか、それとも怒いかりのせいなのか。私の父親よりも年配に見える男性は、ユリウスの背中から顔を出した私を鋭するどく睨にらみつけた。

「神聖な食堂をけがすな！　今すぐ出て行け！」

　意味の分かるようになった言葉が、私の胸をえぐる。

（ここで引き下がって日本に帰れるなら、喜んでそうするわよ。でもこっちは命が懸かかってるんだから！）

　先ほどまで萎い縮しゆくしていた気持ちが高ぶる。込み上げてきた衝動のままに、ユリウスの背中から出て男性の前に立った。

「ここは、お腹の空いた人に料理を提供する場所じゃないんですか？　あなたはお客様を差別するんですか？」

　私の指し摘てきに、男はただでさえ赤かった顔を更に紅潮させた。周囲でそれを見つめる観客達がざわりと揺ゆれる。「料理長に」「小こ娘むすめが何を」というささやき声が、無ぶ遠えん慮りよに耳に流れ込んだ。

「お前がお客様だと？　笑わせるな。ここは王宮で働く人々のための食堂だ。お前など、何の役にも立たないただの小娘だろう」

　怒りと侮ぶ蔑べつでゆがんだ男の顔に、私は嫌悪感を覚えた。

（お客様を外見や年ねん齢れいで差別するなんて、そっちこそ何考えてるの？）

　咄とつ嗟さに言い返そうとしたところで、大きな腕が男と私の間に割って入った。

「静まれ！」

　ユリウスはその言葉一つで、周囲のオーディエンスと料理長を黙だまらせてしまった。そして静かに言葉を続ける。

「ジェロウム、栄はえある王宮料理人の長ともあろう者が、娘一人に何を騒さわいでいる。この娘は命を懸けて女王陛下の審しん判ぱんを受ける権利を買ったのだ。故ゆえに明日までは近この衛え隊長である私、ユリウス・グレイがこの娘の監かん督とく権を持つ。これ以上我々の行く手を遮さえぎるようであれば、それは私への侮ぶ辱じよくと受け取るがよいか？」

　ユリウスの表情は見えなかったが、それは重苦しい威い圧あつ感かんのある声だった。対するジェロウムと呼ばれた男は、苦虫をかみつぶしたような顔をしている。

　私は驚おどろいていた。

　嫌いや々いや見張り役を引き受けたはずのユリウスが、ここで救いの手を差し伸のべてくれるなど思いもしなかったのだ。近衛隊長という役職はかなり位が高いらしく、周囲で成り行きを見守っていた人々も、気付けばしんと静まり返っていた。

「娘」

　ユリウスに呼びかけられても、しばらくそれが自分を指す言葉だと気付かなかった。振り向くと、彼は厨房を指差している。厨房の手前のカウンターには、この世界の料理らしきものがのったお皿が、いくつも並べられていた。

「適当な皿を持ってこい。食べるのはここでなくてもいいだろう」

　ユリウスの言葉にうなずくと、ジェロウムの横を通り抜ぬけカウンターへと向かった。

　湯気の立ついくつもの料理が並んでいる。しかし匂においはいいのに見た目がいまいちな料理が多く、食しよく欲よくを誘さそわない。この国ではどうやら、盛り付けはあまり重要視されていないようだ。

　その中から何かの煮に込こみの入ったお椀わんと、いくつかのお皿をトレーにのせ、ユリウスの許もとに戻もどる。本当はもっと持っていきたかったが、一皿一皿が重くてそれ以上は持てそうになかった。

　私が戻ると、用は済んだとばかりにユリウスがきびすをかえした。

「騒がせたな。皆みなもすまない。しかし休きゆう憩けいの時間は既すでに過ぎたと思うが、どうだろうか？」

　ユリウスが朗々と響き渡る声でそう言うと、固かた唾ずを吞のんで成り行きを見守っていた人々が慌あわてて外に出て行く。喧けん噪そうの中を、ユリウスだけが悠ゆう々ゆうと歩いていった。私は立ち尽つくすジェロウムに軽く会え釈しやくすると、小走りでユリウスの後に続いた。
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　料理を持ってカフェに戻ると、料理の重さに私の腕は震ふるえていた。

「この国では、こんなに大量の食事を摂とるのが一いつ般ぱん的なんですか？」

「城の食堂を利用するのは主に男性だから、そのせいだろう」

　先ほど私を助けてくれた時とは対照的に、その声は素そっ気ない。

　持ってきたトレーをテーブルに置くと、私は厨ちゆう房ぼうに入り手を洗った。驚くことに、水道の水は出るし火も使える。分断されたはずの水道管やガス管は、一体どこへ繫つながっているのだろう？

「食べないのか？」

　料理を置いたままの私を、ユリウスが不可解そうに見上げていた。彼はカウンターに腰こしかけて、長すぎる足を持て余している。

「ちょっと待ってください」

　水道、ガス、電気などのライフラインの確かく認にんを終え、手を拭ぬぐいながら料理ののったテーブルへと戻る。

　そしてそこに置いた料理をじっと見つめた。時間が経たって少しくたびれて見えるが、それを差し引いてもあまり食欲のそそられない外見だ。

「いただきます」

　フォークを取り出し、まずは木の器うつわに盛られたサラダに手を付ける。

　ちぎられた緑の葉は、形状はホウレンソウに近いが色合いはレタスに似ていた。大勢に提供する料理なのだからちぎられた野菜が乱雑なのはさて置いて、できればスライスオニオンやトマトなどの彩いろどりが欲しいところだ。それに、近くにそれらしいものがなかったので諦あきらめたが、ドレッシングがかかっていない。

　馬の気持ちでむしゃむしゃとサラダを咀そ嚼しやくしながら、ユリウスに尋たずねた。

「この国のドレッシングは、どんな種類がありますか？」

　するとユリウスが奇き妙みような顔をする。

「〝どれっしんぐ〟とはなんだ？」

　驚きに目を見開く。翻ほん訳やくが通じていないのだろうか？

「サラダなんかにかける調味液です。液状でなくても、例えば何かを振ふりかけて味付けするとか」

　説明すると、ユリウスは考え込むように腕を組んだ。

「生の野菜を食すのに、味付けが必要か？　私はそういったものを口にしたことはない」

　どうやら、この国にはサラダに味付けする文化がないらしい。ユリウスが知らないだけという可能性もあるが、女王に近しいユリウスが知らないのならば、女王も同じである可能性が高い。

　では青い野菜をひたすら食べるのか。それって結構辛つらそうだ。

「うーん」

　私は立ち上がると、厨房へと向かった。

　コールドテーブルの中から取り出したのは、作り置きしてあった自家製ドレッシングだ。

　刻み玉ねぎ、すったニンニク。砂糖と塩と醬しよう油ゆ。更さらにお酢すとサラダ油を加えて、よく混ぜる。そのままでも十分美味おいしいが、私は最低でも一晩は寝ねかせて味をなじませるようにしている。

　ついでにくし切りにしたトマトと、水に五分ほどさらしたスライスオニオンも用意した。それらを盛りつけただけでも、十分食欲をそそる見た目になった。あとは上からパラリとマコーミックのフライドオニオンを散らせば完成だ。本当は温泉卵ものせたいところだが、ただの味見なのだからやり過ぎても仕方ない。

「例えばこういう──」

　あっという間にサラダを作り変えてしまった私に、ユリウスは驚いたようだった。

「料理人というのは本当なようだな……」

　しかし一いつ瞬しゆんでも感心した自分が許せないとでも言うように、彼は眉まゆをひそめて言葉を切った。

「余計な手間を加えて素材の味を損そこなっても仕方ないだろう」

（わざわざそんなことを言わなくてもいいでしょ！　さっき一瞬だけ感謝して損した）

　ユリウスの嫌味を無視して、再びテーブルに着きもう一度サラダを口にした。

　むしゃむしゃ。葉物野菜の青っぽさに、スライスオニオンとトマトの酸味。それにフライドオニオンの香こうばしさがほどよく調和する。自家製ドレッシングは素材を際きわ立だたせる見事な名脇わき役やくを務め、私は自分の仕事に満足した。

「そう思うのなら、一口いかがですか？　私が自分で食べているんですから、毒なんて入っていませんよ」

　挑ちよう発はつするようにユリウスを見上げた。新しいお皿にサラダを取り分けフォークと一いつ緒しよに差し出す。彼は難しい顔でそれを凝ぎよう視ししていた。
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「怖こわいですか？　ただのサラダが」

　追い打ちをかけると、冷たく睨にらみつけられた。

　しかし毒に怯おびえているとは思われたくないのか、騎き士しとしてのプライドに競せり負けたらしい彼は大人しくお皿を受け取る。

　疑わしげに食べ始めるユリウスを、私は固唾を吞んで見守った。

　一口二口。そこから更に何も言わずに食べ続ける。しばらくしてユリウスが顔を上げた頃ころには、お皿は空になっていた。

　しばらく黙り込んだ後、ユリウスはおもむろに口を開く。

「お前、名前は？」

「え？」

「名前を聞いているんだ」

　見れば、その秀しゆう麗れいな美び貌ぼうを盛大にしかめた男が、肩かたを怒いからしていた。今までにこんなに不ふ機き嫌げんそうに名前を尋ねられたことはない。

（今更なに？　口に合わなくて怒おこってるの？）

　びくびくしながら、私は口を開いた。

「え……、あっ、たまきです。里さと中なか環たまき」

「サトゥナカ……タマキ？」

　どうしてカタコトに聞こえるのだろうか？

　私の名前を復唱するユリウスの顔を見ながら、そんなどうでもいいことを考えた。

「サトゥナカ……サットゥナカ……」

「タマキでいいです。環で」

　どうも里中が発音しにくいらしい。思わずそう口にしていた。

　彼は戸と惑まどいがちに私の名前を口にすると、納なつ得とくしたように今度は自らの名前を名乗った。

「私はユリウス・グレイ。王宮および王族の警護を司つかさどる、近この衛え隊長を拝命している」

　心なしか胸を反らせ、高らかに自己紹しよう介かいするユリウスを見上げ、私はこくこくと頷うなずいた。

　なんとなく、どうして今更自己紹介なんですかとは、聞けない雰ふん囲い気きだった。

　この国では改めて名前を名乗り合うことが、互たがいの能力を認め合うことだなんて私は知らなかったのだ。
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　一通りの試食を終えると、今度は食料庫へ案内してくれるよう頼たのんだ。

「なぜ食料庫へ？」

　私が城内の地理を調べているとでも思ったのか、ユリウスは不ふ審しんそうな顔をする。

「この国の食材は、私の国のものとは違ちがいますから。女王陛下にお出しする料理は、この国の食材で作るべきですよね？」

　素そっ気なく口にすると、その言葉に納得したのかユリウスは黙だまり込んだ。

　いくつかの料理を食べただけだが、やはりこの国の食材は日本と異なっている。なので女王に満足してもらえる料理を作るには、彼女が食べ慣れたこの国の食材について、もっと深く知らなくてはならない。

　ちなみにサラダ以外の食堂の料理を食べた感想は、不味まずくもないが美味しくもないという非常に微び妙みようなものだ。

　煮に込こみは灰汁あくの取り方が雑だし、牛とも豚ぶたとも違うお肉は煮込みが足りないのか硬かたくて臭くさみが残っていた。デザートらしき果実を挟はさんだ薄うす切ぎりのパンは硬く、もそもそとした。喩たとえるならばフランスパンにジャムを挟むようなもので、不味くはないが簡素すぎてデザートというよりは食事に近いニュアンスだ。

　大勢に一度に提供するという点を差し引いても、これが王宮で出される料理かと私は自らの舌を疑った。女王が食べている料理は流石さすがにこれよりはましだろうが。

　このような料理に慣れた人間にカフェのメニューを出すならば、少し味が濃こく感じられるかもしれない。出汁だしなどを使って薄味にするべきかと、私は考えを巡めぐらせていた。




「隊長」

　食料庫へ向かうユリウスの後ろを歩いていると、聞き覚えのない声に呼び止められた。振り返るとそこには、先ほど木き槌づちで私の家を壊こわそうとした白い制服の巨きよ漢かんが立っていた。

　巨漢は私をちらりと一いち瞥べつすると、ユリウスへと走り寄った。

「なんだ、ヒューゴ」

　立ち話をするユリウスを待っていると、用を終えたヒューゴは私に一瞬申し訳ないような顔をしてその場を去った。

　木槌を振り上げカフェを壊そうとした印象しかない私にしてみれば、そんな彼の態度は意外だった。ただでさえ、ここにきてからこっち敵意ばかり向けられている。

　再び足を進めながら、思わずユリウスに尋ねていた。

「さっきの人、朝木槌を持ってた人ですよね？」

「木槌……？　ああ、お前の家を撤てつ去きよしようとした時のことだな。あれは私が命じたのだ。さっきの男は隊の中でも特に力が強いのでな」

　名乗ったのにお前呼びなのかというどうでもいい引っかかりを感じつつ、私は質問を重ねる。

「なんというか、怖そうですけど優やさしそうな人ですね……」

　矛む盾じゆんした私の呟つぶやきに、ユリウスは少しだけ考えるそぶりを見せた。

「そうだな。あれは見た目に反して、なんというか気が弱い。年ねん齢れい的なものもあるだろうが、もう少し自信を持ってほしいものだ」

「年齢的なもの？」

「ああ、やつはまだ十五だからな」

「十五歳!?」

　まさか自分より十歳近く下とは思わず、目を剝むいた。

　そんな私の様子に、ユリウスは怪け訝げんそうにしている。

「驚おどろくほどではないだろう？　お前の方こそ、その若さで店を持っているというのは信じがたい。お前の国ではよくあることなのか？」

　確かに、私の年齢で自分の店を持つというのは日本でも珍めずらしい方だろう。だからといって信じがたいほどではないと思うが。

「よくというか……成人が二十歳はたちなので、それを越こえていればそういう人もいると思いますよ」

　そう言っても、ユリウスは納得しない。

「ならなぜお前が店を持てるんだ？」

「え、なぜって？」

「お前はまだ成人していないだろう？」

　そう尋たずねられた時、一いつ瞬しゆんユリウスが何を言っているのか理解できなかった。しかしそのすぐ後に、理解と怒いかりが一緒にやってくる。

　絶対に年相応に見られないコンプレックスを、ユリウスは見事に刺し激げきしてくれた。

「私はちゃんと成人してますよ！　今年で二十四歳ですっ」

　勢いよくそう言い切ると、今度はユリウスが信じられないという顔をした。

「まさか、その顔で二十四だと？　大人をからかうのもいい加減にしろ」

「そっちこそからかわないでください。大体そう言うユリウスさんこそ何歳なんですか？」

　尋ねると、ユリウスは難しい顔をして口を噤つぐんだ。

　それからしばし睨み合いになる。

　本当はこんなことで時間を浪ろう費ひしている場合ではないのだが、なんとなく後に引けなくなっていた。

「……二十一だ」

　ユリウスの答えに耳を疑った。

「二十一っ!?　二十一歳で近衛隊長なんですか!?」

　まさか自分より三つも下だとは思わず、声が驚きで裏返る。

　ユリウスは不快そうに耳を押さえていた。まったく失礼な男だ。

「騒さわぐな。我が国の貴族の男子は十五になれば自動的に騎き士し団に入れられる。近衛は騎士団の中でも特に家いえ柄がら、容姿が優すぐれた者が選ばれる。二十一といっても、若すぎるということはない」

　ユリウスの説明を聞いてもやはり納得はできなかったが、この国の事情に疎うとい私は黙るしかない。ただ、この融ゆう通ずうの利きかない堅かた物ぶつが自分よりも年下だという事実が、じわじわと私に衝しよう撃げきを与あたえ続けていた。

「……因ちなみに、一年は三百六十五日の十二ヶ月ですよね？」

「何を当たり前なことを。ふざけたことを言ってないで、とっとと行くぞ」

　もしかして一歳になるまでの期間が違うのかもという、私のささやかな希望は見事に打ち砕くだかれた。
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　食料庫は半地下になっていた。先ほどの食堂の裏口から少し離はなれた場所に、煉れん瓦が造りの入り口部分が無造作に飛び出している。しかしそこに取り付けられた鉄の扉とびらには鍵かぎがかかっていた。

　ユリウスは私を置いて厨ちゆう房ぼうに顔を出すと、すぐに鉄製の古めかしい鍵を持って戻もどってきた。そしてその鍵を鍵穴に差し込むと、扉は重々しい音を立てて開いたのだった。

　外はうららかな春のような陽気だが、中に入るとひんやりと肌はだ寒ざむい。無意識に二の腕うでをさすってしまう。

　室内は暗く、どこかに空気穴が開いているのだろう。たまにヒョウという背筋の冷えるような音がする。

「城の中でも、ここはかなり古くからある場所だ。食料保存の魔法が確立する前は食材の劣れつ化かを防ぐため、このような造りになったと──ん？」

　あまり興味がなさそうなユリウスの説明の最中に、闇やみの中を何か人ひと影かげのようなものが過よぎった。あまりの驚きに、声にならない悲鳴が喉のどに張り付く。

「何者だ！」

　間近でユリウスが剣けんを抜ぬく音がした。

　半地下の食料庫に身を隠かくしていた不審者も怖こわいが、身近に抜き身の剣があるというのもそれはそれで恐おそろしい。

　食料庫の奥から飛び出してきた小柄な影が、剣を避よけてこちらに突つっ込んでくる。

「ひっ」

「曲くせ者ものが！」

　ユリウスの怒ど号ごうに、私は我に返った。

（このままじゃ、もしかして巻き添ぞえ!?）

　咄とつ嗟さに飛び込んできた人物の両りよう肩かたを摑つかんだ。するとそれは予想以上に細く、そして低い位置にあった。

（小さいし、それに思ったより薄うすい。もしかして……）

「待って！」

　ユリウスが勢いで剣を振ふり下ろさないよう声を上げた。

　その時になって初めて、自分の拘こう束そくした人物が小さく震ふるえていることに気付く。

　相手の腕を摑んだまま、私は入り口から光が入る場所まで横歩きで移動した。照らし出されたのは、黒いワンピースにエプロンというメイドのようなお仕着せ姿の、黒くろ髪かみのボブカットをした可愛かわいらしい少女だった。

　目に涙なみだを浮うかべた彼女は、主人に捨てられた子犬のようだ。

「こんなところで、一体どうしたの？」

　できるだけ優しい声で問いかけると、少女の瞳ひとみからはぽろぽろと涙が零こぼれた。耐たえ兼かねたように泣き声を上げた少女が、私の胸に飛び込んでくる。

　とにかく彼女を落ち着かせようと外に出ると、私は近くにあった休きゆう憩けい用のベンチに彼女を座らせた。

　少女はクレアと名乗り、「驚かせてごめんなさい……」と泣きながら呟いた。

「どうしてあのようなところに一人でいた？　その目的いかんによっては、城から出て行ってもらうぞ」

　真っ白な顔で怯おびえるクレアを、ユリウスが厳しい顔つきで威い圧あつする。これ以上彼女を怯えさせたくなくて、私は二人の間に無む理り矢や理り割り込んだ。

「待って。私達は鍵を開けて中に入ったじゃないですか。さっき扉の内側からノブを見たけど、中からは開けられないようになっていました。つまりこの子は、誰だれかに閉じ込められていたんじゃないですか？」

　そう言いつつクレアを見ると、彼女は目に涙を溜ためてうつむいた。

　この様子では、今は何を聞いても彼女を傷つけるだけだろう。そう思った私は、ベンチの前にしゃがみ込み下からクレアを見上げた。少女の目は私と同じ黒色だ。

「ねえ、あなた食材には詳くわしい？」

「え？」

　突とつ然ぜんの問いかけに、クレアは驚いた顔をした。そのぱっちりとした無防備な表情が、可愛いと思った。

「実は私、明日あした女王陛下に料理をお出しすることになっているの。でもこの国の食材には詳しくなくて……もしよかったら、協力してもらえないかな？」

「おい、勝手なことを──」

　止めに入ろうとするユリウスを、私はじろりと睨にらみつけた。

「じゃあ、ユリウスさんが一つ一つの食材について詳しく説明してくれます？　それに私は料理を作れと言われただけで、手伝ってもらってはいけないなんて言われてないですよね？」

（こっちは命が懸かかってるんだから、なりふり構ってられないし）

「だからと言って……」

「お願いします！　私にはどうしても彼女の協力が必要なんです」

　ついくせで、手を合わせて拝んでしまう。そんな私に、ユリウスは不気味なものを見たような顔をしていた。

　そして大きな溜息を一つ。

「分かった。彼女の上司に許可を取っておこう。君もそれでいいか？」

「ね、このお兄ちゃんもこう言ってることだし、お願い。いいでしょう？」

　突然の申し出に、クレアはためらいがちに頷うなずいた。

「お兄ちゃん……だと？」

　愕がく然ぜんとしているユリウスを尻しり目めに、私はこの国の食材ガイドを得たのだった。
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　クレアが十分に落ち着いた後、私達は再び食料庫に入った。

　今度はクレアのアドバイスで、魔ま力りよくを消費して光るというカンテラを持って中に入る。最初からこれを持ってくればよかったのに。私はユリウスをじろりと睨んだ。

「──これがラティカの実で、主にソースやスープに使います。こっちはラディウと言って……」

　クレアは実家が農業を営んでいると言い、思った以上に食材に詳しかった。

　私の予想通り、この国の食材は日本と似ているようで、少し違ちがう。

　例えば今クレアが持っているラティカの実というのは、色や手て触ざわりはトマトに似ているが、形はどちらかというとナスに近い。因みに一口かじるとやっぱり味はトマトで、中にはあの独特の食感の種がぎっしり詰つまっていた。

　しかし流石さすがに王宮の食料庫は無む尽じん蔵ぞうと言っていいほどに広く、貯蔵されている食材も山ほどある。すべて説明してもらうには、一日二日では済まないだろう。そこで私はクレアに頼たのんで、自分が望む食材に近いものだけを、特とく徴ちようから探し出してもらうことにした。

「生では食べられなくて、多分地中で育つと思うの。薄くて茶色い皮に覆おおわれていて、身は白。火を通すと少し黄色くなるかな。焼くとほくほくとした食感で、煮に込こむと崩くずれちゃうこともある食べ物なんだけど……」

「ポテフのことでしょうか？　それならあちらに──」

「お肉なんだけれど、できれば筋の入った硬かたい部分がいいの。少し臭くさみがあって、普ふ通つうじゃ嚙かみ切れないぐらいの」

「でしたら、ベッフの腱けんの部分でしょうか？　でも女王陛下にお出しする料理に、本当にそんなお肉を使うんですか？」

「なに？　おい、妙みような材料を使うつもりか？　毒はなくとも明らかに不味まずければ、即そつ刻こく処分だからな」

　クレアに驚おどろかれユリウスには釘くぎを刺さされた。それでもどうにか、夕方までには目的の食材をすべて集めることができた。

　自分の命を懸けるなら、あの料理しかない。

　女王と賭かけをした瞬しゆん間かんから、おそらく自分の中には既すでにその答えがあった。
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「こんなに大量の食材を集めて、一体何人分の食事を作るつもりだ」

　カフェに戻もどると、手分けして運んだ袋ふくろをどさりとおろし、ユリウスは呆あきれたように言った。食材が入っているのだから、もう少し丁てい寧ねいに扱あつかってほしい。クレアとは食料庫の前で別れたので、店には二人だけだ。

　戻ってすぐに手を洗うと、私はカフェの制服に着き替がえた。流石に食材を運んだ埃ほこりっぽい恰かつ好こうで、料理をするわけにはいかない。

　薄ピンク色のコックシャツにはチェックのフリルタイ。えんじ色のカフェエプロンにはドット柄がらのフリルがついていて、少し甘めなデザインになっている。最後にチェックでえんじのツートンカラーの帽ぼう子しをかぶり、粘ねん着ちやくテープのコロコロで体中の埃や髪の毛などを取れば完成だ。

　少し可愛すぎる制服は、私のために友人がデザインしてくれたものだった。

　だからだろうか？　着ると背筋がしゃんとして、力が漲みなぎってくる。

　荷物を運んでもらったお礼にユリウスに冷たいジャスミンティーを出すと、私は彼の前に立った。

「ユリウスさん。今から私は調理を始めますが、多分明日の女王陛下のお食事の時間ギリギリぐらいまで掛かかると思います。見張りということでお手数ですが、お付き合いよろしくお願いします！」

　気合いを入れて頭を下げた私に、ユリウスは呆あつ気けにとられた顔をしていた。

「明日の昼食までだと？　どれだけの料理を作るつもりなんだ、お前は」

「本当は足りないぐらいなんです。悔くいのない料理をお出しするためには……。でも、やれるだけ精せい一いつ杯ぱいのことをしてみます」

（自分のためにも、カフェのためにも、今は自分に出来る最高の料理を！）

　私はユリウスの返事も聞かず厨ちゆう房ぼうへと向かった。

　呆れたのか、ユリウスは何も言わずカウンターに腰こしかけた。そしてジャスミンティーに口をつけた彼に、私は内心で驚いていた。

（私が出したものに、迷わず口をつけてくれた。少しは信用してくれたってこと？）

　そんな何気ない出来事に、励はげまされている自分がいる。

　袖そでをまくり、まずはオーブンを百六十度に予熱する。その間に野菜の下ごしらえを済ませ、二枚の天板にはそれぞれベッフ──牛スジと、もう一枚にはスライスしたニンジンと玉ねぎ、それにセロリの葉をのせた。時間は三十分に合わせ、スイッチオン。その間に皮を剝むいたラティカの実──トマトをフードプロセッサーでピューレにする。

　焼き上がった肉と野菜は焦こげも一いつ緒しよに鍋なべに入れて、そこに水とニンニク、ラティカのピューレを加えて強火で煮る。焦げた部分も入れるのは風味を出すためだ。沸ふつ騰とうしてきたら今度は弱火にして灰汁あくと脂あぶらを取る。この時絶対に沸騰させてはいけないので、鍋と温度計からは一瞬も目が離はなせない。

　熱気のこもる厨房で、私は流れる汗あせを拭ぬぐいながら作業に打ち込んだ。

　あとはワインやお湯、野菜を追加しつつひたすら煮込む。

　作っているのはフランス版の出汁だし、フォン・ド・ヴォーだ。

　まずは八時間ほど煮込んで一度材料を濾こし、一番フォンを取る。

　そして残った具材に新しくオーブンで焼いた野菜と牛スジを加えて、別の鍋でもう一度煮る。今度は六時間ほど。これを濾してできるのが二番フォンだ。

　最後に一番フォンと二番フォンを混ぜ合わせ、こちらの世界の材料で作るフォン・ド・ヴォーが完成した。

「あと五時間……」

　明け方、私は香かぐわしい匂においに鼻をひくつかせながら、隈くまの浮うく顔で次の段階に移った。

　まずはバターと薄はく力りき粉こを焦げないように茶色くなるまで炒いため、ルーを作る。そしてルーに先ほどのフォンを少量加えて滑なめらかにしたら、フォンの入った鍋に投入する。他ほかにも味見をしながら塩と醬しよう油ゆ、それに隠かくし味に味み噌そを入れて味を調ととのえる。そこに今度はフォン作りですっかり柔やわらかくなったスジ肉を入れて、再び煮込む。作っているのはデミグラスだ。

（この間に、他の料理の仕込みもしなきゃ）

　ひと段落したデミグラスを横目に、今度は別の小さな鍋を取り出した。そこにミルクと生クリームを入れ、少し煮立つまで温める。

　別のボウルには卵らん黄おうと砂糖を入れてまぜまぜ。この時、ボウルの底に擦こするように混ぜるのがポイントだ。

　温まった鍋の中身をボウルに加えてよく混ぜ、濾して滑らかにし、バニラエッセンスを少し加える。後は出来上がった液体を、耐たい熱ねつ皿ざらに注ぎオーブンで焼く。

　この頃ころになると、外にはすっかり日が昇のぼり、女王の昼食というタイムリミットが刻一刻と近づいていた。私は既に汗だくのよれよれだ。

　私はユリウスがその場にいることも忘れ、休むことなく手を動かし続けた。
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　近この衛え隊長をしているユリウスの許もとに奇き妙みような知らせが届いたのは、彼が朝食を摂とる女王のかたわらに立ち、王宮の警備についての報告をしている時だった。

　ハイグランディア国の女王であるローズ・ユージェニ・ハイグランディアは、歴史上の多くの女王とは違って、政まつりごとを宰さい相しようや王配任せにはしない。それどころか、その優すぐれた政治手しゆ腕わんは今や大陸全土に響ひびき渡わたっていた。

　そんな女王の優ゆう雅がな朝食のテーブルにもたらされた知らせは、城内の庭園に怪あやしい建物が現れたという奇妙極きわまりないものだった。

　とりあえず取り壊こわすよう指示して、様子を見に自分だけが退室するつもりだった。しかし話を聞いていた女王が、面おも白しろそうだからとついてきてしまったのだ。おかげでユリウスは、朝から頭の痛い思いをした。

　報告にあった怪しい建物というのは、二階建てほどの高さの小さなものだった。広さは城の廏うまやほどもないだろう。しかしその表面には継つぎ目がなく、高い技術力が感じられた。

　その建物の前でユリウスの配下の者達に囲まれていたのは、子供のように小柄な女だった。

　最初は本当にただの子供かと思ったが、緊きん迫ぱくした表情が子供のそれとは異なっていた。そしてこの国では持つ者の少ない、『異界からの客人』の子孫にしか現れない黒い髪かみと同色の瞳ひとみ。

　言葉すら分からない様子の女を、ユリウスが近衛隊長として警けい戒かいしたのは当然だった。

　ところが、その女を排はい斥せきしようとするユリウスを、女王はたしなめ、更さらに妙な提案まで持ち出した。

　誰だれもが、当然命を拾って城から逃にげるだろうと思った。ところが女は、建物を守るために震ふるえる声で女王の挑ちよう戦せんを受け入れた。

　初めから、ユリウスにとって彼女は理解しがたい存在だった。

　公こう爵しやく家の後こう継けい者であるユリウスを取り巻く女性というのは、乳母うばか、それともいつまでも化け物のように若い実母か、あるいは花と茶会とお喋しやべりが大好きな婚こん約やく者候補の令れい嬢じよう達ぐらいだ。

　しかし、彼女はそのどれとも違ちがっていた。

　古くから女性は家を守るものと考えられ、女王を戴いただいているとはいえまだまだ保守的なハイグランディア。

　その中にあって彼女は恥はじることなく料理人だと名乗り、ユリウスや壮そう年ねんの宮きゆう廷てい料理人であるジェロウムに対しても、一歩も引かなかった。

　自分の納なつ得とくできないことには平然と意見し、ユリウスにも棘とげのある言葉を投げつけてくる。

　そんな豪ごう胆たんな女性を、ユリウスは今まで一人しか知らなかった。

　──剣けんを捧ささげた、女王陛下一人しか。

　環が手を加えたサラダは見た目にも鮮あざやかで、かけられた〝ドレッシング〟なる物の甘あま酸ずっぱい匂いが食しよく欲よくをそそった。

　今までユリウスにとってサラダとは、食事の最初に食べろと定められている緑の葉のことでしかなかった。それを美味おいしく食べようなどと、考えたこともない。

　ごくりと生なま唾つばを吞のみ込んだユリウスは、己おのれの狼ろう狽ばいを相手に気付かれないよう、何気ない仕草でフォークを葉に刺さし口へと運んだ。

　次の瞬しゆん間かん彼の口の中に広がったのは、今までのサラダへの認にん識しきが百八十度変わってしまう、未知の味わいだった。

　ゲープと呼ばれる植物の葉に、かけられているのは甘酸っぱいソースだ。おそらくはこれが〝ドレッシング〟なのだろう。何が混ざっているのか、液体の中に細かい無数の水すい滴てきが浮いている。そしてそこに交ざる白いシャキシャキとした薄うす切ぎりの野菜は、少しくせがあるがそれがやみつきになる味だった。緑に彩いろどりを添そえる赤い野菜は、中にどろっとした部分があり、一口で様々な食感がユリウスの舌を楽しませた。上にかかっている茶色い粒つぶは、見た目こそいまいちだがこうばしい香かおりとサクサクとした食感がちょうどいいアクセントになっている。

　気付けばユリウスは、皿の中のサラダをすっかり食べつくしていた。

　彼は乱暴にフォークをカウンターに置くと、彼女の名前をどうしようもなく知りたいと思った。

　初対面以外で互たがいに名前を名乗り合う行こう為いが、相手の能力を認めることになると知りながら。

　一日の付け焼き刃ばで見知らぬ食材を学び、彼女は見張り役のユリウスにまで頭を下げて厨房に立った。

　一晩中休まず手を動かし続ける環を、ユリウスはずっと見つめていた。毒を入れるのではないかという疑いよりも、ひたむきに打ち込むその姿から、ユリウスは目を逸そらすことができなかった。
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　それから数時間後、運命の時間がやってきた。

　場所は昼ちゆう餐さん室。女王が昼食を摂るためだけに存在する部屋らしい。高い天てん井じようからはシャンデリアが吊つり下がり、白い壁かべは所ところ狭せましと彫ちよう刻こくや装そう飾しよく画で飾かざられている。

　テーブルの上には、丹たん誠せい込めて作ったデミグラスソースたっぷりの、ふわふわオムライスが湯気を立てている。添えられたサラダはレタスに似たゲープと黄色い柑かん橘きつ系のフルーツのコントラストが目に楽しい。冷蔵庫で冷やしたクレームブリュレは、黄色くなだらかな表面を無防備にさらしていた。

　温かい物は温かく、冷たい物は冷たく。それが料理を美味しく食べるための最低限の条件だと考えた私は、この部屋に招かれる直前まで調理に勤いそしんでいた。そのため女王の前に通された今も、その恰かつ好こうはよれよれのままだ。

　ひざまずいて、生唾を吞み込む。

　自分に出来る精せい一いつ杯ぱいの料理を並べたつもりだが、それが日本と食文化の異なるこの国で、受け入れてもらえるかは賭かけだった。

　かたわらでは料理を運ぶのを手伝ってくれたユリウスが、私が食事に毒を入れていないという宣せん誓せいをしている。

　この場にいるのはテーブルに着く女王と、その左後ろに私の言葉が通じるようにしてくれた美中年。驚おどろいたことに彼は女王の王配──つまり夫であり、周りの人間にはコンラッド公と呼ばれていた。

（てっきり側近なのかと思ってた。年の差もそうだけど、なんかあの二人って、あんまり気安い感じがしないよね）

　他にも、警戒しているのか多くの人間が女王を取り囲んでいた。女王の他は皆みんなひざまずくか立ち尽つくすかで、誰もが食事には相応ふさわしくない厳しい表情を浮かべている。

「下げ賤せんの料理でございますれば、女王陛下には相応しくないかと」

　突とつ然ぜんユリウスの宣誓を遮さえぎる声が聞こえ、私は声の主を盗ぬすみ見た。そこにいたのは、厨ちゆう房ぼうで私を追い出そうとした宮廷料理人のジェロウムだった。

「宣誓の最中に無礼だろう」

　ユリウスの不ふ愉ゆ快かいそうな声がする。部屋の空気が、一瞬ざわりと揺ゆらいだ。

（そんなことより、冷める前に早く食べてほしいのに）

　喉のど元もとまでせり上がってきたセリフを吞み込み、私は自分に声がかかるのを待つ。

「ふうむ。食事に相応しいも相応しくないもあるか。腹に入れればただ生きる糧かてになるのみじゃ」

　おっとりと相手をする女王に反して、今度はコンラッド公がジェロウムを冷たい声こわ音ねでたしなめる。

「どうしてもと言うから同席を許可したが、発言まで許した覚えはない。ジェロウム、心得よ」

　ジェロウムは気け圧おされたように口を閉とざし、女王はパタリと優雅にあおいでいた扇せん子すを閉じた。

「娘むすめ、おもてを上げよ」

　恐おそる恐る、私は顔を上げた。

「我が国の料理とは少々異なるようじゃが、食べる作法などはあるのか？」

「いいえ、すべて女王陛下のお好きなようにお召めし上がりください」

　そう答えると、女王は何とも言えない顔をした。

「ふうむ。好きなようにと言われると、逆に難しいものじゃな」

　女王の返答に首を傾かしげながら、言い忘れた言葉を慌あわてて付け足す。

「ただ、その黄色くて表面の平らな食べ物はデザートですので、食べる順番は一番後にしていただけますか？」

「ふむ、よかろう。ではこの見目の良いサラダから頂くとするかな」

　女王のそのセリフに反応するように、別の小さなテーブルに着いていた男性が立ち上がり、サラダから少量を小皿にとりわけ、自らの席に戻もどった。

　彼は言葉もなく一口。彼が頷うなずいたのを確認して、女王のフォークが改めてサラダへと伸のびる。

（そうか、あの男の人が毒見役なんだ）

　初めて毒見役を見る物もの珍めずらしさから男性を凝ぎよう視ししていたら、いつの間にか女王がサラダを食べ終えていた。あまりにも優ゆう雅がで素す早ばやい食事に驚かされる。

「ほう」

　女王はそう言ったきり、感想のようなことは何も言わなかった。

　彼女は大勢の人間に見守られていることなど、ちっとも気にならないようだった。鷹おう揚ようとした態度で、着実に目の前のお皿を空にしていく。

　我ながら会心の出来のふわふわ卵の下から、つやつやとしたチキンライスが覗のぞいた。じっくり煮に込こんだデミグラスソースの表面を、溶とけ出た脂あぶらが黄金の波のように流れていく。濃のう厚こうなソースと半熟の卵。そしてそれらの調和を崩くずさないよう控ひかえめな味付けのチキンライス。

　女王の食事は静かに、そして淡たん々たんと進んだ。

　ただどくどくと波打つ、自分の心音だけが騒さわがしい。

「うむ」

　サラダとオムライスを食べ終え、女王は静かにスプーンを置いた。

　彼女は何も言わない。美味おいしいとも、不味まずいとも。

（お皿は空だけど、味の評価は？　このお皿こそが答えだって、思いたいけど）

　次いで、毒見役の男性のスプーンがクレームブリュレに伸びた。

　考えごとをしていた私は、慌てて声を上げる。

「お待ちください！」

　部屋中の視線が突つき刺さる。

「なんじゃ？」

　不思議そうにしている女王の顔を、私はまっすぐに見つめた。

「そちらの料理は、直前に仕上げをした方がより美味しく食べられます。この場でそれをさせていただいても？」

　これは、一種の賭けだった。

（あやしまれるかもしれない。でもこのクレームブリュレは、どうしてもお店で出す時と同じ状態で、女王陛下に食べていただきたい）

「ふむ、許す」

「それでは、失礼します」

　女王の許しを得て立ち上がり、カフェエプロンのポケットからカソナードというブラウンシュガーを取り出す。そして香かおり豊かなそれを、均一になるようにクレームブリュレに振ふりかけた。

「こちらは植物から採った、甘み成分を結けつ晶しよう化したものです」

　小皿に盛ったカソナードを毒見役に手て渡わたせば、毒見役の男性はそれを舐なめてこくりと頷いた。

「そしてこちらの機械で、それを熱します」

　そう言うと、私はカフェで使うために準備していた小型のバーナーを取り出した。ボンベに繫つながる栓せんを緩ゆるめてトリガーを引くと、銀色の筒つつから青い炎ほのおが噴ふき出す。

　室内をどよめきが襲おそった。

　ユリウスとコンラッド公は女王を護まもるように身構え、侍じ女じよ達のか細い悲鳴が上がる。

　効果があり過ぎたなと焦あせりつつ、その青い火でブリュレの上のカソナードを熱した。

　砂糖の焦こげる甘い匂においが周囲に立ち込め、クレームブリュレには美味しそうな焼き目が付く。

　私は慎しん重ちようにバーナーの栓を閉め、安全装置をかけた。部屋には甘ったるい匂いと、呆あつ気けにとられた人々の溜ため息いきだけが残る。

「……っ」

　その時、女王が何かを堪こらえるように腹部に手を当ててうつむく。

「陛下！」

「どうかなさいましたか!!」

　お腹なかを押さえてうつむいた女王に、コンラッド公とユリウスが駆かけ寄った。

　部屋の中に緊きん迫ぱくした空気が満ち、私は一瞬これまでかと目を閉じた。しかし女王の反応は、私の想像を超こえていた。

「はっはっはっはっ、これは驚きじゃ」

　再び扇子を開いた女王は、大きな笑い声を部屋中に響ひびかせたのだった。

　再び呆気にとられる人々。誰だれもが女王の顔を凝視している。

「珍しい魔ま法ほうを見た。これも、そなたの国の流りゆう儀ぎか？　娘」

「はい、我が国では食事を最大限に楽しむために、様々な趣しゆ向こうを凝こらします。陛下にもその真しん髄ずいを味わっていただきたく、不ぶ躾しつけながら余興を用意させて頂きました。しかし残念ながら私には魔法が使えないので、これは魔法ではありません」

　内心で安あん堵どしつつ、私は口早に説明した。未いまだ心臓が破けてしまいそうなほどに緊張している。しかし女王の心底楽しそうな顔を見れば、強こわ張ばっていた顔も自然と緩んだ。

（ああやっぱり、私は料理を通じて誰かを楽しませたい。そのためにも、今はまだ死ねない）

「陛下、冷めないうちにお召し上がりください」

「ふむ、そうしよう」

　女王は張り切ってデザート用の小さいスプーンを手に取ったが、毒見が先だと周りにたしなめられていた。

　毒見が済んでようやくゴーサインがでると、目をキラキラと輝かがやかせた女王がブリュレを口に運ぶ。

　自分の記き憶おくの中からクレームブリュレの味を引っ張り出し、私は女王の感じているであろう味を自分の舌の上に再現した。

　焦げた砂糖のほろ苦さと、口に含ふくむと溶け出すブリュレ。濃厚なミルクの味わいと、甘いバニラエッセンスの香り。

　高校の時ちょっと背せ伸のびして、自じ由ゆうが丘おかで食べたクレームブリュレの味が私の理想だ。

　カフェに出す予定だったデザートの中でも、このクレームブリュレは私の自信作だった。

　祖母秘伝のデミグラスソースのかかったオムライスと、自信作のクレームブリュレ。

　これでダメなら、それは自分の力ではどうにもならなかったということだ。

　判決の時を前に、私は心の準備を始めていた。

　当然、死ぬのは嫌いやだ。こんな意味の分からない世界で、志半ばで死ぬなんて耐たえられない。

　でも、自分はできるだけのことはやった。

　そのことだけは、自分で自分を褒ほめてあげたい。

「ふむ、それでは異界からの客人に、これからの処しよ遇ぐうを申し渡す」

　凜りんとした女王の声こわ音ねに、私は我に返った。

　赤い、日本では見たこともないような鮮あざやかな目に見つめられ、ごくりと生なま唾つばを吞のみ込む。

　足が震ふるえた。冷たくなった掌てのひらを、ぎゅっと握にぎる。

「そなたには──」
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　私が『cafe sato』に戻った頃ころには、とっぷりと日が暮れていた。

　疲つかれ切ってはいたが、どうにか店まで辿たどり着くことができた。丸一日以上一いつ緒しよにいたユリウスは、先ほど役目は済んだとばかりに近この衛え隊の方に戻ってしまった。

「私……助かった、の？」

　女王の決断を、私は未だに信じられずにいた。今はなにも考えないで、シャワーを浴びて早くベッドに潜もぐり込みたい。

　しかし玄げん関かん先さきのポーチに見覚えのある人物を見つけ、私は驚おどろきの声を上げた。

「そこにいるのはまさか……クレア？」

　カフェの前に座り込んでいた影かげが、私に気付いて慌あわてて立ち上がる。すぐに駆け寄ってくる彼女に、戸と惑まどいを隠かくせなかった。

「えっと、どうしたの？　こんな時間に」

　そう尋たずねたが、しばらくクレアは戸惑うようにうつむいていた。

「もしかして、また誰かに嫌がらせをされたとか？　怪け我がしたりとか、してない？」

　気き遣づかうようにクレアの細い肩かたに手を掛かけると、思った以上に冷えていた。どうやらかなり前からここにいたらしい。とにかくと思い、私は彼女をカフェの中に招くと暖だん房ぼうのスイッチを入れた。春先らしいこの国の季節では、日本と同じように夜は風が冷たい。

「それで、どうしたの？」

　沸わかしたお湯を、こぽこぽとポットに注つぎながら尋ねる。

　椅い子すを勧すすめても、クレアは口を閉とざしてうつむくばかりだ。そんな彼女のために、私はお気に入りのハイビスカスの入ったハーブティーを淹いれた。カップに注がれた鮮やかな赤い液体からは、甘あま酸ずっぱい匂いが漂ただよう。カップを目の前に置くと、クレアはようやく顔をあげて私を見つめた。

「処分されるって、聞いて……」

　必死な声に、こちらが驚かされてしまう。

「処分って……」
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「あなたと、このおうちが処分されるかもしれないって。私と関かかわった人は皆みんな死ぬって、言われて……」

　目め尻じりに涙なみだを溜ためながら掠かすれ声で言うクレア。

　誰かが、クレアに悪意を持って余計な言葉を吹ふき込んだらしい。

　食料庫に閉じ込められていた彼女が、職場であまりいい扱あつかいを受けていないことには気付いていた。しかし実際に心無い言葉に傷ついた彼女を見れば、無責任にそんなことを言った相手への怒いかりが湧わいてくる。

「それで、わざわざ待っていてくれたの？　私を心配して？」

　信じられないような気持ちで彼女に尋ねる。

　だってクレアとは昨日出会ったばかりで、特別なことなど何もしていない。むしろこちらが色々と教えてもらうだけだったというのに。

「……私、もう死んじゃったけどおじいちゃんが異界からの客人なの。でもお母さんはおばあちゃん似だから、自分と同じ黒い目と髪かみの人に初めて出会ったのっ。……だからもっと、あなたと仲良くなりたいって思って、だからお願い！　もう少しでいいから、お城にいて」

　胸のつかえを吐はき出すように、クレアが叫さけぶ。

　慌てて喋しやべったために咳せき込むクレアの背中を、私は優やさしく叩たたいた。

　彼女の祖父が『異界からの客人』だというのは驚きだ。だとすれば、その人物も私と同じように日本からこの国に来た人なのだろうか？　私と同じ黒目黒髪であったとするならば、その可能性は高い。

　後でそのおじいさんの話を詳くわしく聞こうと思いつつ、私は自分より少しだけ小こ柄がらなクレアの体を抱だきしめた。

　自分と同じルーツを持つクレアが、その髪と目の色によって迫はく害がいを受けているとしたら、それはとても悲しいことだ。

　そしてほんの少し時間を共有しただけの私が死ぬかもしれないと聞いて、こんなに体を冷やして外で待ち続けていた彼女のいじらしさが愛いとしかった。

　日本に帰るのを諦あきらめてないとはいえ、今は、一緒にいるよと言ってあげたくなった。そんな約束はできるはずもないのに。

　私の胸むな元もとに顔を埋うずめるクレアの熱い涙が、胸の奥底にまで染しみ込んでしまいそうだ。

　その時、正面玄関についているベルがカランカランと激しく鳴って、乱暴に扉とびらが開かれた。冷たい夜風と一緒にやってきたのは、ユリウスだった。

「女王陛下に直々に頂いた書状を、忘れていくとはどういう了りよう見けんだ」

　近衛隊長の登場に私達は驚き、クレアなど涙も忘れ目を丸くしている。

　私は三人分のハーブティーを淹れ直すと、ソファ席を二人に勧め向かい合った。

　本当は祝しゆく杯はいでも上げたいところだが、一晩徹てつ夜やした体は疲れ切っていて、今すぐにでも睡すい眠みんを欲ほつしていた。

「これは女王陛下が自ら署名なさった親書だ。お前の身元を保証するものでもあるのだから、大切に保管しろ」

　ハーブティーに口をつけつつ、ユリウスは溜息混じりで言う。

（少し口うるさかったけど、決めつけないでちゃんと毒なんか入れてないって証明してくれたし、意外といい人なのかも）

　彼の協力がなければ、今いま頃ごろはこの命を失っていたことだろう。

「ありがとうユリウスさん。無事、このカフェを守ることが出来たのは、あなたのおかげです」

　いつになく殊しゆ勝しような私の態度に、ユリウスは驚いたようだった。

「馬ば鹿かな。今いま更さら媚こびを売っても何も出んぞ」

　そう言いながらも、そっぽを向いたユリウスの頰ほおはうっすらと赤く染まっていた。照れ隠しの憎にくまれ口も、今は微笑ほほえましく感じられる。

「……じゃあ、環さんは処分されずに済むの？」

　横で話を聞いていたクレアの顔に、じわじわと歓かん喜きの色が広がった。

「よかったぁ」

　再び泣き出しそうになるクレアの頭を、私はよしよしと撫なでた。

　ハーブティーの優しい香かおりが、湯気と一緒に鼻び孔こうをくすぐる。

　私が処分されないと知ると、突とつ然ぜん我に返ったのかクレアは慌ててメイド用の宿舎に帰ってしまった。それは呼び止める間もなく一瞬のことだったので、残された私とユリウスの間には少しだけ気まずい空気が流れた。

　心配させたお詫わびと食材について教わったお礼に、今度はクレアのためにケーキを焼こう。ハーブティーをコクリと飲みつつ、私はぼんやりとそんなことを考えていた。

「その、まあなんだ」

　普ふ段だんは歯切れの良いユリウスが、珍めずらしく言い淀よどんでいる。

「女王陛下のお許しが出て、よかったな」

「ああ……はい。そうですね」

　考えごとをしていたので、ユリウスの言葉を吞み込むのにしばらくかかった。適当に相あい槌づちを打ったあとで、私は一いつ拍ぱく遅おくれで驚きよう愕がくした。

　今、よかったと言ったのか、この堅かた物ぶつが。

　女王陛下第一で、私を一番不ふ審しん人物扱いしていたはずのあのユリウスが。

　白はく皙せきの美び貌ぼうを凝ぎよう視ししていたら、カフェのぼんやりとした照明の中で、その頰が再び赤くなった。

「あまり見るな」

　どうやら照れているらしい。

「それと──」

「それと？」

「お前の方が年上なのだから、もっと砕くだけた言葉でいい」

「へ？」

　言いづらそうにするユリウスの顔を、私は余計に凝視してしまった。次から次へと、今日のユリウスは予想外なことを言う。

「だから、敬語は使わんでかまわん」

「でも、私が年上だって信じてなかったんじゃ……」

「お前がただの子供なら、あれほどの料理は作れない。正直未いまだに二十四という年は疑ってはいるがな。それに、お前相手にかしこまられてもむず痒がゆいだけだ」

　褒ほめられているのかけなされているのか分からないと思いつつ、私は素す直なおに了承した。これ以上何か言うと、恥はずかしさに耐たえ兼かねたユリウスが噴ふん火かしてしまいそうだったので。

「それでは私は帰るが、きちんと戸と締じまりと火の始末をして寝ねるのだぞ。明日から、環には陛下の御おん為ために大いに働いてもらうからな！」

　噴火こそしなかったものの、ユリウスはそう言い捨てるとカップを置いて出て行ってしまった。私はその滞たい在ざい時間の短さに呆ぼう然ぜんとしつつ、しっかりと空になったカップを見て、ほっこりする。

　冷えかけたハイビスカスのハーブティーの最後の一口が、じんわりと舌に広がった。

「あれ、そういえば今、名前……」

　私がそれに気付いたのは、少し経たってからだった。

　教えた割にずっとお前呼ばわりだったユリウスが、最後の最後に私の名前を呼んで行ったことに気付き、頰をかく。

（言い逃にげされたら、こっちが照れるでしょうが）

　三客のカップを洗いながら、私はぶつぶつと立ち去った人物への愚ぐ痴ちを零こぼした。
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　──そなたには、特別に城内での飲食店の営業許可を与あたえる。

　女王の一言が、王宮内に旋せん風ぷうを巻き起こした。

　許しがなければ立ち入ることさえできない女王の庭で、商店の営業許可が下りるなど前代未み聞もん。あってはならないことだ。

　年配のお歴々は口々に「前例が」「城内の風紀が」と諫かん言げんを口にし、宮きゆう廷てい料理人達は未知の調理法を知るという異界からの客人に戦せん々せん恐きよう々きようとした。新しいもの好きの貴族達は誰だれが抜ぬけ駆がけして先にその店を訪おとずれるか牽けん制せいしあい、その令れい嬢じよう達は親に咎とがめられつつも女王が食したとされる甘くとろけるお菓か子しを夢想した。
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　赤の女王が統すべるハイグランディアという国は、肥ひ沃よくな大地と朝日の昇のぼる港を領土に持つ、大陸でも有数の大国だ。

　地球とは違ちがう生態系を持ち、異なる植物の育はぐくまれるこの国には、更さらに地球とは圧あつ倒とう的に異なる存在があった。

　それが魔ま法ほうであり、それらを自在に操あやつる『魔力持ち』と呼ばれる存在だそうだ。

　ハイグランディアには魔力を持つ人間と持たない人間がいて、それらは血統に関係なく、いつの時代も同程度の確率で生まれてくるという。

　そして城に仕えるためには、最低限魔力を持つことが条件となっていた。なぜなら、クレアがロウソクのないカンテラを容易たやすく使ってみせたように、城の中には魔力がなければ使えない品が溢あふれているからだ。

　勿もち論ろん、魔力のない私はそれらの道具を使うことは出来ない。国民全員が幼少期に行うという魔力測定もさせられたが、反応は全くなかった。それは今までにこの国に現れた異界からの客人達も、全く同じであったらしい。

　それでも、電線がないはずなのに動く家電製品と、分断されたはずなのになぜか出てくる水道とガスのおかげで、私は概おおむね快適な生活を送ることができた。ただし電話は繫つながらず、スマホもタブレットもパソコンも、揃そろって元の世界からは切り離はなされていたが。

　時計というものが存在しない世界で、私は日時計から判断した大体の時間と店の時計を合わせた。

　それによると、この世界も大体一日二十四時間で間違いないようだ。

　つまり、ユリウスはやっぱり私より三つ年下ということだった。

　その現実に少しだけ打ちのめされる。

　女王の無む茶ちやな命令からは、既すでに一ヶ月の時が経過していた。

　私はようやくこの国の生活にも慣れて、食材もメモしたノートを見ずとも名前が言えるようになってきた。

　ランチの仕込みは前日に済ませておくので、朝は簡単な掃そう除じをして店を出る。

　午前七時。身分が高い人間は眠ねむっているし、そうでなければ働いている。どっちにしても、私の客になるような物好きが現れるのは正午を過ぎてからだ。女王には、あらかじめ城の中を自由に散策していいという許可を貰もらっていた。

　美しく整えられた庭園を横切り、今日も食料庫へと向かう。

　そこにはいつものようにクレアが待っていた。

　ユリウスの権限で彼女の上役から借り受けているクレアは、いつでも嫌いやな顔一つせず私にこの世界のことを教えてくれる。

　私といる間、クレアはよく喋しやべりよく笑った。彼女の上役には申し訳ないと思いつつ、前の職場にいるよりも本人がいいのならと、私もその状じよう況きようを受け入れていた。

　ここのところ、店の暇ひまな午前中はいつもここに来て、クレアの授業を受けている。

　ハイグランディアに存在する動植物は、地球とは全く違う進化を遂とげているようだ。例えば、私が知っている植物と形は違っても味が同じだったり、色が違うだけなのに味も全く異なっていたりする。

　それらがどういう風に育ち、どんな特とく徴ちようがあるのか。

　女王に、この城でカフェを開業するように言われて以来、私はクレアの教えてくれた内容をメモに取り、必死にハイグランディアへの知識を深めていた。

　日本から持ってきた食材はもう尽つきかけている。これからは、この国で手に入る食材だけで、私自身も食べていかなくてはならない。

　暗い食料庫での講義に夢中になっていると、リーンゴーンという大きな鐘かねの音が鳴り響ひびいた。正午を知らせる教会の鐘だ。約束は正午までなので、私達は食料庫を出た。

「あ、死神だ」

「黒くろ髪かみの死神。真っ暗な食料庫が大好きなの？」

　意地の悪い声をかけてきたのは、クレアの同どう僚りようらしいお仕着せ姿の少女達だった。

「異界からの客人なんて、気持ち悪い」

「あんた達、さっさと異界に帰りなさいよ！」

　少女達は私達とは距きよ離りを取りながら、悪意のある言葉を投げつけてきた。

　私はクレアを背中に庇かばいながら、彼女達を睨にらみつける。

　クレアに初めて出会った時、彼女を食料庫に閉じ込めていたのも、おそらくは彼女達だろう。

　そう思うと、無む性しように苛いら立だった。

　群れてしか意見を言えない。自分より弱い立場の人間を見下す。どうしてそんなひどいことが出来るのだろう。クレアは、ちょっと内気なただの可愛かわいい女の子なのに。

「クレアは死神なんかじゃない！　あなた達、恥ずかしくないの？　寄り集まらなくちゃ人の悪口も言えないの？」

　耐たえ切れず口を挟はさむと、少女達は一いつ斉せいにその表情を険しくした。

「何よ、新入りのくせに！」

「女王陛下のお許しが出たからって、調子に乗らないでよ。真っ黒おちび！」

「なっ！」

　投げかけられた言葉に啞あ然ぜんとする。なんせ、自分より一回り近くも年下の少女達にちびと言われたのだ。これで黙だまっていられるはずはない。

（この国の人と比べたら、確かに私はちびよ。でも年長者を敬うっていう文化すら、この子達にはないの!?）

「ちょっとあんた達！」

　最初は冷静に彼女達をたしなめようと思っていたが、気付けばそう叫さけんでいた。一いつ瞬しゆん、少女達が私の大声に驚おどろいて怯ひるむ。

　その時だった。食料庫にほど近い厨ちゆう房ぼうの陰から、見覚えのある長身が現れる。

「こんなところにいたのか」

　呆あきれたようにそう言ったのは、この王宮で近衛隊長を務めるユリウス・グレイその人だった。

「ああ、ユリウス」

　女王から出された試練を経へて、私と彼との関係は互たがいに好き勝手言い合える友人同士ということで落ち着いていた。

　まさか私も、故郷を遠く離れたこの地でこんなにイケメンの友人が出来るとは、思っていなかったが。

　先ほどまで威い勢せいの良かった少女達は、その姿に驚き全員が借りてきた猫ねこになる。

「なにか問題でも？」

　ユリウスに尋たずねられ、私はわざとらしく少女達に一いち瞥べつを向けた。すると劣れつ勢せいを悟さとった彼女達は、ユリウスに顔を見られないようにそそくさと逃にげて行った。なんとなく複雑な気分だが、これ以上話がこじれなかっただけ良しとするしかない。

「ありがとう。助かったわ」

「いや。城で過ごす上で、何か不都合があればすぐ私に言え。一応これも仕事だからな」

　そう言い、ユリウスはきまりが悪そうに黙り込んだ。

　私が城で快適に過ごせるかどうかまで、近衛隊の仕事の範はん疇ちゆうであるはずはない。相変わらず素す直なおじゃない男だ。

「それで、その近衛隊長様がどうしてここに？」

「ああ、陛下のご予定が早く済んでな。昼食をご所しよ望もうなので呼びに来た」

「え、じゃあ急いで戻もどらなくちゃ！　クレア、また明日ね」

　慌あわててそう告げ、私は自分の店へと向かう。

　走る私の横に並んだユリウスは、長いリーチのせいか同じスピードなのに歩いていた。仕方ないとはいえ、少しだけ悔くやしい。

「環」

「え？」

　名前を呼ばれ、私は走りながら顔をあげた。

「気を付けた方がいい。さっきの少女達の中にジェロウムの娘むすめがいた」

「ジェロウムって、あの食堂にいたおじさん？」

「おじさん……いや、まあそうなのだが。彼は料理の腕うでを買われて王宮に雇やとい入れられた料理人だ。もう何年も城の総料理長をしているが、悪い噂うわさのある人物だ。十分に注意した方がいい」

「悪い噂？」

　物ぶつ騒そうな単語に、思わず足を止めそうになった。

「ああ。彼の料理は、もはや大陸内でも時代遅おくれだ。だからもう何度も総料理長を替かえようという話が出ているのだが、その度たびに候補の人物が襲おそわれたり誹ひ謗ぼう中傷に晒さらされ、候補の辞退が相次いでいる。証しよう拠こがないので何とも言えないが、動機的に彼が一番怪あやしいのは事実だ」

　周囲を警けい戒かいしながら耳元でささやいてきたユリウスに、私はごくりと生なま唾つばを吞のみ込んだ。

「おそらくは、陛下が環を城に留め置いたのも、そういう前提があってのことだろう。城内では、早くも次期総料理長の候補として、環の名が挙がっている」

　驚きで、私は今度こそ足を止めた。

「まさか！　だって私なんて得体のしれない、この間まで処しよ刑けいされそうになってた女だよ？　その私がそんな大役……」

「それほど、厨房でのジェロウムの独裁が目に余るということだ。陛下が直接そう仰おつしやったわけではない。とにかく、周辺には十分気を付けるんだ」

　同じく立ち止まり、私をまっすぐに見つめる青灰色の瞳ひとみは真しん剣けんそのものだった。

　想像もしなかった忠告に、私は思わずぶるりと体を震ふるわせた。
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「きたか、環」

「お待たせいたしました。陛下」

　私が『cafe sato』に到とう着ちやくすると、既すでに女王は店内で待っていた。

　城の敷しき地ち内でこのカフェを開業して以来、彼女は一番のお得意様だ。勿もち論ろん政務が忙いそがしくいらっしゃらない日もあるが、やはりこの世界で顔を合わせる回数はユリウスとクレアの次に多い。

　なので私が開店のために一番初めにしたのも、広がったドレスで支障がないよう席数を減らして通路を広くすることだった。おかげで店内は以前より広く感じられる。

　スプリングの利きいたウッドフレームのソファには、女王の他ほかにもう一人、見知らぬ少年が座っていた。つやつやとした銀ぎん髪ぱつと、ルビーのような赤い目は女王に似て目め尻じりが吊つり上がっている。髪かみに合わせて白に銀糸の刺し繡しゆうが入った衣装は華はなやかで、まだあどけなさは残るものの表情は大人びていた。

（うわー、すっごく綺き麗れいな子！）

　不思議そうにしている私に気付いたのか、女王が顔を綻ほころばせる。

「ここに連れてきたのは初めてじゃったな。これはわらわの息子むすこのアルヴィンじゃ」

「えぇっ!?」

　驚く私を見る女王は、ひどく楽しげだ。

　女王の息子ということは、彼はコンラッド公と女王との間に生まれた子供ということになる。そう言われてみれば、確かに髪色が父親と全く同じだ。

「出来のいい自じ慢まんの息子じゃが、出来が良すぎてなんでも分かったような顔をするところが玉に瑕きずじゃな。だから環には、アルヴィンが驚くような料理を頼たのむぞ」

　それは責任重大だと思いつつ、急いで厨房へと向かった。といっても、メニューは既に昨日の内に決まっているのだが。

「すぐに準備いたしますね」

　そう言うと、私は入念に手を洗い身み支じ度たくをした。カフェの制服に袖そでを通すと、気分がシャキッとする。

　少し息を乱した私とは違ちがって、ユリウスは女王のかたわらに立ち汗あせ一つかいていなかった。

「今日のメニューはなにかの？」

「本日は生春巻きと、ベトナム風カレー、デザートはバインフランでございます」

「ふふ、今日も相変わらず見た目が想像できん名前ばかりじゃな」

　女王が嬉うれしそうに言う。

　一人でも対応できるよう、『cafe sato』のランチメニューは日ひ替がわりランチ一つきりだ。メニューさえ絞しぼれば、一人でもどうにか店は回せる。

　まずはじめに、私は昨日仕込んでおいたカレーを温めるため業務用のコンロに火を入れた。

　下味を付けた手羽元とさつまいもを揚あげ、レモングラス、スターアニス等の香こう辛しん料りようとカレー粉を入れて煮に込こみ、ココナッツミルクで味を調ととのえたカレーは日本風のものと違ってどちらかというと煮込み料理に近い。

　厨房に、少しくせのある甘い匂においが漂ただよう。

　それから私は大き目のボウルに水を張り、そこにライスペーパーを浸ひたした。

「ドリンクは、レモネードを二つ頼むぞ」

　甘あま酸ずっぱい自家製レモネードは、以前勧すすめて以来女王のお気に入りだ。

「かしこまりました」

　そう言いつつ、私はトレーの上に人数分のグラスを用意した。製氷機に溜たまったキューブ形の氷を三つずつグラスに入れ、傍そばに仕える侍じ従じゆうやユリウスにはレモン水を用意する。

　レモンと言っても、もうこちらの世界の食材を使っているので本来は別の名前があるのだが。

　あらかじめ砂糖とはちみつで漬つけておいたスライスレモンを、水で割る。トレーに並んだ大量のグラスを持って、私はホールに出た。

「レモネードでございます」

　まずは女王の右側に立ち、腰こしを屈かがめる。

　フェルトを切り抜ぬいて、植物にとまる鳥のデザインになっているコースターを敷しく。グラスの下部を持ち小指の側面から着地する方法は、以前働いていたカフェのマスターに叩たたき込まれたものだ。こうするだけでテーブルにグラスを置いても音が立たない。

　王子にも同じようにサーブし、立ち尽つくす侍従達やユリウスにもレモン水を配る。

　手に持っていると不便だろうから、どれもそれぞれの近くにあるテーブルに置いた。いつも彼らはそれにほとんど手を付けないのだが、だからと言って何も出さずに立たせておくのはこちらの気が引ける。

「相変わらず見事じゃの」

　女王が感心しているのは、製氷機の氷に対してだ。こちらの世界の魔ま法ほうでは、氷は用意できても数に限りがあるという。電源と水がある限り氷を作り続けてくれる製氷機は、私が料理をする上でも欠かせないものだ。

　厨ちゆう房ぼうに戻もどると、今度はコールドテーブルから仕込んでおいた野菜を取り出した。切ったりちぎったりしてちょうどいい大きさになっている野菜達は、既に水にさらし終えてあとは巻くだけになっている。

　飲み物を出している間に程ほどよく柔やわらかくなったライスペーパーを取り出し、キッチンペーパーで水分を拭ふき取る。後は、用意しておいた具材をそれで巻けば完成だ。細切りのキュウリとニンジン。そしてこの世界ではよく食べられているゲープ。そこに、味や歯ごたえはエビそっくりだが見た目はシャコというディアブを入れて、くるくると巻く。勿論、ディアブは湯通しして冷やしておいたものだ。タレはチリソースとマヨネーズを混ぜてシンプルに。マヨネーズではなくタルタルソースでも美味おいしいのだが、あいにくと今日は在庫がない。

　頃ころ合あいを見てカレーの火を止めて、生春巻きをお皿に飾かざり付ける。出来上がった二人分の生春巻きを女王と王子にサーブすると、私は再び厨房に戻った。

「ほう、これが生春巻きとやらか？」

「はい。私の国の料理ではなく、暑い国で生まれた野菜を沢たく山さん食べられるメニューです。形の違うサラダだとお考えください」

「環は他国の料理まで知っておるのか？」

「というか、我が国の人々は非常に食に関しては積極的でして……他にもさまざまな国のレシピを取り入れて、それを自分達好みの味付けにしていましたね」

　女王とカウンター越ごしに会話を交かわしつつ、私は王宮の食堂からもらってきた硬かたいパンを取り出した。ベトナム風カレーはフランスパンで食べるので、これはその代用だ。やはり私の小さい電子オーブンとは違って、食堂で焼いたそれは大きく香こうばしい小麦の香かおりがする。表面にギザギザの付いたパン切り包丁を当て、まるでノコギリのように前後に動かす。普ふ通つうの包丁と違い、パン切り包丁はこうしないと上手うまく切れないのだ。

「それは、それほど多くの国と交流があったということじゃろう？　羨うらやましいな。他国の文化がそういった形で取り入れられているというのは、平和の証あかしだ」

　意味深長に呟つぶやいた女王に、パンを切り終えた私はちらりと視線を送った。

「本当に、そうですね。確かに仲のいい国も悪い国もありましたが、私達の世代では特に侵しん略りやくしたりされたりということはありませんでした。奪うばい合うよりも、お互たがいから学び合った方が有益ですから」

　本当は地球はそんなに綺麗な世界じゃないけれどと思いつつ、私はそう口にしていた。楽しい昼食の席で、あまり話題を重くする必要はない。

　毒見が済むと、女王は待ちきれないとばかりに生春巻きに口をつけていた。それを横目に、王子も行ぎよう儀ぎよくフォークに手を伸のばす。

　ハイグランディアのマナーというのは、いかに会話を続けつつ優ゆう雅がに食べるかということが大事だそうだ。だから食べ始めても、女王は頻ひん繁ぱんに王子に話しかけたり私に話しかけたりしていた。

「こちらがベトナム風カレーになります」

　日本人には少しくせのあるカレーだが、果たして女王の口には合うだろうか。

　私は誰だれにも悟さとられないように、ちらちらとテーブルの上を窺うかがった。

（王子、さっきから随ずい分ぶんと物静かだけど、生春巻きはお口に合わなかったのかな？）

　生春巻きののっていたお皿は、女王は綺麗に食べているが王子の方は大量に残されたままになっていた。仕方のないこととはいえ、せっかく作った料理を残されるのはやはり悲しい。

「ふむ、美味しそうじゃの。しかし変わった香りじゃな」

「ふふ。どうぞお召めし上がりください」

　二人に向けてにっこり笑うと、私は厨房に戻ってデザートの準備を始めた。

　生春巻きにベトナム風カレー。ここまできたらデザートもベトナム風だ。

　バインフランというのはベトナム風プリンのことで、作り方は普通のプリンとそう変わらないが材料が変わっている。プリンの元となるプリン液に使うのは、卵と練乳と水だけ。これを混ぜ合わせて型に注ぎ、普通のプリンのように蒸むす。あとはベトナムらしくコーヒーを混ぜたカラメルソースを思いきりかけ、上からたっぷりのクラッシュアイスをのせて完成だ。とびきり甘いが、その豊かな風味は一度ハマるとクセになる。

　女王もその味がお気に召したようで、また出してほしいとリクエストして笑え顔がおで去って行った。

　ただ王子はほとんどの料理を残していて、その食べ残しを処分しつつ私はやるせない思いに駆かられた。

（どれもお口に合わなかったのかな。次はちゃんとお好みを伺うかがってから対応しよう）

　反省点を脳内でメモしつつ、私は忙いそがしく午後の準備を始める。

　午前中と違って、午後に店を訪おとずれる客は多い。おそらく、他ほかの客達は女王に遠えん慮りよして彼女の先を越こさないようにしているのだろう。

　毎日一人で接客と調理をこなす私にとって、忙しい時間はこれからなのだ。

　女王が店を後にしたとみるや、競きそうようにやってきたのは貴族の紳しん士し達だった。彼らは新しいものや珍めずらしいものが大好きなので、日替わりのメニューと聞けば毎日でも通ってすべてのメニューを食べつくしたいと思うらしいのだ。おかげで、私の店は開店当初からかなり繁はん盛じようさせてもらっている。

　三時を過ぎてアイドルタイムに入ると、今度は優雅な貴婦人達が店に集まってきた。ドレスで思い思いに着飾った彼女達は、小食だが甘いものが大好きだ。なので三時以降はランチメニューは出さずドリンクとデザートのみのスイーツセットで対応している。今日のデザートはバインフランと、やはりベトナムのデザートでぜんざいに似たチェーのどちらかだ。

　チェーとは本来、イモや穀類あるいは果実を甘く煮にたデザートで、多種多様な組み合わせが存在する。しかしそんなにたくさんは用意できないので、今日は煮た小豆あずきにココナッツミルクをかけたチェーだけだ。見た目も味も、お汁しる粉こによく似ている。

　更さらに時計が五時を指すと、今度は淑しゆく女じよ達が姿を消して訓練を終えた騎き士しと兵士で店はいっぱいになる。白い制服を着た騎士や軍服姿の兵士達は、こぞってお土産みやげ用の焼き菓が子し目当てでやってくるのだ。土産だと言いながら自らの目をキラキラとさせている彼らのために、私は一度に大量に作れるクッキーを毎日用意していた。

　結局客の波が引けたのは、とっぷりと日が暮れてからのことだった。

　私に対する警けい戒かい心しんが薄うすれてきたのか、日々客の数は増える一方だ。

　しかし王宮内の食堂と同じで、料金は受け取っていない。その代わり食材の仕入れは食料庫から必要分を頂いているし、私個人に対する報ほう酬しゆうは女王のポケットマネーから出ている。喩たとえて言うなら私は雇やとわれ店長で、オーナーが女王といった所か。

（一人でもいいから手伝いの人を入れて頂けるよう、陛下にお願いすべきかな？　流石さすがにもう、一人で対応するのはギリギリかも）

　カウンターに座りコーヒーを飲みつつ、私はそんなことを考えていた。

　しかし今が物珍しいだけでその内飽あきられるのではと思うと、気軽に手伝いを頼たのむのもどうかと思うのだ。

　何気なくもう意味のなくなったカレンダーに目を走らせ、もう一度溜ため息いきをついた。

（こっちにきて、もうひと月……。友達とか、どうしてるかな。慣れてきたのは嬉うれしいけど、本当はあまり慣れたくない。できることなら、帰りたいし）

　毎日が必死過ぎて、今まではあまり深く考えないようにしてきたことだ。日本のことを考えると、その度たびに心細さで動けなくなってしまいそうになる。

　でもひと月もたてば嫌いやでも日常に慣れてきて、それと比例するように物思いにふける時間も増えていた。

　客が引けた後こうしてコーヒー片手に溜息をつくのが、既すでに私の日課になりつつある。

　明るい内に店内を賑にぎわせていた人々は、今いま頃ごろどこかの夜会で楽しく盛り上がっていることだろう。

「環、いるのか？」

　カランとドアベルが鳴り、入ってきた人物の声には聞き覚えがあった。

　立ち上がった私は、照明のスイッチを入れる。ペンダントライトに一いつ斉せいに明かりがともった。

「ごめんね、暗くしてて。今、コーヒー淹いれるから」

　この時間になると、ユリウスはほぼ毎日コーヒーを飲みにやってくる。いつもだったら色々と用意して待っておくのだが、今日はどうもぼんやりしている時間が長すぎたらしい。王子に料理を残されたことが、地味に尾おを引いているのかもしれない。

　私が厨ちゆう房ぼうに入ると、ユリウスは慣れた様子でカウンターに座った。カウンターの端はしの席は、ユリウスの指定席だ。

　間近に見るユリウスは相変わらず美しかった。白はく皙せきの美び貌ぼうとは、こういうものを言うのだろう。プラチナブロンドの長い睫まつ毛げが、目元に影かげを落としている。

（これで眉み間けんの皺しわがもう少し浅ければ、もっととっつきやすくなるんだろうけど）

　いつも一人で店を訪れるユリウスに、私はそんな失礼なことを考えていた。

「どうして明かりをつけていなかった？」

　私が保温ポットからコーヒーをカップに注いでいると、向かい合ったユリウスが眉間に皺を寄せて聞いてきた。

　近この衛え隊長という職務上、ちょっとした異変も気になるものらしい。

「ちょっと考えごとしてて、つい忘れちゃって」

「考えごと？」

「うーん、実は店の人手が足りてないから、陛下にお手伝いを入れて頂けるようお願いしようかなって悩なやんでるの」

　確かに先ほどまで思案していた人手不足を打ち明けても、ユリウスの眉間の皺は取れなかった。納なつ得とくできないと、その皺が語っている。

　しかしだからと言って、元の世界に帰りたいだとか、そんな感傷的な相談は彼には出来なかった。

　言ったが最後、私の中で張りつめている何かが切れてしまいそうな、そんな予感がしていた。

（ユリウスに、弱みは見せたくない。この国で一番初めに、私を認めてくれた人だもの）

　私の差し出したコーヒーに、ユリウスは静かに口を付ける。

　ついでに残っていたチェーを出した。ユリウスは意外に甘い物が好きなのだ。

　そして互たがいに何も言わないまま、時が過ぎた。こんなに煌きらびやかな男と二人っきりでいて、肩かたの力を抜ぬいていられるというのも妙みような話だ。そんなことが、妙におかしい。

　しばらくして、ユリウスがおもむろに口を開く。

「──前から聞こうと思っていたのだが」

「うん？」

「この店の名前は、なんというのだ？　入り口の上に書かれている文字が、店名なのだろう？」

「ああ、うん。あれは『cafe sato』って読むの」

「カフェ、サト？」

「うん。カフェは、この世界にあるかどうかは分からないけれど、このお店みたいにお客様にお茶やコーヒーをお出しする店のこと。サトは、私の名前のサトナカから」

「名前？　だったらなぜサトゥナカではなく、サトだけなのだ？」

　カップを片手に、ユリウスは不可解そうな表情を浮うかべた。彼は未いまだにサトナカを上手うまく発音できない。

「うーん。ほんと、それはその通りなんだけど……」

　腕うでを組んだ私は、この店名を付けた時のことを思い出していた。

　本当は、祖母の洋食屋の名前であった『さとなか』をそのまま店名にしようと考えていた。しかし生前私が祖母にそう提案すると、彼女はひどく怒おこった。

『自分の店を持つなら、ちゃんと自分で愛着の持てる名前を付けな』

　病びよう床しようにあっても気き丈じようだった、祖母の声こわ音ねが耳に蘇よみがえる。そしてそれに引きずられるように、この店名を決めた時の自らの想おもいも蘇ってきた。

「『さと』って言葉にはね、私の国では故郷って意味があるの。さとに帰るとか、さと心がつくとか。だから、『cafe sato』も、誰だれかが故郷みたいにくつろげる、そんなお店にしたいって思って……」

　そう言った瞬しゆん間かん、意識せずにぽろりと涙なみだが一ひと粒つぶ零こぼれた。

　さと、故郷。今は遥はるかに遠い場所。帰りたい、でも帰れない。私の中に複雑な想いが充じゆう満まんする。

（ユリウスには弱いところ見せたくないって、思ってたのに……）

　後ろを向いて布きんで慌あわてて目元を拭ぬぐう。見られてはいないと思いたい。しかし取り繕つくろおうにも、涙はしばらく止まりそうになかった。いつまでも、ユリウスの方を見ることができない。

「環」

「ごめん、もう帰って。今から明日の仕込みをしなくちゃいけないから」

「だが……」

「本当にごめん。今日は帰って、お願いだから……」

　ユリウスに背中を向けたまま、私の口から漏もれたのはらしくないか細い声だった。

　しかし弁解しようにも、今は嗚お咽えつを堪こらえるので精せい一いつ杯ぱいだ。

　私の背中に、ユリウスの視線が突つき刺ささる。

「……邪じや魔まをしたな」

　やがて低い声がして、ユリウスは店を出て行く。

　ドアが閉まる音と同時に、私はしゃがみ込んだ。

「うっ……えっ……」

　静まり返った厨房に嗚咽が響ひびく。

　静かすぎる夜だ。

　コーヒーの香かおりだけが、静かな店内に立ち込めている。
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　次の日、私が食料庫に行く前に、店にはクレアがやってきた。

「一体どうしたの？　こんなに朝早く」

　目を丸くする私に、クレアはもじもじとはにかんだ。自信なげにスカートの布を摑つかむその仕草が、庇ひ護ご欲よくを誘さそう。

「環さんの手伝いをするよう、言われてきました」

「えっ、一体誰に？」

「ユリウス様から、直接私の上役の方に指示があったそうです」

　上目遣づかいで私の反応を窺うかがうクレアに、思わずきゅんとする。

　どうも、私の愚ぐ痴ちを聞いたユリウスが、昨日の今日で早さつ速そく手を回してくれたらしい。

（気を遣わせちゃったかな。でも、正直助かる。今日会ったらお礼を言おう。それから昨日のことも謝らなくちゃ）

　ユリウスに感謝しつつ、私は昨日の出来事を後ろめたく思った。その思いを吹ふき飛ばすように、腕まくりをする。

「じゃあ、今日からよろしくね！　クレア」

「はいっ」

　私が鼓こ舞ぶするように言うと、クレアは飛び切りの笑えみを浮かべた。

　初対面の時とはあまりに違ちがう彼女の表情に、私は釣つられて大きく微笑ほほえんだ。




　クレアのために、まず最初にしたのは新しい制服を出すことだ。

　クレアの服は大人用のもので問題なさそうだった。彼女の年ねん齢れいは十四歳だというが、やはりこの世界の人々は成長が早いらしい。これならば最初多めに注文したＳサイズで事足りそうだ。（それにしても、十歳も年下の女の子と同じサイズっていうのは、喜んでいいのか悲しんでいいのか……）

　そんなことを考えていたら、私と同じ恰かつ好こうをしたクレアが私の胸むな元もとをじっと見ていた。

「ん、どうしたの？」

　クレアはしきりに、私の胸元と自分のそれを見比べている。

「制服になにか不具合でもあった？」

「いいえ！　本当になんでもないです！」

　焦あせったように、クレアは急いで後ろを向いてしまった。一体なんだというのか。

　しかしあまりゆっくりしている暇ひまもないので、私は彼女を連れて厨房へと向かった。

　キッチンメイドをしていたというクレアは、食材の種類に詳くわしくナイフ等の扱あつかいも上手かった。私に好意的で素す直なおで吞のみ込みの早い彼女は、カフェの手伝いとしてはうってつけの人材と言えた。

「ここが流しね。この栓せんをひねると水が出るから。使い終わったら栓を閉めるのを忘れないで。こっちの台からは火が出るから、私が頼たのんだ時以外は触さわらないこと」

　厨ちゆう房ぼう内にある設備を簡単に説明するが、クレアは終始ぽかんとしていた。やはり、この世界の厨房とはかなり異なっているらしい。

　とりあえずしばらくはホールで接客をしてもらい、厨房に入ってもらうのは客が掃はけた後、次の日の仕込みと厨房の掃そう除じの時のみということにした。

　しかしそれだけでも、一人で店を回していた私の負担はかなり軽くなる。

　忙いそがしすぎるランチタイムが終わり、焼き菓が子し目当ての騎き士し達も掃けて『cafe sato』は無事店じまいを迎むかえた。クレアを加えた営業日の一日目は、大きな混乱もなく私はほっとしていた。

（やっぱり、一人いてもらえるだけで全然違う。ユリウスには頭が上がらないなあ）

　仕事が上手くいくと、心も自然と上向きになった。

　クレアを使用人用の宿舎へ帰したあと、今日もコーヒーを飲みに来るであろうユリウスを待つ。

　クレアが手伝いに来てくれるよう手を回してくれたユリウスのために、その日は秘蔵のお酒も開けるつもりだった。

　しかし日が暮れていくら待っても、ユリウスは来なかった。

　結局それから一週間、私がユリウスの姿を目にすることはなかった。
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　春を喜ぶ王宮にやってきたのは、私と同じ黒い目と黒い髪かみを持つ異界人だった。

『異界からの客人』というのは、私達が暮らす世界と異なる世界からやってくる人々のことをいう。彼らは一様に黒い髪と目をしていて、こちらの言葉を喋しやべれない。だから私が生まれる前に死んでしまったという祖父も、こちらにきて大変な苦労をしたそうだ。

　城に新しい異界からの客人が現れたと聞いて、私が感じたのは喜びとも恐きよう怖ふともつかない複雑な感情だった。祖父と同郷の人物に興味は勿もち論ろんあったが、その人物の行動によっては自分までなにか被ひ害がいを受けるかもしれない。

　周囲と比べて成長が遅おそく、そして明らかに違う髪色を持つ私は、ただでさえメイドの中で浮いていた。

　だからこれ以上ひどいことにはなりませんようにと、心秘ひそかに祈いのっていた。

　その日メイド仲間によって食料庫に閉じ込められていた私は、日の光の下で初めてその人を見て、とても驚おどろいた。

　まずはその服装。女性はスカートをはくのが当たり前というこの世界で、男性のような恰好をする彼女は明らかに異い端たんだった。でもきびきびと動く彼女には、それが不思議と良く似合っていた。

　大だい嫌きらいだった自分と同じ重くて暗い黒も、彼女の顔立ちにはしっくりと馴な染じんでいる。小こ柄がらで華きや奢しやでとても大人には見えないのに、声や仕草にはしっかりとした落ち着きがあり、好感が持てた。

　私が彼女の頼みに思わず頷うなずいていたのは、そんな彼女のことをもっと知りたいと思ったからかもしれない。




　女王陛下の庭園で開店した『cafe sato』は、毎日昼過ぎになるとひどく混こみ合っていた。

　環さんは毎日、午前中は私と食料庫に籠こもって食材についての勉強に励はげみ、昼を過ぎると一人で店を切り回している。

　女性はあくまで男性を補ほ佐さすることしかできないと思われているこの世界で、彼女の勤勉さは男性を凌しのぐものがあった。

　勿論、それを面おも白しろくないと思う人達も少なからずいた。

「女のくせに」とか、「どうせ今だけだ」という言葉を、私は厨房で何度も聞いた。「ひどい恰好だ」「女を捨てている」とも。

　でも環さんは、そんな外野の言葉なんて気にしなかった。

　ただ懸けん命めいに、店に来るお客さんに美味おいしいものを食べさせたいと言っていた。

　ジェロウムさんが取り仕切る今の厨房では、そんなことを言う人は一人もいない。

　いかに手て抜ぬきをするか。いかに他人に仕事を押し付けるか。

　皆みんな、そんなことばかりを考えている。

　いつしか私も、窮きゆう屈くつな厨房を抜け出して彼女のお店で働きたいと思うようになっていた。

　彼女の作る、不思議な料理が知りたい。その見たこともないような調理法を知りたい。私も料理で、誰だれかを喜ばせることが出来たなら。

　だから、顔の青ざめた上役からそう命じられた時。私は上役にばれないように小さく喜びを嚙かみ締しめていた。
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「大だい丈じよう夫ぶですか？　顔色がよくないみたいですけど……」

　朝一番、心配そうなクレアにそう指し摘てきされ、私は反省した。

（やっぱり、顔に出ちゃってるか。昨日はあんまり眠ねむれなかったし）

　大丈夫だと笑いつつ、私はクレアに気付かれないよう秘かな溜ため息いきをついた。

　ユリウスの前で感情を高ぶらせ、追い返すような形になってしまったあの日以来、ユリウスの来訪は絶えていた。あんなに毎日コーヒーを飲みにやってきていたのが、今では噓うそのようだ。

　ユリウスが来なくなって初めて、私は自分がユリウスの存在にどれだけ慰なぐさめられていたかを知った。

　誰も知る人のいない世界で、彼は気難しい顔で毎日コーヒーを飲みに来ていただけだ。何か特別な話をしていたわけではない。その証しよう拠こに、私は未いまだにユリウスの近この衛え隊長というのがどういう身分で、日中は何をしているのかすら知らない。

　それでも、毎日同じ顔を見ているという事実にいつの間にか安心感を覚えていた。堅かた苦くるしいユリウスとの喧けん嘩かのようなやり取りも、今になってみれば自分は楽しんでいたと分かる。

　だからこそ、それが無くなった今が無む性しように寂さびしかった。自分が悪かったと思う分だけ余計に、今は夜が長く感じられるのだ。




　その日も、『cafe sato』は相変わらずの盛せい況きようだった。

　昼過ぎには近衛騎士の訓練を見に来たという令れい嬢じよう達で、席が埋うまってしまった。なんでも、今日は外部の人間に公開される特別な訓練があったらしい。

　どうりで、ここ数日訪おとずれる騎士や兵士達は皆疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたはずだ。

「今日のユリウス様も本当に素す敵てきでしたわ。隊を指揮する凜り々りしいお姿に、わたくし眩暈めまいがしてしまいました」

　厨房にいながら、私は耳に入ってきたユリウスの名前にピクリと反応した。

「本当に。白金の髪が隊長服によく映はえて。どうしてもあの方にばかり目が行ってしまうのよね。お父様にはちゃんと婚こん約やく者を見ているようにと言われているのですけれど、わたくし困ってしまって」

「あらあら、貴方あなたの婚約者も苦労するわね。まあ、ユリウス様が罪深いというのは、同意ですけれど」

　今日のデザートであるレトン（イチゴ）のシフォンケーキに舌した鼓つづみを打ちつつ、令嬢達は楽しげにユリウスの話題を口にしている。

　お客様の話を盗ぬすみ聞きするなんてもっての外だと思いつつ、私はどうしても作業に集中することが出来なかった。

「ユリウス様は見目だけでなく、剣けん技ぎも本当に素晴らしいのね。話には聞いていましたけれど、実際に目にして驚きましたわ」

「それはそうよ。あの方、公こう爵しやく家嫡ちやく子しとはいえ初めは近衛隊に入隊すら断られていたのを、あの剣の腕うでで隊長にまで上り詰つめられたのですもの」

（え？）

　思わず、私の手が止まる。

（入隊すら断られていたって、どういうこと？）

　彼がこの国の貴族である公爵家嫡子ということも初めて知ったが、それよりも気になるのはセリフの後半部分だった。

　城にひと月以上滞たい在ざいしてみて、私は近衛隊がどういう組織であるか、多少の見当がつきはじめていた。

　以前ユリウスは、近衛隊には騎き士し団の中でも家いえ柄がら、容姿が優すぐれた者が選ばれると言っていた。

　つまりその隊長であるユリウスは、家柄容姿ともに優れているということになる。

　容姿はまあ分かるし、家柄も貴族の中で最高位である公爵家ならば、隊長になるのは自然な流れに思える。

　しかしその認にん識しきと、令嬢の先ほどの言葉は矛む盾じゆんする。

「城下でも、ユリウス様の立身出世物語は大層人気だそうよ。なんでも、ユリウス様をモデルにした劇の興行もあるんですって！」

「あら素敵。今度観みに行ってみようかしら」

「苦難に打ち勝ち、女王陛下の寵ちよう愛あいを手に入れるも、結ばれなかった悲劇の次期公爵。実はわたくし、その興行を観てきましたのよ。演出は素晴らしかったですけれど、やはり役者よりも本物の方が素敵でしたわ」

「あらあら、比べてしまっては可哀かわいそうよ」

　彼女達の会話が盛り上がる分だけ、私の手の動きはどんどん精せい彩さいを欠いていった。

（悲劇？　寵愛？　どういうこと？　だって陛下にはコンラッド公がいらっしゃるし、アルヴィン王子だって……）

「本当はユリウス様が陛下とご結婚なさるはずだったのに、魔ま力りよくがないからとその候補から外されてしまったのでしょう？　でもそれなら家格の別なく、わたくしにもチャンスがあるということですわ」

「ちょっと、貴方言い過ぎよ」

「そうよそうよ。それに、抜け駆がけは許しませんことよ」

　耳に障さわる令嬢の衝しよう撃げき的な発言を、他ほかの令嬢達がたしなめる。しかしそれは下世話な発言に対してというより、いわゆる恋こいの鞘さや当あてというやつに見えた。

（本当は、ユリウスが陛下と？　それに、魔力がないってどういうこと？）

　私は動どう揺ようを抑おさえきれなかった。

　以前、城に勤める者は魔力が絶対必要だと、私も魔力の有う無むを調べられた時に聞いたことがあった。私自身は魔法が使えなくてもカフェの設備があるので苦労はしていないが、城内には魔力を必要とする品が多く、魔力のない人間には、逆に不便なのだという。

　それは近衛隊でも同じことで、魔法で戦うこの国の騎士団には、何人もの強い魔力持ちがいるのだそうだ。

　なのに、近衛隊長であるユリウスが魔力がないなどということが、本当にあるのだろうか。私は俄にわかに信じることができなかった。

　しかし不意に、ある出来事を思い出す。それは二人で最初に食料庫を訪れた時のことだ。

　鍵かぎを使って食料庫の中に入った私達は、真っ暗な場所でクレアに出会い驚おどろかされた。そして後からクレアの持ってきた魔力で灯るカンテラで、やっと食料庫の中を見て回ることが出来たのだ。

（あの時、最初からユリウスがカンテラを持ってきてくれればよかったのにと思ったけれど、そうじゃなかったの？　ユリウスは自分では使えないと分かっていたから、カンテラを持ってこなかったの？）

　信じたくはないのに、一度考え始めると今度はそうとしか思えなくなった。

　今まで、自分は何も知らずにユリウスに好き勝手言ってきた。その中には、もしかしたら彼を傷つける言葉もあったかもしれない。

　そう思うと、どんどん血の気が引くのを感じた。

（私、気付かない内にいつの間にかユリウスを傷つけていた？　それがいやで、ユリウスは来なくなったの？　それとも、簡単に男の前で泣くような女だって軽けい蔑べつした？）

　今考えてみれば、ユリウスは過か剰じようなほどに自分の職務に忠実だった。それも魔力がないという自分の欠点を補うための行動だったとすれば、納なつ得とくがいく。

　自分に厳しく、そして他人にも厳しいユリウスのことだ。ホームシックで気弱になった私を見て、呆あきれたという可能性だってある。

　力が抜ぬけて、今にも膝ひざを突つきそうになるのを、なんとか堪たえた。

　今は仕事中なのだ。報ほう酬しゆうを受け取っている以上、店を開けている間は他のことにかまけてはいられない。

「いらっしゃいませ」

　その時、カランカランとドアベルが鳴り、クレアが客を出で迎むかえる声がした。どうやら新しい客が来たらしい。

　気持ちを切り替かえようと、私は大きく息を吐はいた。

　今は、作業に集中しなければ。

　気合いを入れ直し、新しい客の人数を確認しようと私はカウンターの外を窺うかがった。

　するとそこには、白い制服を砂で汚よごした、幾いく人にんかの騎士が立っている。

　彼らは気が荒あれているようで、案内するために駆かけ寄ったクレアに舌打ちをした。

「異界からの客人に黒くろ髪かみの小間使いか。まったく忌いま忌ましい！　ぼやぼやしてないで早く席を用意しろ」

「酒だ。この店は見たこともない珍めずらしい料理を食わせると聞いた。ならば珍しい酒も当然置いてあるだろうなぁ」

　彼らは服の襟えりを緩ゆるめ、頰ほおを赤くし手には酒さか瓶びんを持っていた。かなりたちの悪い客のようだ。

　接客を代わろうと、私は慌あわててカウンターの外に出る。

「ご令れい嬢じよう達を外に出して差し上げて。騒さわぎにならないようにそっとね」

　クレアに素す早ばやく耳打ちし、私は騎士達の前に立った。

「へえ、あんたが異界からの客人か」

「ちっせえなあ。ただのガキじゃないか。それにしては立派なものをお持ちだが」

　一人がそう言って自分の胸を揉もむジェスチャーをすると、騎士達はゲラゲラと笑いだした。私は恥はずかしさと悔くやしさで怒ど鳴なり散らしてしまいそうになるが、相手はお客様だと必死で堪える。

　彼らは一度もこの店に来たことがないらしく、まるで泥どろでも投げつけるように私や店についての悪口を口にした。

　見えないところでぎゅっと掌てのひらを握にぎりしめ、彼らの悪意を笑え顔がおで受け流す。

　お酒を出す店ならば、どこへ行ってもたちの悪い客というのはいるものだ。そして接客業というのは、そんな客にも差別なく心地ここちよい居場所を提供する仕事である。

「ようこそいらっしゃいました。現在の時刻ですとメニューはデザートのみとなりますが、それでもよろしいでしょうか？」

「なんだと!?　女子供じゃないんだ。そんなものが食えるか！」

「ふざけやがって！」

　怒鳴られながら、私は必死で恐きよう怖ふ心と戦っていた。

　視界の端はしに、クレアが令嬢達を誘ゆう導どうしているのが見える。彼女らは怯おびえ、その顔は先ほどまでと違ちがって青ざめていた。彼女達が店から出る時間を稼かせぐため、更さらに言葉を重ねる。

「本日のデザートはレトンのシフォンケーキになります。よく混ぜ合わせた卵らん白ぱくで膨ふくらませたケーキで、軽い食感が特とく徴ちようです。生き地じによく熟したレトンの実を混ぜてあるので、甘くて美味おいしいですよ」

　素知らぬ顔でシフォンケーキの説明をする私を、彼らは訝いぶかしげな顔で凝ぎよう視ししていた。

　騎き士し達の背中を、ふんわりと広がったスカートを押さえて少女達が歩いて行く。彼女らは皆みんな一様に怯えた様子で、それを見た私は胸が痛んだ。

（なにか問題が起こる前に、令嬢達には早く店を出てもらわなくちゃ。席を追い立てるようになったのは申し訳ないけれど、彼女達の安全には代えられないし）

「では、こちらへどうぞ。ただ今お酒をお持ちいたしますので」

　令嬢と騎士達の距きよ離りを少しでも離はなそうと、私は彼らを奥まったソファ席に案内した。

　しかし男達の内の一人が、そんな私の頑がん張ばりを無む駄だにする。男は突とつ然ぜん、令嬢の最さい後こう尾びを歩いていた少女の腕うでを摑つかんだ。

「ひっ」

「酒には女が必要だ」

　彼は騎士達の中でも特に顔を赤く染め、ひどく酔よっている様子だった。

　一いつ緒しよにいた男達も、その狼ろう藉ぜきにぎょっとしている。彼らは総じて貴族であるので、少女の親と問題を起こしたくないのだろう。

「お前、やめろよ」

　側そばにいた騎士が肩かたに手を置いてたしなめるが、男は乱暴にその手を振ふり払はらった。

「うるさい。お前達だってムカついてるだろ？　隊長にばかり媚こびを売るこの売女ばいたどもが！」

　手を摑まれ、汚きたない言葉を投げつけられた少女は目め尻じりに涙なみだを浮うかべていた。その顔色は完全に血の気が引き、体は可哀かわいそうなほどに震ふるえている。

　ドアの向こうにいる令嬢達が、恐おそれをなして逃にげていくのが見えた。

　友人達が去って行ったことで、残された少女は更に恐怖を深めていた。

「演習の最中にキャーキャー言いやがって。あんな魔力なしのどこがいいんだ！」

　彼はどうやら、近この衛え隊長であるユリウスに敵意を持っているようだった。それが酒の力でよくない方向に働いて、関係のない令嬢に詰つめ寄っている。

　他ほかの騎士達は困ったことになったと顔を見合わせるばかりで、止める気はないようだ。

　それどころか、面おも白しろそうににやにやと成り行きを見守っている者までいる。

　私は自分に活を入れると、彼らをかき分け男と令嬢の間に飛び出した。

　突然の闖ちん入にゆう者に驚き、男は思わず令嬢の手を離す。

　ぺたりとその場に座り込んでしまった少女に、クレアがすぐさま飛んできて付き添そう。そのまま、彼女達は素早く店の外に出た。

「なにをする、女！」

　間近で叫さけばれ、耳が痛む。しかし一歩も引かず、私は毅き然ぜんと言い放った。

「お客様。大変申し訳ありませんが、他のお客様のご迷めい惑わくになるような行動はお控ひかえください」

　彼らは日本人よりも体格が大きく、小こ柄がらな私と比べれば大人と子供のようだ。体が震えそうになるのを必死で堪えた。

（だめ。少しでも怖こわがったそぶりをしたら、相手を興奮させるだけだ。酔っ払いには毅然と。でも神経を逆なでしないように）

　以前アルバイトをしたことのある居酒屋での教訓を実じつ践せんしながら、私は他の騎士仲間の方向を手で示した。

「お客様も、あちらのお席にどうぞ。ただ今、珍しいお酒をお持ちしますので──っ！」

　しかしその手を乱暴に摑まれてたじろぐ。

「よくもやってくれたな！」

「も、申し訳ございません」

　反射的に謝罪するが、男は手に一層力を込めるばかりで離そうとしない。

「痛っ」

「陛下に気に入られたからと、調子に乗っているのか？　魔ま法ほうも使えない異界人が！　お前も隊長も忌ま忌ましいばかりだ。魔力もないくせにでかい顔しやがって」

　男の鬼き気き迫せまる顔に、私は口の中で悲鳴を押し殺した。

　しかし今にも千切れそうなほど強く手首を握られ、見るとうっ血でひどい色になっている。

（こんなやつに負けて、泣きたくない。私のことも、ユリウスのことだってこの人は何も分かってないのに！）

　目尻に浮かんだ涙を、私は乱暴に拭ぬぐった。

　その拍ひよう子しに帽ぼう子しが落ち、きつく結んでいた髪かみがぱっと広がる。

「離して！」

「なんだ、よく見りゃ可愛かわいい顔してるじゃないか。胸も立派だし、一晩ぐらい相手してやってもいいんだぜ？」

「余計なお世話よ！」

　酒臭くさい息を吹ふきかけられ、鳥とり肌はだが立った。男から逃のがれようと懸けん命めいに踏ふん張るが、結局足が浮くほどに手を引っ張られ、痛みに呻うめく。

「やめろ！」

　その時、思ってもみない方向から助けが現れた。一いつ瞬しゆん、私にも何が起こったのか分からなかった。

　突然腕を引く力が消え、反動で尻しり餅もちをついた。痛みに眉まゆをひそめつつ見上げれば、そこにはここしばらく見ていなかったユリウスの姿があった。

「どうして……？」

　先ほどまで私の腕を摑んでいた男が、今はユリウスによって腕を捻ねじりあげられている。店内には痛みにうろたえた男の呻きが響ひびいた。ざわざわと、一緒にやってきた男達がざわめく。

「これが、誇ほこり高き近衛隊の行いとは。嘆なげかわしい」

　ユリウスが吐はき捨てるように言った。それが余計に、男のプライドを刺し激げきしたようだ。

「はは、笑わせるな。そもそも、その誇り高い近衛の中に、魔力がない人間が交ざっていることの方が間ま違ちがいなんだよ。女王を誑たらし込んで人事を思うままにするクズが。早く帰って女王の靴くつでも舐なめるがいい」

「おい、お前」

「言い過ぎだぞ……」

　あまりにも過激な言葉に、むしろ他の騎士達が青くなる。黙だまって成り行きを見守っていた彼らも、まさか男がここまでの行動に出るとは予想外だったらしい。いくら私が貴族達の人間関係にうといとはいえ、貴族の中でも最高位である公こう爵しやく家の人間を、ここまで愚ぐ弄ろうして無事でいられるとは思えなかった。

「お前達」

　ユリウスが、ソファ席で動けなくなっていた騎士達を睨にらみつける。

「勤務時間中に、それも城の敷しき地ち内で飲酒か。その上での私し闘とう騒さわぎを起こしておいて、ただで済むとは思っていないだろうな？」

　低く押し殺された声こわ音ねは、聞く者を総じて畏い縮しゆくさせた。それを向けられたわけではない私すら、思わず鳥肌が立ってしまったほどだ。

「今のはこいつが勝手に」

「そうです。私達はこいつを止めようと……」

　騎士達は必死に取り繕つくろうが、その時店内に息を切らしたクレアが飛び込んでくる。

「う、噓うそですユリウス様。この方達は環さんにひどい言葉を」

「クレア……」

　いつもは大人しいクレアの必死な表情に、私は呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　息を切らした彼女を見て、私ははっとなった。おそらく、彼女がユリウスを呼んできてくれたのだろう。でなければ、こんなにタイミングよくユリウスが現れるはずがない。ただのメイドである彼女が、貴族であるユリウスに声をかけるのは大変な勇気がいっただろう。そう思うと胸が熱くなった。

「居合わせたご令れい嬢じよう方も、お前達の狼藉を証言してくださるそうだ。お前達のお父上方にも、今日のことは私から直々に報告させてもらう」

「そ、そんな！　いくらなんでもこれしきのことで」

「私達はただ、異界人の料理を食べに来ただけですっ」

　ユリウスに取り押さえられた男以外は、すっかり酔いが醒さめたようで必死の弁明を始める。

「だまれ！」

　ユリウスの怒ど気きに、彼らは静まり返った。

「貴様らも誇り高き近衛隊の一員ならば、まずは己おのれの所業を恥はじ、友人を止めなかった自らの不明を恥じろ。言い訳は地ち下か牢ろうでゆっくりと聞く。ヒューゴ、連れて行け」

　気付けば、店内にはもう一人白い制服を纏まとった巨きよ漢かんの姿があった。相変わらず十代とはとても信じられないような迫はく力りよくで、すっかり意気消しよう沈ちんした騎士達を連れて行く。

「あ……」

　私は彼らを呼び止めるため立ち上がろうとしたが、腰こしが抜ぬけたのか立ち上がることが出来なかった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　そんな私の様子に気付いたユリウスから、そっと手を差し伸のべられる。ためらいつつ、私はその手を両手で摑んだ。

「ユリウス、彼らを許してあげて。別に大したことないよ。お店だって無事だから……」

　私の懇こん願がんに、ユリウスは驚おどろいた顔をした。

（確かに嫌いやな思いはしたけど……彼らが罰ばつせられたら、その上司であるユリウスにまで累るいが及およぶんじゃないの？）

　危機が去って安あん堵どした私が、真っ先に思い至ったのはそのことだった。

　もし今回のことでユリウスにまで迷惑が及ぶのなら、今日のことはなかったことにした方がいいのではないかと、私はそう考えたのだ。

　ユリウスはしばらく驚いた表情のままだった。

　しかし私の指の震ふるえが伝わったのか、ユリウスの表情はより厳しく鋭するどいものになる。

「ヒューゴ、そいつらを連れて、先に行っていてくれ」

　こくりと、不ぶ愛あい想そうな少年が頷うなずいた。店の外には、他ほかにも白い制服の騎き士し達が集まっているようだ。彼らは青ざめた男達を連れて、店から去っていく。

「環さん！」

　クレアが駆かけ寄ってきた。

　ユリウスの手を離はなし、抱だき着いてくる小さな温ぬくもりを私は抱きしめ返した。

「ありがとうクレア。本当にありがとうね」

「クレア、といったか？」

　ユリウスに名前を呼ばれ、クレアがびくりと反応する。

「すまないが、環と二人にしてもらえるか？　明日は店も休んで、明後日あさつてから再開した方がいい。私から女王陛下にもお伝えしておく」

　クレアに向かいながらも私にも聞こえるように、ユリウスは言った。

　クレアはどうすべきか迷ったようだが、貴族であるユリウスの言葉に逆らえるはずはなく私を気にしつつも店から出て行く。

　クレアが出て行くと、しんと店内が静まり返った。

　騒ぎの間にすっかり日が暮れたらしく、店の中は歩くのにも苦労するほど暗かった。ユリウスがいつの間にか電気のつけ方を覚えたらしく、スイッチを入れる。明かりがともり、私の視界にはいつも通りの『cafe sato』が戻もどってきた。

「立てるか？」

　もう一度手を差し出され、今度は大人しくその手を借りて立ち上がる。そしてユリウスに誘ゆう導どうされるまま、ふかふかとしたソファに腰を下ろした。

　私が座ったのを確かく認にんすると、先ほどまでの近さが噓のようにユリウスが離れていった。頼たよりになる存在が側そばから消えたことに、知らず心細さを感じる。

「ねえユリウス、本当に私は平気だから」

「たとえお前が平気だと言っても、彼らが隊規に違い反はんしたのは事実だ。彼らを見み逃のがせば、被ひ害がい者しやがなくとも隊の秩ちつ序じよが乱れる」

　相変わらず硬かたい喋しやべり方をするユリウスだが、いつもとは違ちがい私の目を見ようとしない。やはり先日の件が尾おを引いているのかと悲しくなった。

「でも、近この衛え隊の隊長はユリウスなんでしょ？　ユリウスの責任問題になったりしたら……」

　私が喉のどにつかえていた心配を口にすると、ユリウスがはっとしたようにこちらを見た。青灰の瞳ひとみに光が当たり、透すき通る不思議な色しき彩さいが現れる。

「余計な心配をしている場合か。お前は自分の心配をしていればいいんだ！」

「そんな言い方っ……だって本当のことじゃない！　ユリウスは自分で努力して、折せつ角かく今の地位を手に入れたんでしょ!?　なのにこんなつまらないことで、私だって足を引っ張りたくない！」

　恐きよう怖ふがやっと去ったことで、興奮した私の口からは余計な言葉が山ほど飛び出した。

「つまらないこと、だと？」

　私を見下ろすユリウスの目に、剣けん吞のんな光が浮うかぶ。

「だってそうでしょ!?　私はこの店のオーナーだもの。酔よっぱらった客なんか大したことない。本当だったら、なんだって一人で処理できなきゃいけないんだから！　それを今いま更さら変に女扱あつかいしないで」

　言ってしまってから、私は激しい後こう悔かいに襲おそわれた。

（折角助けてもらったのに、なんてこと……。ありがとうって、本当はそう言おうと……っ）

　その時、ソファを激しい衝しよう撃げきが襲った。一いつ瞬しゆん、私は何が起こったのか理解できなかった。大きな影かげが私に覆おおいかぶさっている。そしてユリウスの綺き麗れいな顔が、すぐ近くにあった。

「なっ」

「本当に？」

　攻こう撃げき的な、そしてやけに暗い目を、ユリウスが私に向ける。

「女扱いがいや？　ならどうしてまだ指が震えているんだ？」

　気付けば、私の手はユリウスの大きな手に搦からめとられていた。その長い脚あしが私の足の間に割り込む。それだけで、私の動きは容易たやすく封ふうじられてしまった。常にない彼の様子に息を吞のむ。同時に、胸がバクバクと音を立てた。
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「へ、平気だったら……」

「まだ言うのか！」

　至近距きよ離りで怒ど鳴なられ、驚きに私は肩かたをすくめた。

　お互たがいに黙だまり込み、二人の間に気まずい沈ちん黙もくが降りる。押し殺したどちらかの息だけが、静かな店内に響ひびいた。

　沈黙を破ったのは、ユリウスの方だ。

「お前が強がるのは勝手だが……例えば私を呼びに来たあの娘むすめ、彼女はどうだ？」

「え？」

　思ってもみなかったことを言われ、私はユリウスの顔を見上げた。

「あの娘は私に対して不敬罪になるのを覚かく悟ごで、お前を心配して助けを求めたんだぞ？　その気持ちまで、お前は無視するのか？」

　不敬罪という重い響きに、私は石を吞んだような気持ちになった。そして、さっきの発言はそんなクレアの気持ちすら踏ふみにじるものだったのだと気が付いた。

「そんな……」

　何と言っていいのか、分からなかった。この世界に来てからは、負けるものかと強がってばかりいた私だ。今更頼れと言われたって、心は拒きよ否ひ反応を示している。

（それに、私を情けないと思ったから、ユリウスは店に来なくなったんでしょ？　私が弱い、女だから）

　そう思うと、涙なみだが出そうだった。もう二度と、彼の前では泣くまいと思っていたのに。

　せめて潤うるんだ目から涙が零こぼれないように、瞬まばたきを必死で堪こらえる。そんな私の様子に気付いたのか、はっとしたようにユリウスが体を離した。

「す、すまない！」

　慌あわてて背中を向けた彼に、私はほっと安堵した。ユリウスが背中を向けている内に、私も慌てて涙を拭ぬぐう。

「い、今のはその、深い意味はなくてだな！　いや、意味はあるといえばあるのだが、お前の反省を促うながすために必要にかられてというか……」

　先ほどまでの攻撃性が噓うそのように、振ふり返ったユリウスは真っ赤になっていた。

　そんな彼の様子に、私はすっかり安心できたのだった。

　ようやく肩の力が抜ぬけた私は、気まずい空気を払ふつ拭しよくしようと立ち上がり、厨ちゆう房ぼうへと向かった。

「……コーヒー淹いれるから、飲んでいって。えっと、久しぶりだし」

　動どう揺ようしながらも、手がいつもの動作を覚えていた。ケトルで沸わかしたお湯をフラスコに注ぎ、ヒーターで更に水を煮に立たたせる。一度ヒーターを止めたらフィルターをあてたロートに粉を入れてセット。そして再びヒーターをつけると、お湯がフラスコからロートの中にまで上じよう昇しようしていく。

　その間にユリウスは動揺し疲つかれたようで、しばらくするとソファで大人しくなった。

　ロートの中のコーヒーを十分にほぐしたら、あとはヒーターを止めてコーヒーがフラスコに濾ろ過かされてくるのを待つ。ほとんど黒のような焦こげ茶の液体が、さらさらとフラスコの中に溜たまった。

　気分を上向かせるため、私は大事に仕し舞まっておいたカップを出してきてコーヒーを注いだ。

　ビング オー グレンダールの、ハートモチーフがあしらわれたコーディアルシリーズだ。中でも四年間だけ生産されていた、ターコイズカラー。アンティークも扱うセレクトショップで一目ぼれし、学生時代にバイト代をはたいて買った二客きりのカップだ。

　私がコーヒーを運んでくるまで、ユリウスはずっと黙り込んだままだった。もしや気分を害してしまったのだろうかと心配になる。

「どうぞ。さっきは、ごめんなさい。助けに来てくれて、本当は嬉うれしかった」

　ユリウスの向かいに腰こしかけると、今度こそ感謝をこめてそう言った。

　もう自分はユリウスの行動に怯おびえても気にしてもいないという、それは精せい一いつ杯ぱいの強がりでもあったが。

「いいや、近衛の人間が迷めい惑わくを掛かけて、すまなかったな」

　ユリウスの謝罪に、私は慌てて胸の前で手を振った。

「顔を上げて。こっちこそ、上手うまく対処できなくてごめん！」

　否定した後は、後悔が襲ってきた。やっぱり店主として、もっといい対処方法があったのではないか。ユリウスに迷惑を掛けない方法があったのではないかと、どうしても考えてしまう。

　祖母が洋食屋をやっていた頃ころは、居酒屋と勘かん違ちがいしてやってきた酔すい客きやくでも祖母が上手くあしらっていたものだった。それを見て育った私にとって、今回の顚てん末まつは自分の未熟さも同時に思い知らされる結果となった。

「いや、環の機転のおかげで令れい嬢じよう方は全員怪け我がもしなくて済んだ。もし彼女らの手に一筋の傷でもついていたら、ことは更にややこしくなっていただろう。環には感謝している。しかし──」

「しかし？」

「ああいう時は、一人で解決しようとはせずすぐに助けを呼べ。何のために城に騎き士しが常じよう駐ちゆうしていると思っている。そして何のための近この衛えだ。お前は自分がどれほど危険なまねをしたか分かっているのか？」

「危険なまねって、私は別に何も」

「ほう、酔った男の前に立ちはだかるのが危険なまねではないと？」

（うそ！　一体いつから見てたの？）

　知られてはいないと思っていたことを指し摘てきされ、私は思わず言葉に詰つまった。

「逃にげてきた令嬢が言っていたぞ。勇ゆう敢かんな店員のおかげで、ことなきを得たとな」

（う、お嬢様め余計な事を……）

　私は口には出さずに呻うめく。よりにもよってこの注意大好き男に、自分の無む茶ちやな行動を知られてしまうとは。

「だ、だってか弱い女の子が捕つかまってるのに、責任者である私が黙って見てるわけにはいかないでしょう？　ここは私の店なんだから、何か起こったら私がすべての責任を負わなきゃいけないの」

「責任感が強いのは立派だが、自分に出来る事と出来ない事の区別はつけろと言っているんだ！　そうでなくても、お前は一人で何でも背負い込んでしまうのにっ」

　言ってすぐ、しまったというようにユリウスの顔が硬こう直ちよくした。つられて、私の体も硬直する。

（今のは──なに？　まさか心配してくれたの？　この堅かた物ぶつが？）

　ごほんと、ユリウスが気まずそうに咳せき払ばらいをした。

「とにかく、今回の件はこれで終わりだ。それより、環には話しておかなければならないことがある」

「話しておかなければならないこと？」

「ああ……聞いたのだろう？　私の魔ま力りよくのことを」

　疲れたようなユリウスの顔と言葉にはっとなった。先ほど私が考えなしに投げつけた言葉のせいで、彼は私がそれを知ったことを悟さとったらしい。

「確かに、私には魔力がない。そして恥はずかしい話だが、近衛隊も決して一枚岩ではないのだ。魔力のない私に反感を持つ隊員は、少なからずいる。そしてその中に、私と環の関係を邪じや推すいした馬ば鹿か者がいたらしいのだ。それを知ってしばらくここにくるのは控ひかえていたのだが……どうやら無む駄だだったようだな」

「私との仲って……」

　予想もしていなかった内容に、私は啞あ然ぜんとした。そして急激に顔が熱くなる。

　さっきの今では、それは容易たやすく流すことのできない話だった。

（ユリウスと私が？　まさか！）

　ずっとアルバイトに精を出す人生を送ってきたせいで恋れん愛あいに奥手な私にとって、ユリウスの発言は完全に許容範はん囲いを超こえていた。

「そ、そんな勘違いするなんて何考えてるんだろうね！　いい迷惑だよー」

　私はあはははと笑い飛ばした。先んじて自分から否定しておくのは、ユリウスの口から否定の言葉を聞きたくないからだ。

「……そうだな」

　ユリウスは一いつ瞬しゆん目を伏ふせて、困ったように笑った。

「だが、その事実がないとはいえ環には十分警けい戒かいしておいてもらいたい。私の事情で大変申し訳ないが、これからもこういう事態は十分に考えられる」

「十分にって、またユリウスに反感を抱いだいている人が店に来るかもしれないってこと？」

「そうだ。情けない話だが……」

　そう言うと、ユリウスはしばらく考えるように言葉を切った。そして彼が語り始めたのは、ハイグランディアに生きる彼自身の物語だった。

「我が国ハイグランディアでは、魔力を持つ者と持たない者がちょうど半分ずつの割合で生まれる。魔力を持つ者は重宝され、持たない者は持つ者の助けを借りて生きている」

　それが今の話になんの関係があるのかと思ったが、ユリウスの深刻な表情に私は黙だまって耳を傾かたむけた。

「そして本来、城に勤める者はすべて魔力持ちでなければならない。理由は分かるか？」

「確か、魔力が必要な道具が城内に沢たく山さんあるからでしょ？　だから一部の貴族を除いて使用人からなにからすべて、城にいる人は全員が魔力持ちだって聞いたけど」

「そうだ。この城では、魔力を持たなければ明かりをつけることも扉とびらを動かすこともできない。よって魔力を持たない私は、人に扉を開けさせ部下に明かりをつけるよう命じなければならないというわけだ。そんな男の下につきたくないと思う者がいても、仕方のないことだな」

　ユリウスが皮肉げな笑えみを浮うかべる。

「そんな！」

「……私が生まれる前、今は亡なき前国王陛下と私の父の間には、密約があったそうだ。それは公こう爵しやく家と王家の繫つながりをより強固なものにするため、時の公爵──つまり私と女王陛下を娶めあわせる、という計画だった。しかし、生まれてきた子供には魔力がなかった。流石さすがに王配が魔力を持たないのは他国に示しがつかないと、公爵家側では急きゆう遽きよ公爵の弟に当たるコンラッド叔父おじ上うえが選ばれたというわけだ。それでも、私はまだいい方だな。魔力がないことを理由に、養子に出されずに済んだのだから」

　ユリウスの発言は、暗にその可能性もあったという事実を示していた。

　魔法のない世界で生まれ育った私には想像もつかない。でも自分の意志と関かかわりなく運命が決まってしまうというのは、きっとひどく悔くやしいに違ちがいない。

「だが、私は諦あきらめも悪かった。魔力こそなかったが、それでも何かできるはずだと剣けんの道を究きわめ、結果として近衛隊長という栄えい誉よまで拝することが出来たのだ。すべては、陛下のご厚こう情じようだ。私はそれを裏切らぬよう、一層身を律して忠義を尽つくさねば」

　ユリウスの話す内容は確かに立派なのに、私にはその張った肩かた肘ひじがどこか痛ましく感じられた。

（志も行いも立派だけど、きっと上手い息の抜ぬきどころが分からないんじゃないかな）

　年下でもいつも威い圧あつ感かんを感じさせるユリウスが、今はどこか疲つかれて見える。

「でも、確かにユリウスを起用したのは陛下だけれど、それを周りに認めさせたのはユリウス自身の頑がん張ばりでしょ？」

　黙っていた私が突とつ然ぜん質問をぶつけてきたので、ユリウスは呆あつ気けにとられたようだった。

「突然なにを」

「私は、魔力なんて持ってないし魔法についても詳くわしく分からないけど、それがなくちゃ、この世界では凄すごく不利だってことは分かるよ。でもそれを跳はね返して、ユリウスは今の地位を勝ち取ったわけでしょ？　だったらもっと自分を誇ほこりなよ。正々堂々自じ慢まんすればいいじゃない！」

　早口にまくし立てながら、私自身も自分が何を言いたいか分からずもどかしさを覚えた。

（励はげましたいのに、今まで口くち喧げん嘩かばっかしてたからどう言っていいか分かんないよ）

「私から見たら、ユリウスは身長も高いし綺き麗れいな髪かみの色と目の色だし、凄いイケメンだし、仕事もできるし、口うるさいけどなんだかんだと面めん倒どう見みがいいし、私のことよく思ってなかったのにちゃんと正々堂々毒入れてないって宣言してくれたし、えっと、つまりそのなんていうか──」

　矢や継つぎ早に言うだけ言って言い淀よどんだ私を、ユリウスが凝ぎよう視ししていた。

　居い心地ごこちの悪くなった私が、すっかり温ぬるくなったコーヒーを呷あおる。

　冷めたコーヒーを一気に飲み終えてカップを置くと、未いまだにこちらを凝視しているユリウスと目が合った。

「な、何よ？」

「つっ」

　ユリウスがうつむく。気分を害したのかと、私は不安になった。

「はっ！　はっはっはっは！　はっはっはっは」

　しかし、次にユリウスが見せたのは満面の笑みだった。どころか、大口を開けて聞いたことがないような笑い声まで上げている。

「な、なんなの！　せっかく人がよかれと思って」

「いっ、いやすまな……っは！　ははっ」

　赤面する私に、ユリウスは謝ろうとして再び噴ふき出していた。

　羞しゆう恥ち心しんが限界に達した私は、エプロンを握にぎりぶるぶると震ふるえる。勿もち論ろん、先ほどの恐きよう怖ふに対する震えとは全く意味の違うそれだ。

「もう、勝手にして！　私は寝ねるから。カップは自分で洗っておいてよね」

　麗うるわしの次期公爵様に食器洗いを命じると、肩を怒いからした私は大きく足を踏ふみ鳴らしながら二階へと向かう。

「待てっ、くくっ、はっはっは」

　まだ笑いが止まらない様子の近この衛え隊長は、結局怒りを煽あおっただけで私を呼び止めることはできなかった。
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　翌々日、一日の休業を経へて再開した『cafe sato』を、予想もしない事態が襲おそった。

「どうしてお客さんが、一人もこないの？」

　昼の開店時間を過ぎても一席も埋うまらない店内に、私は呆ぼう然ぜんとする羽目になったのだった。
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「なにか、城内で特別なイベントでもあるのかな？」

　いつもの様に昼食を摂とった女王を見送った後、閑かん古こ鳥どりの鳴く店内で私はクレアに尋たずねた。

　しかし彼女は、困こん惑わくしたように首を傾かしげるだけだった。

　今まで特別な宣伝などしなくても物もの珍めずらしさで自然と客が集まってきただけに、全く客席が埋まらないという事実に私は狼ろう狽ばいしていた。

（一日休業したから？　それとも騎き士し達が騒さわぎを起こしたことと、なにか関係があるんだろうか？）

　次の日も、更さらに次の日も、客の来ない日は続いた。

　私は仕込みの量を減らしたが、結局減らした料理すら、食べる人がなく無む駄だにする羽目になってしまった。

（こういう時、どうしたらいいの？）

　数々のアルバイトの経験は、こういう時には役に立たなかった。客の増減に対応するのは各店てん舗ぽの責任者だけだ。つくづく自分は経営者としては半人前なのだと思い知らされる。こういう場合どういう対策が有効なのか、見当もつかないのだから。

　日本で買い集めたカフェ経営についての本を読み返してみるが、それらには異世界での客引きに有効な方法など書かれているはずもない。

　昼食を摂りに来る女王と、日が暮れる頃ころに再びコーヒーを飲みに来るようになったユリウス以外、『cafe sato』の客は完全にいなくなってしまった。

（どんなに頑張って食材を勉強したって、頭をひねってレシピを考えたって、肝かん心じんのお客様が来てくれなきゃ……とにかく、今のままじゃだめだ！　状じよう況きようを打破するなら、私から動かなきゃ！）

　そう決意すると、私はカフェの外に露ろ店てんを出すことにした。

　腰こしの高さのテーブルを外に出し、テーブルクロスを広げて売るのはその場で作るドリンクとクッキーなどの保存のきく焼き菓が子しだ。

　そして準備したそれらの前で、庭園を通る人がある度たびに声をかけた。

「いらっしゃいませー！　美味おいしいお菓子はいかがですか？　珍しい飲み物もありますよー」

　アルバイトで、様々な飲食店での勤務経験がある私は、呼び込みだってお手の物である。

　そうして以前の客だった騎士や兵士、或あるいは通り過ぎる貴族達に呼び込みをかけてみるが、彼らは一様に私の顔を見るとぎょっとして、露店に近寄ろうともせず足早に去っていくのだった。

　いくら呼び込みをしても、商品はちっとも減らない。

（全然だめだ……でも一日じゃすぐに効果はでないよね）

　自分にそう言い聞かせ、それから何日も店の前で呼び込みに立った。クレアも、不安そうに私の様子を窺うかがっている。

　逃にげるように通り過ぎる人々に、私は自作のお菓子の美味しさをアピールし続けた。

　数日すると声が嗄しわがれ、呼び込みを行うのが辛つらくなったが、それでも諦あきらめなかった。

　クレアが自分が代わるからと言ってくれたが、引っ込み思案なクレアに呼び込みをさせるのは可哀かわいそうだと、私は彼女に数日の休きゆう暇かを申し渡わたした。

「仕事ができたら、すぐに呼ぶからね。悪いんだけど、それまでは元の職場のお手伝いをしておいてもらえる？」

　そう言うと、クレアは見るからにしょんぼりした様子で店から去っていった。

　立ち去るその小さな背中を見ながら、私は自分の不ふ甲が斐いなさに負けそうになった。




「すこし日に焼けたか？　それに声が嗄れているが」

　毎日コーヒーを飲みに来るユリウスだが、昼間は近衛隊長として忙いそがしい彼は『cafe sato』の現状を知らない。

　しかし騎士達が騒ぎを起こして以来客足が途と絶だえていると言えば、ユリウスが責任を感じるかもしれない。あまり頼たより過ぎてはいけないという思い以上に、ユリウスを悩なやませると思うと私はとても相談などできなかった。

「ちょっと疲つかれが出たみたい。私疲れると最初に喉のどにくるから。でも喉にいい特製ドリンクがあるから大だい丈じよう夫ぶ」

　コーヒーを飲むユリウスに合わせて私が飲んでいたのは、抗こう菌きん効果のあるタイムの入ったハーブティーだ。

「飲んでみる？」

　何気なくカップを差し出すと、目を丸くしたユリウスは次の瞬しゆん間かん怒いかりはじめた。

「若い女性がふしだらな！　もっと慎つつしみを持て！」

　眉まゆを吊つり上げたユリウスに、私は驚おどろいてしまった。そして、どうやらこの世界で男女間の回し飲みは好ましくないらしいと知る。

「え？　えっと、ごめんなさい」

　私はすぐにカップを引っ込めた。所変われば常識が変わるのは当然なので、こういった時にはすぐ引き下がることにしていた。

（知らなかった。この世界では回し飲みって女の人はやっちゃいけないんだ。迂う闊かつなことはしないようにしなきゃ）

　私はといえば、学生時代運動部に所属していたので回し飲みには抵てい抗こうがないタイプだ。先ほどの行動はほぼ無意識だったので、また意識せずに同じ間ま違ちがいを繰くり返さないよう頭の中にしっかりとメモする。

　ユリウスは素す直なおに引き下がった私に、まだ何か言いたそうな顔をしていた。

「なに？」

「なんでもない！」

　しかしいくら促うながしてもその一点張りで、結局ユリウスは帰るまでずっと、ぎこちなさを残したままだった。

　ユリウスが帰る頃になると、日はとっぷりと暮れている。

　彼が去った後、私は仕込みを始めた。材料は絞しぼっているので、これだけならばクレアの助けを借りなくても私一人で処理できる。

（明日も、お客様はこないかもしれないけど）

　私が厨ちゆう房ぼうでサクサクと野菜を切っていると、カランカランとドアベルが鳴った。

　ユリウスが忘れ物をして戻もどってきたのかと思いホールに出ると、そこには騎士達と居合わせた数人の令れい嬢じよう達が立っていた。

「え……あ、いらっしゃいませ！」

　既すでに閉店時間は過ぎていたが、久しぶりの客の姿に私は浮うき足立った。

「どうぞ、こちらへ」

　ホールの電気をつけて彼女達に駆かけ寄るが、そこで私は異状に気付いた。

　それは、彼女達が険しい顔をしていることである。全員が一様に眉を吊り上げこちらを睨にらみつけていた。

「あの……なにか？」

　突とつ然ぜん向けられた悪意に狼狽し、私は思わず足を止めてそう口にしていた。

「なにかじゃないわよ、まったく。異界人がよくも虚こ仮けにしてくれたわね」

「そうよ、わたくし達を危険な目に遭あわせたくせに！」

「お父様に言って、あなたなんて城から追い出してやるんだから」

　彼女達を久しぶりのお客様だと思ってはずんでいた心が、一気にしぼむ。

（どうして彼女達はこんなに怒おこっているの？）

　彼女達が怒りの矛ほこ先さきを自分に向けているなんて、思ってもいなかった。

「も、申し訳ございません……私の管理が行き届かず」

　混乱しながらも、とにかく必死で頭を下げる。

　どれだけ理り不ふ尽じんな出来事でも、相手がお客様ならこちらは誠意と謝罪を尽つくすしかない。

「管理なんて、問題じゃないわ！」

「そうよそうよ」

「あなた、一体どういうおつもりなの？　自分が何をしているか、分かっていらっしゃるの？」

「え、何を、ですか？　ええと、お嬢様方に迷めい惑わくをお掛かけしたことは深く反省して……」

「そんなこと言わせたいんじゃないわ！」

「あなた、なんにも分かってないのね」

　自分より年若いであろう少女達に糾きゆう弾だんされ、私は途方に暮れる。

　どんなに謝罪を重ねても、彼女達の怒りは冷めないようだ。どころか、私が何か言う度にヒートアップしているような気すらする。

　そしてその理由を、私はすぐに知ることになった。

「異界からの客人がユリウス様をたぶらかそうだなんて、身の程ほど知らずにもほどがあるのよ！」

「え？」

「ユリウス・グレイ様は、公こう爵しやく家の嫡ちやく子しであらせられる方よ。本当なら、あなたが気軽に近づけるお方じゃないんだから！」

　一瞬、私は彼女達が何を言っているのか理解できなかった。

　呆ぼう然ぜんとして言葉を失っていると、令嬢達が畳たたみかけてくる。

「あなた、鏡も見たことがないの？　そんな不ふ吉きつな黒い髪かみで、ユリウス様の前に立てるだけでも凄すごい勇気だわ」

「忌いま忌ましい。早く城から出てってよ！」

　半月前は、笑え顔がおでデザートを食べていたはずの彼女達が、今は口々に私の悪口を言う。

（この子達が言っているのは、結局ユリウスに近づくなってこと？　でもどうして、今いま更さらそんなこと）

「料理を使って国を乗っ取ろうなんて、信じられない」

（え？）

「陛下もユリウス様も、この女の料理に騙だまされているのだわ！　お可哀かわいそう」

　興がのってきたのか好き勝手言う彼女達の言葉に、私は愕がく然ぜんとした。

「そんな！　私は決してそのような──」

「うるさい！　あなたの出す料理は人を操あやつる魔ま力りよくがあると、もっぱらの噂うわさよ。もう誰だれも気味悪がってこんな店には近づかないわ」

「ホント。例の騎き士し達も、もしかしたらこの人に操られたのではなくて？　だって誇ほこり高き我が国の騎士があのようなことをするなんて、とても信じられないもの」

「本当に？　なんて卑ひ怯きようなの。料理で人を操ろうだなんて」

　彼女達はどんどん話を展開させてしまう。根も葉もない噂や推測に過ぎないと分かっていても、それらの言葉は私にいちいち細かい傷をつけた。

（操るもなにも、あの騎士達は私の料理なんて一口も食べてなかった。ただお店にきただけで、どうして操れるっていうの？　私には魔力なんてばかばかしいもの、これっぽっちもないのに）

　身を挺ていして庇かばった彼女達に糾弾され、自分の中にあった気力が根こそぎ奪うばい取られるのを感じた。

（今まで精せい一いつ杯ぱいやってきたのに、まさかそんな噂を立てられていたなんて……）

　この数日、店の前で呼び込みをする私に向けられた視線を思い出す。

　冷たい目をした者。逃にげるように足早に去っていく者。黙だまれと言われたことも、一度や二度ではない。

　それでもめげずにやってこれたのは、変わらずに接してくれるユリウスや女王の存在があったからだ。

「ユリウス様なんて、あなたと会っているせいで非難されて、お可哀そうよ」

「そうよ。あなたに操られているからと、ユリウス様と距きよ離りを置く貴族だって少なくないのよ」

　思わぬ事実を告げられ、私はまたも愕然とした。

（私のせいで、ユリウスが？）

　冷や汗あせがどっと出てきて、どくんどくんと動どう悸きが痛いほどだ。

　度たび重かさなる衝しよう撃げきに、もう立っていることすら辛つらくなっていた。

　いくら謝罪を尽くそうと、言葉の通じない少女達。根も葉もない噂を立てられていたという事実。そして恩人であるユリウスにさえ、知らないところで迷惑を掛かけていた自分。

（なんで、こんなところに来ちゃったの？）

　打ちのめされた私は、咄とつ嗟さにそんなことを考えた。

　夢であるカフェのオープンを間近に控ひかえて、理由も分からず現実から切り離はなされ店ごと見知らぬ世界に放ほうり込まれた。

　親しい人々と別れ、命の危機に晒さらされ、それでも今までなんとかやってこられたのは、私の料理を喜んでくれる人がいたからだ。

　しかし今、自分はそんな人達の名前にすら泥どろを塗ぬる存在だと突つきつけられ、膝ひざが折れてしまいそうになる。

（私だって、こんなところには来たくなかった！）

　今まで、絶対に考えまいと思っていた結論に辿たどり着く。それほどまでに、私は打ちのめされていた。

「──分かりました」

　突然低くなった私の声に、令嬢達はびくついた。

「なによ」

「なにが分かったっていうの？」

　令嬢達は毛を逆立てる猫ねこのように、険しい視線を私に向けている。

「陛下にお願いして、私は城から出て行きます。今までお嬢様方をご不快にさせて、大変申し訳ございませんでした」

　喉のどの奥から絞しぼり出した声で、どうにかそう言うことが出来た。

　命を懸かけて守った店だが、これ以上城に残って女王に──ユリウスに迷惑を掛け続けるなんて耐たえられなかった。ほとんど衝動のような決断だったが、一度決めてしまえばもう選せん択たく肢しはそれしかないように思われた。

　頭を決してあげない私を、気味悪がって令れい嬢じよう達が店を出て行く。

　しばらくして、もう一度ドアベルがカランと鳴った。

「まだなにか！──っ」

　令嬢達が戻もどってきたのかと思い振ふり向くと、そこには帰ったはずのユリウスが立っていた。

　私の剣けん幕まくに驚おどろいたように、その場に立ち尽くしている。

「あ、ごめん。なにか忘れ物？」

　張りつめた空気を誤ご魔ま化かすように、私は硬かたい笑えみを作った。しかしそれすらもユリウスは奇き妙みように思ったようで、近づいてくるその顔には困惑が張り付いている。

「いや、喉に効く薬を持ってきたのだが……何かあったのか？」

　そう言ってユリウスが差し出したのは、精せい緻ちな細工の施ほどこされた丸い小物入れだった。銀色の表面に彫ほり込まれているのは、愛らしい蔓つるバラ模様だ。

「可愛かわいい……」

　私はいっとき、先ほどまで激しく波立っていた感情を忘れた。ケースに触ふれると、ひんやりとしたその質感が毛け羽ば立った心を癒いやしてくれる。ケースの中には、オレンジ色のつやつやとした飴あめが入っていた。

「ありがとう、こんな……」

「大したことではない。それより、私がいない間に何かあったのか？」

　尋たずねられ、私は逡しゆん巡じゆんした。

　さっきの娘こ達の話をしたら、生き真ま面じ目めなユリウスのことだからなにかしてくれようとするだろう。でもそれでは、彼にもっとひどい噂が立てられるかもしれない。

「ううん。なんでもない。ちょっと疲つかれてるのかも」

　そう言って誤魔化そうとした私だったが、ユリウスは騙されなかった。

「さっき、『まだなにか』と言ったな？　誰かここに来ていたのか？」

　噓うそを許さないユリウスの強い視線が突き刺ささる。

「誰も来たりしてないよ。ほんと、疲れただけだから」

　そう言って暗に帰るようにユリウスに背を向けたのだが、力強い手でガシリと肩かたを摑つかまれた。

「待て。城内で不ふ審しんな事態があったのならば、近この衛え隊長として見み逃のがせない。何かあってからでは」

「そんな、ほんとに何もないんだったら」

「何かあったのなら、正直に言うんだ」

「何もないったら。放っておいてよ！」

　ユリウスの手から逃れようともがくうち、私の中には先ほどまで感じていた苛いら立だちが蘇よみがえってきていた。覚えのないことで、年とし端はもいかない少女達に頭を下げた屈くつ辱じよく。そして何も上手うまくいかないやるせなさ。

　思わず、ユリウスの手を振り払はらってしまう。

　その直後に、はっとして自らの手を見つめた。

「ご、ごめん私……」

「落ち着け！　何かあったら私に言えと言っただろう」

　今度は手首を摑まれ、私は反射的にユリウスを見上げた。

　美しいが厳いかめしい彼の顔には、うっすらと焦あせりのようなものが浮うかんでいる。

　不器用だが、私を気き遣づかってくれているのが分かるその表情を見た瞬しゆん間かん、先ほどの令嬢の言葉が脳のう裏りを過よぎった。

（ユリウスは私と親しいせいで変な噂を立てられてるって、さっきの娘達が言ってた……）

　確かに、見上げた顔は厳格な近衛隊長らしからぬ顔だ。私と関かかわっても彼には何一ついいことがないのにと、ひどく申し訳なくなった。

（ユリウスは優やさしい。……でもだからこそ、彼は私なんかのために悪い噂を立てられていい人じゃない）

「放っておいて！　もう、私に関わらないでよっ」

　私は咄嗟に語気を強めた。そうして再び握にぎられた手を振り払う。

（もう、彼の手をわずらわせないようにしよう。甘えるのはやめにして）

　ほんの短い時間だったが、私はユリウスと縁えんを切る決意をした。そして、先ほど令嬢達と約束したように、やはりこの城を出て行こうと。

　そのためには、今はユリウスの優しさを振り払わなければならない。それもできるだけひどい方法で──ユリウスが後になって、罪悪感など抱いだいてしまわないように。

「ユリウスなんて……嫌きらい！　顔も見たくない。この間騎き士し達が嫌いやがらせにきたのも、私がユリウスと親しくしてるせいなんでしょ？」

　意を決して睨にらみつければ、ユリウスは驚いたように目を見開いていた。

　その顔が無表情に戻る前の一瞬、眉まゆが悲しそうにひそめられたのを、私は見逃さなかった。

　ユリウスのためにはこの方がいいと思うのに、もう片方の手のひんやりとした缶かんの感かん触しよくが、罪悪感をより大きくさせる。

　二人の間に重い沈ちん黙もくが横たわる。後こう悔かいの炎ほのおが、じりじりと私の良心を舐なめた。

（あんなによくしてもらったのに、最低だ。私）

　貰もらった飴の缶を握りしめて、私は息を殺した。そんな私を見かねたように、ユリウスがようやく口を開いた。

「……もう、環には関わらないようにする。本当にすまなかった」

　そう言って、ユリウスは去って行った。

　私は彼を呼び止めることもできず、ただただ自己嫌けん悪おで床ゆかに崩くずれ落ちた。
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　翌日、寝ね不ぶ足そく気味で女王を迎むかえると、彼女の護衛は珍めずらしくユリウスではなかった。

（避さけられてる？）

　一瞬そんな思いが過るが、ユリウスはそんなことで職務を放ほう棄きするような人ではない。しかし昨日の決意を女王に伝えるには、チャンスだ。

（城を出るなんて言ったら、またユリウスは怒おこるだろうな。昨日のことで、見捨てられちゃったかもしれないけど……）

　迷いを振り切るように、私は決意を女王に打ち明けた。

「陛下。私、城を出ようと思うんです」

　特製のドライカレーに舌した鼓つづみを打っていた女王は、きょとんとした顔で私を見上げた。赤い目に見つめられ、動どう揺ようする。

「ふうむ……それは熟じゆく慮りよの上での結論なのか？」

「はい」

　そう答えると、女王は難しい顔でスプーンを置いた。

「そうか。理由はなんじゃ？　待たい遇ぐうに不満があるなら申してみよ」

「不満なんて。陛下には、本当に良くしていただいています」

「ならば、別に出て行く必要などないじゃろ？」

「でも……私が城にいては、陛下のご迷めい惑わくになります」

「迷惑？　迷惑どころか、わらわの食生活は環のおかげでとても豊かになったぞ」

「違ちがうんです。そういうことではなくて……」

　女王にどう説明すればいいか分からず、私は言い淀よどんだ。まさか本人に、悪い噂うわさが立っているとは言いづらい。

　しかしそんな私の考えなど見み透すかしたように、女王は悪戯いたずらっぽく笑った。

「なにか、つまらん雑音でも耳に入ったか？」

「つっ」

　図星を言い当てられ、私は動揺した。

　しかしそれとは相反するように、女王の顔には澄すました笑みがのっている。

「心配せずとも、そんなものでわらわの治世は揺ゆるがぬ」

「つまらないだなんて」

「王宮など、常に誰だれかを追い落として自らがいい汁しるを吸いたい者どもの集まりじゃ。人の足を引っ張るためなら、くだらん戯たわ言ごとなどいくらでも吹ふい聴ちようするじゃろう。それにいちいち耳を貸していたら、時がいくらあっても足りん」

　溜ため息いきをついて、女王がお気に入りのレモネードに手を伸のばした。

「でも、陛下だけじゃなくユリウスまで！　私には耐たえられないんです。ユリウスはちゃんと努力しているのに、私なんかのせいで悪く言われて」

　思わず心情を吐と露ろする私を、興味深そうに女王は見ていた。

「ふうむ。確かにあやつも、恨うらみを買いやすい性格じゃからなあ」

「ユリウスはいい人です！　不器用ですけど、まっすぐで誠実で……」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶじゃ分かっておる。あれはわらわにとっても得え難がたい家臣じゃ。今いま更さら他人の噂など信じん。しかし、あやつは自分のために環が城を去ると知ったら、それこそ怒るのではないか？」

「……彼には言わないでください」

　女王の指し摘てきに、そう懇こん願がんしてうつむく。

（きっとユリウスは、私がそんな理由で城を出たと知ったら気にするだろう。彼はそういう人だ。女王陛下だって、身元も定さだかじゃない私を引き留めてくださる。本当に、なんでこんな素す晴ばらしい人達が、私のせいで悪く言われなくちゃならないの？）

　理り不ふ尽じんだという思いが喉のど元もとまで込み上げてきて、私は涙なみだぐんだ。

「環。王宮では、誹ひ謗ぼう中傷を受けるなど誰もが通る道じゃ。地位の低い者がいきなり取り立てられれば、誰であろうと必ずこういう目に遭あう」

　ゆったりと語りかけるような女王の言葉は、胸に染しみ入る音楽のようだった。

「中には、それで駄だ目めになる者もいる。志半ばで王宮を去る者も少なくない」

「はい」

「だからこそ、環には気持ちを強く持ってもらいたい。元はわらわが命じたことじゃが、この城での生活は、環にとって辛つらいことばかりじゃったか？」

　そう尋たずねられ、私はこれまでの日々を思い返した。

　突とつ然ぜん連れてこられた世界は、最初は言葉も通じない恐きよう怖ふの世界だった。私は向けられる敵意に怯おびえ、そして命の危機に立ち向かわなければならなかった。

　しかしその後のカフェを営む毎日は、忙いそがしいけれど充じゆう実じつした日々だったと思い出す。クレアという可愛かわいい従業員も得ることができた。日本の食材に似たものや、見たこともない新たな食材を使ってレシピを考えるのは、楽しかった。そして何より、それを食べた人達が美味おいしいと言ってくれることが、私にとっての喜びに変わった。

「そんなことは、ないです。楽しいことも、嬉うれしいこともちゃんとありました」

　その答えに、女王は満足そうな笑えみを浮かべた。

「そうか。ならばそれでよい。他人の言葉で自分の可能性を狭せばめるのは馬ば鹿かげておる。わらわは環に、そんな決断はしてほしゅうない」

「陛下……」

「あー、ごほん。それはそれとして」

「え？」

「実はそなたに頼みがある。おい、人ひと払ばらいを」

　突然の申し出に、今度は私がきょとんとする番だった。

　女王の命令を受け、今まで事の成り行きを見守っていた侍じ従じゆう達は速すみやかに店を出て行く。

「環、これからわらわが言うことは、決して他ほかの者に喋しやべってはならぬぞ」

「は、はい」

「ユリウスにもじゃ。聞かれても、知らぬと答えよ」

「はい」

　あまりの念の入れように、返事をしながら不安になった。

（そんなに大変な頼みなの？　私にちゃんとできるのかな……）

「頼みというのはな」

　そう切り出したきり、女王は言いづらそうにしている。一体どういう種類の頼みなのか、私の緊きん張ちようは更に高まった。

「頼みと、いうのは？」

　思わず先を促うながすと、女王が観念したように口を開いた。

「──そなたの料理は、その、他人を誘ゆう惑わくしたりは、できんのじゃろうか？」

　先ほどまでの余よ裕ゆうと威い厳げんに溢あふれた女王の姿はそこにはなく、頰ほおを赤らめた彼女は、ただの可か憐れんな女性に見えた。

　そのギャップに驚おどろきながらも、頼みの内容を理解した私は驚きとやるせなさを嚙かみ殺す。

（誘惑ってまさか……）

「その……陛下。その頼みというのは、私の料理が陛下やユリウスを操あやつっているという噂を、お聞きになった上でのことですか？」

　失礼かと思いつつも、気付けばそう口にしていた。

（料理で人を操ったりなんて出来ないのに、やっぱり陛下はあの噂を信じているの？）

　私の悲しい表情を読んだのか、女王が慌あわてて否定する。

「いや！　決してあのような噂信じてはおらん」

「ではどうして、私に誘惑をしろだなんて」

「それは、その……」

　噂に関しては毅き然ぜんと否定した女王だったが、誘惑に関しては少女のようにうろたえ言葉を失なくしてしまう。

「その私に誘惑してほしいお相手というのは、一体どなたなのですか？」

「あ、いや違っ……正しくは環に誘惑してほしいのではなく、わらわが誘惑したいのじゃが」

　遠まわしな言い方では無理だと悟さとったのだろう。肩かたを落とした女王は、ためらいがちに申し出の理由を語りだした。

「わらわが結けつ婚こんしておることは、聞き及およんでおるじゃろ？」

「はい、お相手はコンラッド公ですよね？」

　私は脳のう裏りに以前目にした美中年の姿を思い描えがいた。

「そうじゃ。彼は現グレイ公こう爵しやくの弟で、若い頃ころから力の強い魔ま力りよく持ちとして王宮に仕えておった」

「なら、お二人は古くからのお知り合いなんですか？」

「ああ。彼はわらわの──初はつ恋こいの君なのじゃ」

　想像もしていなかった告白に、私は目を丸くする。女王は頰を真っ赤に染めていた。その初うい々ういしい様子に、思わず口元が緩ゆるんでしまう。

「でしたら、初恋の方とそのまま結婚なさったんですね！　素す敵てきです」

　私は先ほどまで抱かかえ込んでいた懊おう悩のうも忘れ、恥はじらう女王に微笑ほほえみかけた。

（あれ？　でもそういえば──最初の婚約者候補はユリウスだったんだよね？）

　半月前、デザートを食べに訪おとずれた令れい嬢じよう達が確かにそんな噂うわさ話ばなしをしていたことを思い出し、私は首を傾かしげた。

「この結婚は、わらわが当時ご存命であったお父様にお願いして、無理に結んだものなのじゃ。コンラッドは本来の婚約者であるユリウスとその父である兄に気き兼がねして、最後の最後まで応と言わなんだ」

　先ほどまでの可憐な様相とは違ちがい、女王の顔は悲しみで歪ゆがんでいた。

「きっと、他に愛した女でもいたのじゃろう。十も年の離はなれたわらわなど、愛せなかったのかもしれん。じゃから……」

（どういうこと？　コンラッド公には結婚前に他に恋人がいたってこと？　でも以前お見かけした時には、むしろ誰だれより陛下を気にかけているように感じたけど……）

　女王に寄り添そうコンラッド公は、少し女王よりも年長だとはいえ私にはお似合いの二人に見えた。

「コンラッド公は、陛下をきちんと愛していらっしゃるようにお見受けしますけど」

「そんなことはない！」

「でも……」

　一応否定するが、本人に断言されてはそれ以上どうしようもない。困惑していると、薄うすく涙を浮うかべた女王が私を見上げた。たてがみのような赤い巻き毛さえ、心なしかしぼんでしまっているように感じる。

「本当に愛しておるならば、無理にでもわらわを求めてくれるじゃろ？　でもアルヴィンの妊にん娠しんが分かって以来、コンラッドは我が閨けい房ぼうを訪れなんだ」

　悲しげにうつむいた女王は儚はかなげだった。同時に、明け透すけな相談に恥ずかしくなる。

「陛下……」

「じゃからそなたには、コンラッドをもう一度振ふり向かせる料理を作ってもらいたい。並なみ大たい抵ていの魔法はあやつには効かん。じゃから、環の他に頼たよる相手はおらんのじゃ。そうじゃ、わらわの願いを叶かなえてくれたら、そなたには宮きゆう廷てい料理人の称しよう号ごうと、一代貴族の身分を授さずけるぞ！」

（陛下はお可哀かわいそうだけれど、そんなこと本当にできるの？　それに称号や身分を頂いても、それがどれだけ凄すごいものなのか私には分からないし）

「頼む！　環」

　最後まで逡しゆん巡じゆんしていた私だったが、拝み倒たおさんばかりの女王に結局は折れた。

「私に出来るかどうかは分かりませんが……」

　そう口にした次の瞬しゆん間かん、言げん質ちは取ったとばかりに女王が満面の笑みを浮かべた。

（もしかして、のせられた？）

　こうして魔法も使えない私が、コンラッド公をその気にさせる料理を作る羽目になったのだった。
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　女王を送り出した後、私はユリウスを探して店を出た。

　昨日彼に言ってしまった言葉を、謝るために。

　女王陛下は、他人の評判などくだらないと言った。そして私に気持ちを強く持ってほしいとも。

　この世界にも信じてくれる人がいるのだと知って、私はとても嬉うれしかった。自分はまだここにいてもいいのだと、必要としてくれる人がいるのだと、素直に納なつ得とくすることができた。

　そうして冷静になってみれば、昨日の自分はどうかしていたのだと分かる。

　助けたつもりでいた少女達に非難され、投げやりになっていたのだ。そしてユリウスのために城を出るという、自己犠ぎ牲せいに浸ひたっていた。

　昨日ユリウスに投げつけてしまった言葉が蘇よみがえり、ひどい後こう悔かいを感じる。

　ユリウスは折せつ角かく私を気き遣づかって飴あめを持ってきてくれたというのに、あれでは八つ当たりをしたようなものだ。

　とにかく一刻も早く謝りたくて、私は城の敷しき地ちを探し歩いていた。

　城内を自由に歩き回る許可は貰もらっていても、普ふ段だん出歩いているのは庭園の中だけだ。私の行動範はん囲いはかなり限られていて、店と食料庫以外の場所には案内なしで行ったことすらない。

　そしてユリウスがどこにいるのかと、気軽に聞ける相手もいない。

（失敗した。さっき女王陛下に聞いておくんだった）

　お城の敷地は広大だ。しかもいくつもの離り宮きゆうが回かい廊ろうで繫つながり、土と地ち勘かんのない人間にはまるで迷めい路ろのように映る。

　カフェの制服姿の私を、貴族や見回りの騎き士し達は忌いまわしそうに見ていた。

　それでも、私はユリウスを探して歩き続けた。

　昨日のセリフのせいで、ユリウスはもう『cafe sato』には来てくれないかもしれない。だから彼に謝るには、こちらから訪ねていくしかない。むしろそうしなければいけないと、思っていた。

　そんな時だ。私は遠くに、見覚えのある白い制服を見つけた。建物と建物を繫ぐ回廊を歩いているのは一人きり。遠目にもひと際きわ目立つ巨きよ漢かんは、まだ十五歳の近この衛え騎士だった。

「ヒューゴ！」

　初対面では私の家に木き槌づちを振り上げていた彼だが、今はただ真ま面じ目めで物静かな少年という印象だ。先日も確か、私の店に来た乱暴な騎士達を捕とらえるために、彼が来てくれていたように思う。

　自分を呼び止めたのが私だと知ると、ヒューゴは少しだけ驚いた様子だった。今まで面と向かって言葉を交かわしたことは一度もないので、当然かもしれない。

　彼の目の前に立つと、やはり十五歳というのが信じられないほど立派な体格をしていた。

「この間は、どうもありがとう」

　ユリウスの居場所を尋たずねる前に、私は先日のお礼を口にした。

　立ち止まったヒューゴは、困ったような顔をする。まるで何のことだか分からないというような。

「私のお店に来た人達を、捕つかまえに来てくれたでしょ？　おかげで誰も怪け我がしなくて済んだし、本当にありがとう」

「いえ……あれはユリウス隊長が」

　ヒューゴは戸と惑まどった様子でそう呟つぶやいた。その様子は、大人びた外見に反して本当にただの少年のものだった。

「ううん。ヒューゴにもお世話になったから、お礼を言いたくて。そういえば怪我とかしなかった？」

「はい。彼らは既すでに大人しくなっていましたから」

「そう、よかった」

　私は安あん堵どの溜ため息いきをついた。いくら彼の外見が屈くつ強きようだとはいえ、十五歳の少年に怪我をさせては大変だ。

　こういう状じよう況きように慣れていないのか、ヒューゴは黄味がかった緑色の目をきょときょととさまよわせた。初対面の時は恐おそろしいだけだったが、今はとても恐ろしいとは思えない。

「あれは任務でしたので、お気になさらず。あの、御ご用ようはそれだけですか？」

　そう尋ねられ、頭をかく。彼も忙いそがしいのだから、あまり引き留めるのも悪い。

「あ、ごめんね少し聞きたいことがあって……。あの、ユリウスが今どこにいるか、知ってるかな？」

　そう尋ねると、彼はしばらく無言で考えるそぶりを見せた。しかし必死に視線で訴うつたえる私に根負けしたのか、観念したように歩き出したのだった。




　ヒューゴが私を案内してくれたのは、以前連れて行かれた昼ちゆう餐さん室にほど近い建物だった。木を鉄で縁ふちどった頑がん丈じような扉とびらを、ヒューゴは片手で開いてしまう。恐る恐る、私は彼の後に続いた。

　そこには白い制服姿の騎士が大勢いて、私のことをじろじろと見てくる。

　先日の出来事を思い出して足がすくむが、せっかくヒューゴが案内してくれたのだからと気合いを入れた。

　ところが不思議なことに、その視線には全く悪意を感じない。

（悪意っていうよりむしろ、小さな子供を見るような──）

　慣れない視線が逆にいたたまれず、私はヒューゴの後ろに隠かくれこそこそと先に進んだ。

　そして階段をのぼり、ヒューゴが立ち止まったのは二振りの剣けんが彫ほり込まれた立派な扉の前だった。

　ヒューゴが扉をノックすると、中からは声が聞こえた。しかしその声はくぐもっていて、ユリウスの声かどうかは判断がつかない。

　ヒューゴが扉を開けたので、私も恐る恐る彼の背中についていく。

「何かあったか？」

　ヒューゴの向こうからは、確かにユリウスの声が聞こえた。しかし気のせいか、いつものような覇は気きが感じられない。

「お客様をお連れしました」

（え！　まだ心の準備が！）

　私は焦あせった。ユリウスに会うためにヒューゴの後をついてきたくせに、彼があまりにもなにも説明してくれないものだから、すっかり油断していたのだ。

（謝るって決めてきたけど、一体なんて言えばいいの!?）

　そう思い悩なやんでヒューゴの背中から出られないでいるうちに、再びユリウスの声が聞こえてきた。

「急ぎでなければ帰ってもらえ。今日は体調が優すぐれない」

「え、大だい丈じよう夫ぶなの！」

　驚おどろいて、私は咄とつ嗟さにヒューゴの背中から飛び出してしまった。

（昨日は元気そうだったのに、急に体調を崩くずしたの？　お客さんを帰すほどなら、よっぽどなのかも）

　そしてユリウスの前に出てすぐに、私は後悔した。ユリウスの体調が優れないのならば、このまま何も告げずに部屋を出るべきだった、と。

　大きな窓を背にしたユリウスは、飴あめ色いろの大きな机に向かって何か書きものをしていた。ゆるやかに持ち上げられた顔は、逆光になって表情を読み取ることができない。

「環……か？」

　ユリウスの声には、隠しようもない戸惑いが滲にじんでいた。

　昨日あんなことを言ったばかりなのだ。その相手が突とつ然ぜん職場にまで現れたら、戸惑うのは当然だろう。

「ごめん、私──」

　すぐに帰るからと、そう言い終わる前に言葉はヒューゴに遮さえぎられた。

「そういうわけですので、隊長は環さんとしっかり話し合ってください。近衛隊一同、それを望んでいます」

　先ほどまでの無口さなど噓うそのようにそう言い放つと、ヒューゴは啞あ然ぜんとする私達を置いて、一人でさっさと退出してしまった。
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　──時は遡さかのぼること半日前。

　今日も元気に出仕した近衛騎士達は、いつも颯さつ爽そうとしている隊長の腑ふ抜ぬけた姿に遭そう遇ぐうする羽目になった。

「なあ、今日の隊長おかしくないか？」

「やけに溜息が多いし、何を話しかけても上の空だよな。普ふ段だんは俺達の欠伸あくび一つも見み逃のがさないってのに」

「あれじゃあまるで……」

「あ、お前もそう思うか」

「うーん、俄にわかには信じがたいが」

　二人ほどで始めた話題が、どんどん周囲の騎士達に伝でん染せんしていく。なんせ議題は彼らの隊長に関する重要事じ項こうだ。全員興味津しん々しんの様子である。

「でも昨日、例の店から騒さわがしい物音が聞こえたって言うやつもいるぞ」

「ついにやっちまったのか、我らが隊長は！」
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「やったって何を？」

「群がる令れい嬢じよう方を寄せつけもしないあの方が？」

「隊長に限って」

「まさかとは思うがなあ」

　薄うす笑わらいでそう言い合いながら、男達は口を揃そろえた。

「「恋こいわずらいなんて」」

　──ここひと月ほど、近この衛え隊の中でまことしやかに囁ささやかれている噂うわさ。

　堅かた物ぶつ隊長がついに恋をしたという趣しゆ旨しのそれは、この日から確実なものとして近衛隊で語られることとなった。
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　昨日の別れ方が別れ方だっただけに、面と向かうと何と言っていいのか分からなくなった。沈ちん黙もくが重い。

　こうなれば女は度胸だと、私は胸いっぱいに空気を吸い込んだ。

「昨日はごめんなさい！」

　ユリウスの顔を見るのが怖こわくて、深々と頭を下げる。

「私、ユリウスに八つ当たりしてたの。ユリウスは何も悪くないのに、あんな風に言って……」

「あ……いや」

　ユリウスの声には困こん惑わくだけがあった。

　そしてガタリと椅い子すから立ち上がる音がする。人の近づいてくる気配。足音は、毛足の長い絨じゆう毯たんでほとんど耳には届かない。

「顔を上げてくれ」

　思ったよりも近くで聞こえた声に、緊きん張ちようしながらゆっくりと顔を上げた。

「許して、くれるの？」

　こんな尋たずね方は卑ひ怯きようだと思いながら、堪こらえきれずに尋ねていた。

「許すも許さないも、環は何も悪いことなんてしていないだろう？」

「ひどいこと言ったよ。ユリウスはただ私を心配してくれただけなのに」

「気にしなくていい。私も気にしない」

　ユリウスから差し出された手に、私はためらいがちに触ふれた。握あく手しゆでもするのかと思っていたら、部屋にあった布張りの寝ね椅い子すにまでエスコートされてしまった。初対面では乱暴に扱あつかわれていただけに、今いま更さら令嬢のように扱われるのはこそばゆい。

　今まで誰だれかにエスコートなどされたこともない私は、椅子に座ってもどきどきして逆に落ち着かなくなった。ユリウスだって普段は回し飲みすら許せない堅物だというのに、今日だけこんなに優やさしくなるのは反則だ。

　顔が赤くなっているのを誤ご魔ま化かすために、私は質問をぶつけた。

　だって、言えなかったのだ。早く手を離はなしてほしいなどとは。

「あのっ！　コンラッド公って、どんなお方？」

　突然の質問に、ユリウスが驚いた顔をした。その隙すきに確保されていた右手を救出する。

「どうしてそんなことを？」

　女王からのお願いは極ごく秘ひで進めなければいけないので、ユリウスには事情を話すことはできない。

「いや、陛下の旦だん那なさんって、どんな感じの人なのかなって」

「お前も既すでに会っているだろう？」

「お会いしたことはあるけど、それほどお話ししたわけじゃないし。ユリウスの叔父おじさんに当たる方なんでしょ？」

「それはそうだが」

　ユリウスは絨毯に視線を落とした。

　そしてしばらく、黙だまり込んでしまう。

　気き詰づまりになった私は、焦って質問を重ねた。

「王配の方って具体的に何をするの？」

　それならばと思ったのか、ユリウスはようやく重い口を開いた。

「王配殿でん下かには、陛下の補ほ佐さ及および王族を継けい続ぞくさせるための役目が求められる。故ゆえに、王族に血が近い高位の貴族の男子がなることが多い」

「王族を継続？」

「……子を残すということだ」

「えっ！　あ、そういうこと……」

　質問の答えに、余計に気まずくなってしまった。その空気がいたたまれず、私は話題を変えることにした。

「王族に血が近いってことは、ユリウスのおうちはそんなに凄すごい家ってこと？　公こう爵しやくだとは聞いたけど」

　貴族階級のいない日本で生まれ育った私にとって、ハイグランディアの身分制度は理解しにくい。今までなんとなくで過ごしてきたが、よくよく考えてみればユリウスの家いえ柄がらすらよく分かっていなかった。

　あまりにも今更な質問に、ユリウスは一いつ瞬しゆんきょとんとした顔を見せた。そして呆あきれたような溜ため息いきをつく。

「そんなことも分かっていなかったのか」

「だって、聞く機会もなかったし」

「そんな状態で、どうやって接客などやっていたんだ」

「私の店に来た人は、全員が大切なお客様だもの。誰にでも寛くつろいで頂けるように、いつでも誠意を持って接客してたよ。差なんてつけたら、逆に失礼でしょ」

　当たり前のように言うと、ユリウスは何かを言いかけて黙り込んだ。

（ユリウスはずっと、その身分制度の世界で暮らしてきたんだろうけど）

「えーっと、それで公爵家っていうのは、どういうお家柄なの？」

「貴族は上から順に公爵、侯こう爵しやく、伯はく爵しやく、子爵、男爵、騎き士し爵しやくの位がある。この内、侯爵からが家臣の家柄で、公爵家は遥はるか昔に王家から枝分かれした一族だ。ゆえに公爵家の人間は、遠いとはいえ誰しもが王位継承権を持つ。ちなみに、私の王位継承権は第五位だ」

「え？　じゃ、じゃあ、ユリウスは王様になる権利があるってこと？」

　驚おどろきで身を乗り出す私に、ユリウスは呆れたような視線を送った。

「だから、そう言っているだろう。と言っても、可能性としてはほぼないし、私にもそのつもりはないがな」

「でも五位って結構上の方じゃない？　直接王族でもないのになんでそんな」

「我がグレイ公爵家は、公爵家の中で最も遅おそく枝分かれした一族なのだ。よって他の公爵家より王家と血が近しいことから、女王陛下の夫も我が一族から選ばれた。まあ最近とは言っても、もう百年以上前のことになるが」

　自分の家柄をなんでもないことのように話すユリウスに、私は呆あつ気けにとられた。彼の言うことを信じるなら、彼の実家であるグレイ公爵家はほぼ王族と言ってもいいぐらい王位に近い家柄だということになる。

「じゃあコンラッド公にも、王位継承権があるの？」

「現在ではアルヴィン王子に続いて第二位だが、純じゆん粋すいに血筋から考えれば……おそらくは三十位前後だろうな」

「どうして？　コンラッド公はユリウスの叔父さんなんでしょう？」

　ある意味当然ともいえる私の疑問に、ユリウスは気まずそうな表情を浮うかべた。

「叔父上は、母上がそれほど身分の高くないお方なのだ。本当は本家に住めるようなお立場ではなかったのだが、その強力な魔力を買われて先代公爵に引き取られた」

「そんな、同じ兄弟なのに……」

「だが、だからといって叔父上は不幸ではなかったと思う。前公爵である祖父は母親の身分差で子供達を差別しなかったそうだし、叔父上が魔法を学ぶ上で惜おしみない援えん助じよをしたそうだ。そうして魔力を磨みがいた叔父上は、やがて国一番の魔力持ちと呼ばれるようになった。更には……王配という名めい誉よの位まで得たのだ」

　淡たん々たんと話すユリウスだったが、最後の部分で少しだけ言い淀よどんだのを、私は見み逃のがさなかった。

（そういえば、本当の婚こん約やく者はユリウスだったのにって、あのお嬢じよう様さま達が言ってた……）

　ユリウスに嫌いやなことを思い出させてしまっただろうかと、私は後ろめたく思った。

「叔父上の魔法は本当に見事だ。国民の多くが秋の豊ほう穣じよう祭に振ふるわれる大技を楽しみにしているし、女王陛下のご夫君として敬愛している。勿もち論ろん私も」

　ユリウスの顔が、わずかに綻ほころんだ。しかし、その微笑ほほえみは少しだけ苦い。

　令嬢達の噂うわさがもし本当であるならば、彼には複雑な思いがあって当然だろう。

（ユリウスは真ま面じ目めだから、聞かれて嫌な質問でもできるだけ誠実に答えようとしてくれちゃうもんな。それは確かに長所だけど──偉えらい立場なんだから、もう少し狡ずるくたっていいのに）

「じゃあ、陛下はどんな方なの？　陛下の子供の頃ころとか！」

　私は咄とつ嗟さに、そんな質問を口にしていた。話題を変えようと焦あせっていたのだ。

　しかしあまりの質問攻めに、ついにユリウスも疑問を持った。

「今度は陛下か？　急にどうしたんだ。まさか昨日の件となにか関係があるのか……？」

　ユリウスの見当違ちがいな勘かん繰ぐりを、私は手を振るジェスチャーで激しく否定した。

（やっぱり、昨日のことまだ気にしてるんだ）

　その事実が、私の胸をちくりと刺さす。そしてユリウスに黙って城を去ろうとしていた自分も、少しだけ後ろめたい。そんな複雑な心中を隠かくすように言った。

「違うよ！　だって、陛下って落ち着いてらして凄く素す敵てきなお方でしょ？　だから子供の頃が想像できないなーって」

「ふうん。まあ確かに、陛下は独特なお方ではあるな」

　苦し紛まぎれの言い訳だったが、ユリウスは一応納なつ得とくしてくれたようだ。

「陛下は──そうだな。初めてお会いしたのは私が五歳の時だった。その頃の陛下は、おそらく十を少し過ぎた頃であらせられたはずだ」

「そうなんだ。じゃあ素敵なお姉さんだったでしょう？」

「畏おそれ多い。お姉さんと気安くは思えなかったが、私はこの世で一番美しい姫ひめ君ぎみだと思ったよ」

　話題が逸それて、ほっとしたのもつかの間だった。ユリウスの昔を懐なつかしむような遠い目と柔やわらかい口調に、私の胸はぎゅっと締しめ付けられた。

（ユリウスの顔、普ふ段だんと全然違う……）

「陛下はお転てん婆ばな姫でいらしたな。同じ年頃のご令嬢達が刺し繡しゆうや編み物を学ぶ中で、馬の遠乗りや魚さかな釣つりなどを好まれた。昔から髪かみを結ゆい上げるのがお嫌きらいで、いつもすぐに解ほどいてしまわれるので、お付きの侍じ女じよ達がひどく嘆なげいていた」

　開いた窓から、ふっと夜風が頰ほおを撫なでた。

「ある日私の手を取って、遠乗りに連れて行ってくださったことがある。私は王都の外に出るのは初めてだったので、ひどくどきどきしたのを覚えている。帰ってから父に叱しかられて、一晩食事を抜ぬかれたが私にはいい思い出だ」

　女王の話をする内に、ユリウスの顔はまるで綻ぶように緩ゆるんだ。いつもの気難しい表情が噓うそのようだ。

　しかし、ユリウスの表情が解ければ解けるほど、私はどんどん胸が苦しくなった。

（ユリウスは多分、陛下のことがずっと好きだったんだ）

　今まで見たことのない生き生きとしたユリウスの表情に、私の心はなぜか暗く沈しずんでいったのだった。
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　数日後、悩なやんだ末に私はクレアを訪ねることにした。

　こちらの事情で『cafe sato』への出向をやめてもらった彼女に、私はずっと申し訳ないと感じていた。

　しかし今日彼女を訪ねようと思ったのはそれを謝るためではなく、コンラッド公を誘ゆう惑わくする料理──つまりは惚ほれ薬に関しての相談をするためだった。食材について詳くわしい彼女ならば、そういった効能を持つ食材を知っているかもしれないと思ったからだ。

　それに客の訪おとずれないお店に籠こもっているというのは、やはり気が滅め入いった。

（最近、顔を合わせるのは陛下かユリウスの二人だけ。でも今はなんとなくどちらにも会いたくない。ユリウスが陛下を好きだって気付いたせいだ。気まずいというか、なんとなく胸がくしゃくしゃする）

　まるで胸に何かつっかえているような気持ち悪さを持て余しながら歩く。

　庭園に整備された小道を進みつつ、はあと重い溜ため息いきをついた。美しい花々に彩いろどられた風景も、今はなんだか目が素通りしてしまう。

　その時だった。上の空だった私の耳に、突とつ然ぜん誰だれかの叫さけびのようなものが飛び込んできた。しかし周囲を見回しても、他ほかに人の姿はない。

　何かあったのかと、周囲を警けい戒かいしながら声のする方へ近づく。どうやら声の主は、食料庫の近辺にいるらしい。

（誰だろう？　なにか騒さわぎになってる……？）

　向こうに気取られないよう物もの陰かげを選びながら、ゆっくりと近づく。

　まだ相手の姿は見えてこないが、その声の主は若い女性であり、しかもその場には複数の人間がいるようだ。

「環さんに謝って！」

「なによあんた、まだ言う気!?」

　耳に入ってきた自分の名前に驚き、私は思わず足を止めた。

　すると視界に入ってきたのは、以前言いがかりをつけてきたメイド服の少女達と、それに立ち向かうクレアの姿だった。

　ユリウスの言葉が正しければ、あの少女達の中には宮きゆう廷てい料理人の長であるジェロウムの娘むすめもいるはずだ。

　しかしそれよりも私を驚おどろかせたのは、気弱なはずのクレアが大声を出して少女達に立ち向かっている姿だった。

　自分が食料庫に閉じ込められたことすら言い出せない少女と、その強い横顔はどうしても一いつ致ちしない。

「あなた達が変な噂を流したんでしょう!?　環さんを城から追い出すために！」

「おかしな言いがかりはやめてよ！　あの女が怪あやしいから噂が立つんでしょ？　大体、どこから来たとも知れない女の作った料理を食べるだなんて、どうかしてるわ。それに皆みんなが気付いただけよ」

「環さんは、変な女なんかじゃない！　優しくてとっても料理上手な、素敵な人よ。寄り集まって嫌がらせしたり、悪口を言ったり、あなた達の方がよっぽど最低じゃない！」

「なんですって!?」

　私は胸が熱くなった。

　クレアの頰は、打ぶたれたのか赤く腫はれている。メイドのお仕着せも、汚よごれてよれていた。それでも彼女はしっかりと立って、少女達と向かい合っている。

（ごめんね、私が不ふ甲が斐いないせいだ。私のために、怒おこってくれてるんだね）

　私には少女達に噂を広められたショックよりも、クレアの行動の方がよほど衝しよう撃げきだった。

（私は、クレアにこんなにしてもらえるような人間じゃない。私は彼女に黙だまって、城を出ようとまで思っていたんだから。陛下やユリウスに迷めい惑わくを掛かけたくないなんて本当は言い訳で、私はただどこかに逃にげたかっただけ……）

　まっすぐに立ち向かうクレアの姿に、自分の弱さが浮うき彫ぼりになる。向けられる悪意に恐おそれをなして、一度は城を出ようと決意した弱さが。女王が引き留めてくれなかったら、きっと今いま頃ごろは尻尾しつぽを巻いて城から逃げ出していただろう。

（こんなに年上なのに、情けないね）

「まだ懲こりないんなら、もっと痛い目に遭あわせてやるんだから！」

　少女の苛いら立だった叫びに、私は目元を拭ぬぐって木陰から飛び出した。

「ユリウス、こっち！」

　ユリウスの名前を叫びながら現れた私に、少女達は浮き足立つ。

「うそ、ユリウス様!?　なんでこんなところにっ……ちょっと、行くわよ！」

　彼女達は我先にと逃げて行った。ユリウスに顔を見られたくなかったのだろう。彼女達がもう少し冷静だったら、そう何度もユリウスが直々に食料庫を訪れたりしないと、気付いたかもしれない。

「クレア！　大だい丈じよう夫ぶ？」

　駆かけ寄ると、クレアは気が抜けたようにその場に座り込んだ。

「え、環さん？　えっと、ユリウス様は……？」

　彼女は混乱しているようだ。その額に掛かった前まえ髪がみを、そっと直してやる。

「情けない助け方でごめんね。ユリウスはいないの」

　呆ぼう然ぜんと私を見上げるクレアは、普段に増して幼く見えた。

「……クレア、もう一度店に戻もどってきてくれる？」

「え？」

　突とつ然ぜんのお願いに、クレアが目を見開く。

「でも、お客様が戻らなくちゃ……」

「うん。お客様はまだ戻ってきてないけど、戻ってきてもらえるようにクレアには私に協力してほしいの。一度放ほうり出しておいて勝手なことは分かってる。でも、どうかお願いします」

　座り込んだクレアに、私は頭を下げた。今はそうしなければいけないような気がした。

（私を信じて立ち向かってくれたクレアに、こっちも真しん剣けんに向かい合わなくちゃいけない）

　話を吞のみ込むのに時間がかかっているのか、クレアはしばらく驚いた顔のままだった。

「じゃあ、」

「うん」

「私……環さんのお店に戻ってもいいんでずが？」

　クレアの言葉の語ご尾びは、涙なみだで滲にじんでいた。彼女の黒い瞳ひとみに涙が浮かぶ。

「あなたじゃなきゃ、だめだよクレア」

　腰こしが抜ぬけたのか、ずっと立ち上がれずにいるクレアを私は抱だきしめた。

　そしてこの小さな少女に、自分は確かに救われたと感じた。




　クレアが少し落ち着いてから、私は彼女を『cafe sato』へと連れ帰った。

　そして今までこの世界の誰も招き入れたことのない、二階の自宅部分へと案内する。

「え、でも……」

　働いていた頃は二階には入らないでほしいと言われていたクレアは、私が階段へ案内すると困惑した顔を見せた。

「いいの。こっちに来て」

　自宅の階段は城にあるものよりも急なので（日本ではこちらが標準で、城の階段がゆったりと贅ぜい沢たくに造られているだけなのだが）、私はクレアが足を踏ふみ外さないように付き添そう。そして上り切った先は、完全なプライベートスペースだ。

　全体的にパステルカラーでまとめた寝しん室しつ。木目の天てん井じように、白い壁かべ紙がみ。カーテンは色とりどりの水玉で、チェストはペールブルー。毛足の長いラグには大き目のクッションがいくつか転がり、据すえ付けられた本ほん棚だなには大量のレシピ本が溢あふれそうになっている。

　薬箱を取り出し、まずはクレアの手や膝ひざの擦すり傷を消毒した。それから絆ばん創そう膏こうを貼はり、赤くなった頰ほおを冷やすために氷水で絞しぼったタオルを当てる。

　その間中ずっと、クレアは戸と惑まどった様子で周囲を見回していた。

「ここはね、私の部屋。この世界でここに案内したのは、クレアが初めてだよ」

「そんな、どうして私を？」

　私を見上げるクレアは、心底不思議そうな顔をしていた。

「あなたに、本当に感謝してるから。ありがとうって言いたくて」

「そんな。私なにも……」

「ううん。クレアのおかげで、色々と覚かく悟ごできたから。そのお礼」

「覚悟、ですか？」

「うん」

（もうこの世界から、逃げるのはやめる。この世界と向き合って、一いつ生しよう懸けん命めい生きよう）

　今までの私は、この世界で必死になる必要はないと思っていた。いつか日本に帰るためには、あまり慣れるのも嫌いやだとすら考えていた。

　だから批判から逃げ、城からも逃げようとし、私に親切にしてくれたユリウスからも逃げようとしていた。

（もう、そういうのはやめよう。お店を守るために命を懸かけたみたいに、必死にやらなきゃ、何も摑つかめない）

　困惑するクレアを置き去りにして、私は決意を固めていた。

　その後、ユリウスに頼たのんでクレアには『cafe sato』で生活してもらうことにした。

　あんなことがあった後では厨ちゆう房ぼうでは働きづらいだろうし、私自身も彼女に側そばにいてもらうことが心強いと感じたからだ。

　そして彼女の存在そのものが、私の覚悟の証あかしでもあった。
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　その日私とクレアの二人は、朝から食料庫に籠こもりきりになっていた。

　クレアに食材について学んでいる間も感じていたことだが、この国の食材には変わったものが多く、味の想像もつかない外見のものが少なくない。

　例えば未熟なスイカに似た実を割ると、中には生クリームとほぼ同じ味と性質を持つ液体が詰つまっていたりする。デザートを作る際には、私はこれを泡あわ立だててホイップクリームとして使っているのだ。

　他ほかにもバナナ味のキュウリや、ザクロの種のように詰まった枝豆。見ていて飽あきないが、そこから日本と同じような料理を作ろうとすると勝手が違ちがうのでやはり大変だ。

　更さらに半地下に広がる食料庫は、その設備も日本とは大きく違っていた。

　季節によって温度の変わらない地下に保存するという考えは、日本でも一いつ般ぱん的だ。しかしこの食料庫の持つ力は、そうではない。なんと魔ま法ほうの力によって食材の時間を止めて、どんな食材でも最高の状態で保存してあるのだという。

　魔法は食材だけに働くので人に影えい響きようはないが、常温でも劣れつ化かしない魚や生肉というのは見ていて不思議な気持ちになる。

　私達は棚たなに置かれた香こう辛しん料りようの類たぐいを物色しつつ、女王から出された難題について頭を捻ひねっていた。

　他言無用の命令があるので、クレアにはそれが誰だれのための料理かという話はしていないのだが。

「誰かを好きになる食材っていうのは、私は聞いたことがないです。お医者様が使う薬草になら、そういう効果もあるかもしれないですけど」

「へえ、お医者様ってどんな薬草を使うの？」

「専門的な知識なので、そういうのはお医者様以外には知らされていないんです。王都じゃなくて田舎いなかにいる民間療りよう法ほうの呪まじない師さんなら、そういうことも少しは教えてくれるんですけど」

「呪い師？」

「はい。お医者様になるには何年も王都の学校で勉強しないといけないので、お医者様の数はとても少ないんです。だから国の全体には行き渡わたらないので、そういう村とか小さな町には必ず一人呪い師さんがいて、軽い怪け我がや病気なら診みてくれるんです」

「そうなんだ」

　名前は怪あやしげに聞こえるが、おそらく無くてはならない存在なのだろう。その証しよう拠こにクレアも、いかがわしい者について語るというよりは当たり前のことを話しているという様子だ。

「じゃあ、そういう人達に会いに行けば、何かアドバイスがもらえるのかな？」

「それはちょっと……。呪い師さん達のいる場所は一番近くても、王都からはかなり離はなれていると思いますし」

「あ、そっか。王都近辺にはお医者様がいるんだもんね」

　少し期待した私だったが、困った顔のクレアに訂てい正せいされがっかりする。

（でも、相手は国一番の魔力持ちなんだし、呪いとかそういうのって効かないのかも？　どっちにしても全然方法が見つからないよー。惚ほれ薬なんて、あんなに科学の発達した元の世界にだってなかったんだし）

　結局手がかりもなく食料庫を後にした私は、途と方ほうに暮れていた。

　食材に詳くわしいクレアからなにか分かるかもしれないと思っていただけに、疲ひ労ろう感かんも大きい。

「すみません。お役に立てなくて」

「え、そんなことないよ！　クレアがいてくれて凄すごく助かってるもの。それよりごめんね、急に変なこと聞いちゃって」

　肩かたを落とすクレアを、私は必死で慰なぐさめた。

（やっぱり私には荷が重いですって陛下～）

　頑がん張ばると決めた矢先だが、あまりにも突とつ拍ぴよう子しのない課題にどう頑張ればいいのかも分からない。
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　使用人用の宿舎まで忘れ物を取りに行くと言うクレアと別れ、私は一人店へと向かって歩いていた。

　現在店は開店休業状態なので噂うわさも沈ちん静せい化していたが、それでも着き飾かざった紳しん士しや淑しゆく女じよとすれ違うと、何とも言えない嫌な視線を向けられる。

　なので自然と、私は人通りの少ないルートを選んで歩くようになった。

　今も店に戻もどるために使っているのは、整然と並ぶ庭木の間を通る遠回りな道だ。

（店に戻ったらどうしよう。城の図書館で調べてみるとか？　でも私じゃこの国の本読めないしなあ。本当はコンラッド公やアルヴィン王子にもお話を伺うかがえたらいいんだけど、そう簡単には会えないし）

　そうして人目がないのをいいことにうんうんと唸うなっていると、前方の庭木ががさがさと揺ゆれた。驚おどろいて思わず身近にあった木の陰に隠かくれる。

（あ、別に隠れる必要はないんだった。でももし貴族だったらまた嫌味を言われるかもしれないし、しばらくは大人しくしておこう。触さわらぬ神になんとやらってね）

　そう思いながら揺れた庭木を窺うかがっていると、そこから顔を出したのはちょうど先ほどまで会いたいと思っていた人物だった。

（あれってもしかして、アルヴィン王子……？）

　目を疑うが、艶つややかな銀ぎん髪ぱつと鮮あざやかな赤い目を持つ少年など、いくら城内とはいえそうそういるとは思えなかった。

　王子は庭木から顔を出すと、慎しん重ちように周囲の様子を窺っている。どうやら誰かから身を隠しているようだ。そして誰もいないと確かく認にんすると、庭木の続く庭園を離れ、奥へ奥へと歩いて行く。

（一体どこに？　でも、折せつ角かくのチャンスだしっ）

　しばし迷ったが、話を聞くチャンスだと思い切って王子の後を尾つけることにした。

　足元の芝しば生ふが立てる音にすら気を遣つかい、王子を追う。幸運にもこの区画は等とう間かん隔かくに庭木が植えられているので、少しでも王子が振ふり返るそぶりを見せればすぐに隠れることができた。話を聞きたいのなら本当は隠れるべきではないのだが、周囲を注意深く窺う王子の様子になかなか声をかけられなかったのだ。そして突とつ然ぜんの追つい跡せき劇げきはしばらく続き、やがて城の敷しき地ちの終わりを示す城じよう壁へきが見えてきた。

（結局、声がかけられないままここまできちゃった。でも王子は、一体こんなところに何の用が……）

　そうして王子の様子を窺っていると、彼は一度周囲を見回した後、突とつ如じよ服を脱ぬぎ始めた。

（え!?）

　驚いた私は、慌あわてて視線を逸そらす。そして少年の着き替がえを物もの陰かげから窺う成人女性というシチュエーションに、尋じん常じようではない罪悪感を感じた。

（これじゃ私完かん璧ぺきに怪しい女じゃん！　逮たい捕ほされても文句言えないよ。王子も、なんでこんな場所で急に服を脱ぎ始めるの!?）

　そうしてしばらく息を殺していたが、流石さすがにずっとそうしているわけにもいかない。

　勇気を出してもう一度王子の様子を窺うと、王子は美しい髪かみを帽ぼう子しにしまいこみ、フリルや刺し繡しゆうのふんだんにあしらわれた派手な衣装を、地味で簡素な服に着替えていた。

　そうしてただの少年となった王子は、城壁に接した庭木の陰にがさがさと入り込んでいく。

　そして音が止やんでも、王子は一向に姿を見せなかった。

（木の陰で、一体なにをしているの？）

　恐おそる恐る近づいて庭木の裏を覗のぞき込む。するとそこには、這はえば人一人がどうにかくぐれそうな穴がぽっかりと空いていた。

（お、王子が脱だつ走そうした！）

　その事実を悟さとった時、私は驚き、そして迷った。

（こういう時、どうすればいいの!?　誰かを呼びに行くとか？　でも一体誰を！）

　おそらく一番いいのは、近くを見回っている騎き士しを探して王子の脱走を知らせるという方法だ。そうすれば大ごとにはなるだろうが、私自身はただの目もく撃げき者として罰ばつは受けない。

　ただそれをしたが最後、王子への監かん視しは厳しくなり、二度と脱走などできないよう城壁の穴も塞ふさがれるだろう。

　なんとなく、そうすることには抵てい抗こう感があった。

（王子は慣れた様子だった。もしかして脱走の常習犯なのかも。それなら、騒さわぎにならない内にちゃんと戻ってくるんじゃない？）

　追うべきかと迷う足が足あし踏ぶみをしている。一秒がとても長く感じられ、そしてこのままでは追いつけなくなるという焦あせりが私の冷静さを奪うばっていく。

（でも、慣れてたってなにか事故に巻き込まれるかもしれない。いくら大人びてたって、アルヴィン王子はまだ子供なんだから！）

　結局私は、見回りの騎士を呼びに戻るという選せん択たく肢しを捨て、自らも城壁の穴へ飛び込んだのだった。
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（確か、こっちに……）

　城の外は、当然のように王都だった。

　城の周辺こそ建物のない閑かん静せいな地区が広がっていたが、そこから少し走ると贅ぜいを凝こらした建物が立ち並ぶ区画に入った。初めて見るお城以外の場所に緊きん張ちようを覚える。そして少年を追って更さらに走ると、道はやがて煉れん瓦が敷じきの道路からむき出しの土になり、建物もどこか質素な地域に入った。しかしその賑にぎわいは先ほどとは比べ物にならないほどで、多種多様な人種、服装の人々が道を行き交かい、生活の匂においがあちらこちらに立ち込めている。

　まさに異国の街中といった風ふ情ぜいに、思わず圧あつ倒とうされた。

　王子は走ることこそやめたものの、慣れた様子でどんどん人の多い方向へと歩いていってしまう。

　彼を見失ってしまわないように、私も必死にあとを追った。

（なんだか周りの人から見られているような気が）

　王子がスピードを緩ゆるめたおかげで、追跡自体は楽になった。ところが、今度は周囲からの視線が気になる。何がおかしいのか、すれ違ちがいざまにいくつものぎょっとしたような視線が飛んでくる。

（なに？　何が変なの？　でも立ち止まって聞くわけにもいかないし）

　汗あせを拭ぬぐいつつ、早足で私は先を急いだ。もういっそのこと、王子に直接話しかけてしまおうかという気になっていた。このまま見失うぐらいなら、不興を買おうとも直接帰るように説得した方がましだ。

　ところがそう決心した刹せつ那な、人の狭はざ間まにあった王子の小さな頭が搔かき消えた。驚いて慌ててスピードをあげる。

　しかしそれが良くなかった。王子のいた場所にばかり注意を払はらっていた私は、前方から来た大おお柄がらな二人組にぶつかってしまったのだ。

「ごめんなさ……っ！」

　ぶつかった相手に謝罪しようと顔を上げると、そこには丈じよう夫ぶそうな甲かつ冑ちゆうを纏まとった二人の男が立っていた。この世界の人は日本よりも発育がいいので、どちらも小柄な私の一・五倍はありそうな巨きよ漢かんだ。その迫はく力りよく満点の凶きよう相そうに、思わず小さな悲鳴が漏もれる。

　するとぶつかったことよりもそちらの悲鳴の方が相手の癇かんにさわったようで、まるでせき止めるように行く手を阻はばまれた。見下ろす二つの顔から、大きな影かげが私に降りる。

「おい、お前どこから来た」

「随ずい分ぶんと変な恰かつ好こうだな。男か？　女か？　おっぱいはでかいが、ズボンをはいた女なんて聞いたことがない」

　奇くしくも、男の指し摘てきによって私は周囲の視線の意味を知った。

　私を見下ろし、二人が愉ゆ快かいそうに笑う。彼らからはひどいお酒の臭においがして、恐きよう怖ふで体がすくんだ。

「ご、ごめんなさい。前をよく見てなくて」

「そういうことじゃねぇんだよ！　俺達を見て悲鳴を上げただろうが！」

「誇ほこり高き戦士に対して、失礼だと思わねぇのか」

　二人掛がかりで詰つめ寄られ、一歩後ずさる。

　自分はどうやら彼らのプライドを傷つけてしまったらしいと、血の気が引いた。

「本当に申し訳ありません！　どう謝罪していいか……」

　どうすればいいか分からず戸と惑まどっていると、男達の口元に凶悪な笑えみが浮うかんだ。

「そんなことも分かんねぇのか？」

「そりゃあ俺達が手取り足取り教えてやんねぇとな。姉ちゃん、いや可愛かわいい兄ちゃんか？　どっちでもいい。仲良くしようぜ。グハハハ」

　立ち竦すくんでいる間に手首を摑つかまれてしまった。その手ですら、私の二倍は大きく感じる。

（一体どうしたらいいの!?）

　救いを求めて周囲を見み渡わたすが、人々は関かかわり合いにならないよう見て見ぬふりをしていた。

　絶体絶命のピンチだ。恐怖で泣きたくなるが、奥歯を嚙かみ締しめてぐっと堪こらえる。手の震ふるえを握にぎり込み、私は彼らを見上げた。

「では、後日改めてお詫わびに伺うかがいます」

「はあ？　そんな悠ゆう長ちようにしてられるか！　今すぐ俺達と一いつ緒しよにくるんだよ」

「そうそう。今日はまだ長いんだからよぉ」

　そう言う男に手を引っ張られ、恐怖は頂点に達した。反射的に喉のどから悲鳴が零こぼれそうになる。ところが太い腕うでで首を挟はさまれ、息すらできなくなってしまった。

「おおっと、騒ぎを起こすなよ」

「そうだそうだ。俺達ゃ今日から友達よ。悲鳴なんて無ぶ粋すいなもん、仕し舞まっておいてくれよな」

　そう言って動き出した二人に、私の体は容よう赦しやなく引きずられる。ずるずると、土の道には足の跡あとが付いた。視界が涙なみだで滲にじむ。

（助けて……助けて誰だれか！）

　私は心の中で必死に叫さけんでいた。しかし誰一人、助けの手を差し伸のべてはくれない。

（こんなことなら、王子を追い掛けたりしなければよかった。見回りの騎士を呼んで、王子が逃にげましたって言いさえすれば……）

　コツンッ。

　その時だった。

　群衆のどこかから小石が投げられ、片方の男の甲冑に当たり軽い音を立てる。二人は立ち止まり、犯人を見つけ出そうと周囲を見回した。

「一体誰だ！　こんなことして、無事で済むと思ってんのか！　あぁ？」

「今石を投げやがったやつを差し出さねぇと、ここいらの人間全員をぶっとばすぞ！」

　猛たけった二人は、私を放ほうり出して群衆へと歩み寄る。身に覚えのないらしい人々は、関わり合いになるまいと波が引くように逃げて行った。

　大勢の人間が行き交う通りに混乱が生まれ、パニックを起こしたように人々が走り出す。

（今だ！）

　チャンスだと思い、私もすぐに起き上がって駆かけ出そうとした。なのに恐怖で腰こしが抜ぬけてしまったのか、立ち上がることすらできない。苛いら立だちで、自分の足を叩たたく。

（今しか、今しかチャンスがないのに！）

　混乱した人々が立てる砂ぼこりの中で、私は無力感に打ちひしがれていた。折せつ角かくのチャンスに立ち上がることもできないなんてと、自分に嫌いや気けがさした。そして再び男達に捕つかまる未来を想像して、怖こわくて堪たまらなくなる。

「おい、城から騎き士しが来るぞ！」

「逃げろ！　巻き添ぞえをくらうぞ！」

　そんな声が上がり、周囲の混乱はより一層ひどいものになった。男達もまずいと思ったのか、こちらに向かって走ってくる。

（いや、こないで。行きたくない）

　ズルズルと、私は必死に地面を這はった。走る人に蹴けられ、手を踏ふまれ痛みに呻うめいたが、それでもあいつらに連れて行かれるよりはましだ。

　すると意外な方向から、救いの手が差し出された。

「こっちだ！」

　騒さわぎの中でも、ピンと通る声だ。しかし視界が悪く、相手が何者なのかも分からない。

　私は一いつ瞬しゆんだけ迷い、しかしすぐにその手を取った。

　強い力に引っ張られ、立ち上がる。

「走れるか？」

　その声に聞き覚えがあるような気もしたが、それを思い出している暇ひまはない。

「な、なんとか！」

　私の声は震えていた。立ち上がったはいいものの、足腰も同じように震えている。

「待てこら！　逃がさねぇぞ」

　知らない手に引かれ、私は走り出した。追いすがるがなり声に背中を押され、そのスピードはぐんぐん加速する。

（足、もつれそう。ちゃんと動いて！　今だけでいいから！）

　必死に自分を鼓こ舞ぶしつつ、その手の主について行く。重い甲冑のせいで速くは走れないのか、追いすがる男達の声はどんどん遠ざかっていった。

　どれくらい走ったのだろう。私がすっかり息を切らして立ち止まった頃ころには、城を守る高い壁かべが遠くに見えた。

「はあっ、はぁはぁはぁ……っ」

　体は汗だくで息は切れ切れ、喉はひどい痛みを訴うつたえている。危機が去ったと分かっている今でも、指先はまだ震えていた。

「まったく。一体どういうつもりなんだ」

　溜ため息いき混じりなのは、私をここまで導いた人物の声だった。ここまで一緒に走ってきたというのに、息切れ一つしていない。

　お礼を言おうと相手を見上げて、私は絶句した。

「えっ！」

　身長は私と同じぐらいだが、男性にしては華きや奢しやな体格は少年のそれだ。そしてその体に纏った地味な衣装。つばの広い帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶった彼は、アルヴィン王子その人だった。

「お粗そ末まつな尾び行こうがついていると思ったら、なんて厄やつ介かい事を引き起こしてくれるんだお前は！」

　言葉少なな王子しか知らない私は、その乱暴な口ぶりに面めん食くらう。しかし彼が言うことはあまりにもっともだ。

「た……助けて頂き、ありがとうございました！」

　どうにか声を張ってそう言うと、王子も驚おどろいた顔をした。

「おい、いくらなんでも声が大きい。時と場合を……」

　王子に呆あきれられながら、私は見知った顔に出会えた安あん堵どで思わず座り込んでしまう。

　急に酷こく使しした足は、恐怖と疲つかれですっかり萎なえてしまっていた。

「すいっ……ませ……。すぐ、立ちます。立ちますから……」

　呆れているのか、王子は黙だまりこくっている。

　立ち上がろうにも足が震えて上手うまく立つことができず、私達はしばらくその場に留とどまることになった。
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「メピカの丸焼きお待ちぃ！」

「おーい、こっちにエールを頼たのむ」

「はいよ！」

　私達が向かい合っているのは、騒がしい街の食堂だった。

　太陽がちょうど頂点から少し降りた頃。ピークを少し過ぎたとはいえ、評判がいい店なのか次から次へと客が入れ替かわる。

　王子にはあまりにも似つかわしくない場所に、私は終始おどおどしていた。彼だけが慣れた様子でテーブルに着き、やってきた給きゆう仕じの娘むすめと会話を交かわしている。騒がしくて聞き取れないが、おそらくは注文をしているのだろう。

「それで、どうして私の後を尾つけるようなまねをしたんだ？」

　落ち着いた声でそう問われると、なんて答えればいいのか分からなくなった。

「ええと、城の外へ出ようとしているところをお見かけして……」

「それならば、誰へなりとも言い付ければよかっただろう？　お前は近この衛えのユリウスと懇こん意いだと聞いた。それこそ、ユリウスの耳に入れればそれで済んだのではないか」

「懇意だなんて、とんでもない！」

　思わず大声が出た。周囲から視線が刺ささり、王子からも冷たい視線を向けられる。私は肩かたを竦すくめた。

「……大ごとにしたら、王子がお困りになるかと思いまして」

「むしろ追いかけてこられた今の方が、よっぽど困らされているがな」

「返す言葉もないです」

　十歳以上年下の少年に説教され、立つ瀬せがない。さっきの騒ぎは明らかに私の不注意であり、その上私の無知さがより事態を悪化させた。

（本当に、怖こわかった。いつの間にかこの世界にすっかり慣れたような気でいたけど、城の外に出たら私なんて、何もできないただの役立たずだ）

　事実を突つき付けられ、落ち込む要素がどんどん増えていく。

　しばらくそうしてしょげかえっていると、テーブルに湯気を立てた料理と陶とう製せいのジョッキが運ばれてきた。中身は琥こ珀はく色いろの液体だ。ジョッキといえばガラスという認にん識しきがあった私は、ふたまで付いたそれに衝しよう撃げきを受ける。

　テーブルの上に並べられたのは、出来立ての料理ばかりだった。

　おそらく野菜とお肉を煮に込こんだであろう料理から漂ただよう香かぐわしい湯気と、お皿に盛られた揚あげたパン。大きな葉っぱを敷しいたお皿には、骨付きのお肉がのっている。どれも油でてかてかと光り、一食で一日分のカロリーが摂せつ取しゆできそうな見た目をしていた。

　呆ぼう然ぜんと料理を見つめていると、不ふ機き嫌げんな顔の王子が口を開いた。

「食べられるか？」

「へ？」

「食べられるかと聞いている。お前の元の世界の料理は我が国とは大分違ちがうようだ。食べられないようなら無理はしなくていい」

　早口でそう言い切ると、王子はすぐにジョッキに口を付けた。もしかしたら照れているのかもしれない。

（もしかして今、心配されてる？）

　まさかと思いつつ、私もジョッキに口を付けた。飲み慣れた味とはかなり違っているが、苦いのど越ごしはやはりビールだった。

（うわー、ぬるい）

　ジョッキに注つがれたビールは人ひと肌はだぐらいで、あまり美味おいしいとは言えない。キンキンに冷えた生ビールが懐なつかしい。それでも喉のどはからからに渇かわいていたので、水分に触ふれると人ひと心地ごこち付いた。

「あれ、もしかして殿でん下かも同じもの飲んでます？」

「殿下はやめろ」

「あ……えーっと」

「アルと呼べ。今だけ特別に許す」

「じゃあアル。アルも同じの飲んでるの？」

「急に遠えん慮りよがなくなったな」

「あ、申し訳ありませ」

「いい。いちいち謝るな。同じものを飲んでいるに決まっているだろう。走り過ぎて喉がからからだ」

（え、でも王子はお水の方がよくない？　まだ十二歳ぐらいじゃなかったっけ？）

　そう指し摘てきすべきか悩なやむ。ここまでちっとも頼たよりない姿ばかり見せている自分だが、腐くさっても年長者。子供の非行は見み逃のがせない。

「いつもこれを飲んでるの？　他ほかの……例えばお茶とかじゃなくて」

　とりあえず穏おん便びんに探さぐりを入れると、王子は口をへの字にして私を見返した。どうも予想外の質問だったらしい。

「こんな店に茶などあるか。あれは東大陸から船で運ばれてくる高級品だぞ？　こういう店で冷たい物を飲む時は、エールに限る。そうでなければ腹を壊こわすからな」

「は、はら？」

「城か貴族の家でもなければ、清潔な水など手に入らん。市民達が飲んでいるのはもっぱらエールか……ああ、女性ならば果実酒を飲むこともあるな。そちらにするか？」

「……いえ。こちらで結構です」

　これが普ふ通つうだと言われてしまえば、そういうものかと受け入れるより他にない。

　アルが食べるのに集中し始めたので、私はちびちびと口を湿しめらせつつ、薄うす暗ぐらい店内で彼を盗ぬすみ見た。『cafe sato』でほとんど料理を残した時とは違い、彼は油っこい料理を嬉き々きとして口に入れていく。

「お……アルは、こういう料理が好きなの？　その、私の料理はあまり気に入らなかったみたいだけど」

　遠慮がちにそう尋たずねると、アルは鳥の骨付き肉から口を離はなし、自前の布で上品に拭ぬぐった。

「お前の料理が、不味まずかったわけではない」

「じゃあ、どうして……」

「……緊きん張ちようしていたのだ」

　気まずそうに私から視線を外し、そう言ったアルの頰ほおはほんのりと赤らんでいた。

「緊張って、なんでまた」
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「母上と、食事を同席することなど滅めつ多たにないからだ。作法のできていない息子むすこと思われたくなかった。お前の料理は見たこともないものばかりで、失敗するのが怖かったのだ」

（確かにあの日は、ベトナム風料理だった。それが王子には食べにくいメニューだったかもしれない）

「でも滅多にないって、だって家族でしょう？」

　私がつい口にした疑問に、むっとしたようにアルが目を尖とがらせる。

「母上は常にご多た忙ぼうなのだ。お食事だって、政務をしながら摂とられることも少なくない。他にも国内外の有力者との会食や遠方への視察で城を離れていることも多いし、家族で食事などしている暇ひまはないのだ。お前達とは違うんだ」

　堰せきを切ったように、どこかやけくそ気味にそう言うと、アルはジョッキを呷あおった。

　まくし立てられた私はといえば、返す言葉もなく黙だまり込んでしまう。

（確かにとっても立派なお志だけど……殿下は気付いてるのかな？　今、自分が凄すごく寂さびしそうな顔してること）

　私は黙ってテーブルに並ぶ料理に手を伸のばした。

　この世界の料理を口にするのは、これで二度目だ。一度目があまりいい体験ではなかっただけに、慎しん重ちようにスプーンを口に運ぶ。

　口の中に野性味のある味が広がる。とろとろに煮込まれたお肉が口の中でとろけた。

「美味しい……」

　そう呟つぶやくと、アルも満足げな表情を浮うかべる。

「そうだろう。ここは王都の中でも美味うまいと評判の店なのだ。最近は王宮の食事の質が落ちたのでな。たまにここに食べに来ている」

（質が落ちた？　王子の食事って、国でも最高の料理が出てくるはずだよね？　質が落ちるなんてことあるの？）

　そこまで考えた時、私の脳のう裏りにジェロウムの姿が過よぎった。以前食堂で私を追い出そうとした宮きゆう廷てい料理人だ。そして彼が取り仕切っているという食堂の料理も、決して美味しいとは言えないものだった。

（そうだ。ユリウスが言ってた。ジェロウムの料理はもう遅おくれてるから、何度も総料理長を交代させようとしてるって。なのにその度たびに候補の人物が不可解な出来事に巻き込まれてるって、そんな偶ぐう然ぜんってあるのかな？　そういえば、クレアと言い争いをしてた女の子達の中に、ジェロウムの娘むすめさんがいた。それで、その子達が私の店の噂うわさを立てたって──）

　なにか直視したくない事実に行き当たったような気がして、私はぶるりと体を震ふるわせた。店内は料理の熱でどちらかというと暑いくらいだというのに、背筋を冷たいものがはいあがってくる。

「どうした？　やはり口に合わなかったか？」

　手を止めていた私を、アルが赤い目で窺うかがうように見ている。

　彼に心配をかけまいと、私は不ふ吉きつな思考を振ふり切り頭を切り替かえることにした。

（今はそれよりも、陛下とコンラッド公の夫ふう婦ふ仲について聞かなくちゃ！　コンラッド公を誘ゆう惑わくする料理のヒントがほしい）

「大だい丈じよう夫ぶ、美味おいしいよ。あの、アル。ちょっと聞いてもいいかな」

「なんだ？」

「あの、私実はあなたのお父様にも料理を召めし上がっていただきたいんだけど、なにか特にお好きな物ってあるのかな？」

「突とつ然ぜん何を言い出すかと思ったら」

　そう言うや否いなや、アルはわざとらしい溜ため息いきをついた。

「ユリウスの次は父上か？　見下げた女だな」

　アルの表情には侮ぶ蔑べつが浮かんでいる。その意味を察して私は慌あわてた。

「ちょっ、なんでそうなるのよ!?」

「なんでもなにも、それ以外になんだというんだ？　母上のみならず父上にも取り入ろうとは恐おそれ入る」

「だから、そんなの誤解だってば！　私は陛下に頼たのまれて──……」

　そこまで言った所で、私は慌てて口を押さえた。この話は誰だれにも他言無用だと、きつく念押しされていたことを思い出したからだ。

　しかしアルは私の失言を聞き逃のがさなかった。

「頼まれて、だと？」

「あ──、いやこれには色々と事情が……」

「母上が、お前に父上の食事を所しよ望もうしたというのか？」

「いや、うん。まあそのような感じだよね。ははははは」

（誘惑云うん々ぬんのくだりさえバレなければ、まあオッケーかな？　このままじゃアルは私のこと疑ったままだろうし）

「母上が……」

　私のよこしまな思惑とは裏腹に、アルは嬉うれしいような悲しいような、複雑な顔になった。

「どうしたの？　それってそんなに、変なことかな」

「いや。母上なりに、父上を気き遣づかってのことだろう。父上は食が細いから」

「食が細い？」

「ああ。というか、あまり食事自体に興味のない方なのだ。だから頻ひん繁ぱんに食事を忘れて、果てには食べ忘れ続けてお倒たおれになったこともある」

「うわー」

　私の中でコンラッド公に対する、国一番の魔ま力りよく持ちというイメージがガラガラと音を立てて崩くずれた。

「それはなんというか、心配だね」

　率そつ直ちよくな感想を述べると、まったくだとばかりにアルは頷うなずいた。

「だが、私はお前に依い頼らいするのではなく、母上ご自身に料理をしていただきたい……」

　ビールのアルコールが回ってきたのだろうか。アルは顔を紅潮させ、頼たよりなげにそう呟いた。

「陛下、ご自身で？」

「そうだ。お忙いそがしいのは、分かっているのだが」

　私は艶あでやかなドレス姿の女王を思い出す。彼女と台所仕事というのが、頭の中でどうしても結びつかない。

「以前にも、陛下は料理をなさったことがあるの？」

　身を乗り出して尋ねると、アルは苦い笑いを浮かべた。

「私は見たことがない。だが」

「だが？」

「父上は、一度だけ母上の料理を食べたことがあるそうだ」

（二人の思い出の料理？　それをアレンジすればもしかして──）

「それって、どんな料理だったか分かる？」

　勢い込む私に、アルは悪戯いたずらっぽい顔になった。

「それは、辛からいサンドイッチだったそうだ」

「辛い──サンドイッチ？」

　その言葉が示す料理を、私は思い浮かべてみる。

　しかしサンドイッチの具には様々な種類があるが、辛いサンドイッチと言われると思い当たるものはあまりない。

（辛いサンドイッチって、一体どんな？　サンドイッチに挟はさむフィリングは大たい抵ていマヨネーズを混ぜたマイルドな味か、あるいはフルーツやクリームを使った甘いものよね？　それともこの国のサンドイッチは違ちがうの？）

「辛いサンドイッチなど、私は一度も食べたことがない」

「ないこともないけど……というか、一体何が挟まれたサンドイッチだったの？」

「それが、乳母うばが言うにはハムとチーズだけのシンプルなものだったらしい。しかしそれでは、辛いサンドイッチなどできないだろう？」

「そのはずだけど……」

（そのはず、だよね？　サラミやウィンナーなら辛いのもあるけど、ハムはそんなの聞いたことないし）

　食料庫で目にした食材の記き憶おくを辿たどりながら、私は首を傾かしげた。

「でも、父上はそのサンドイッチが、人生で一番美味しかったと言うんだ」

「辛いサンドイッチが？」

「そうだ。だから私も、できればそのサンドイッチが食べてみたい」

「辛い、サンドイッチ。ハムとチーズに辛いサンドイッチ……」

　口の中で、私は何度もその言葉を繰くり返した。

（一つだけ、思い当たる節があるにはある、けど……。でもまさか、いくらなんでも陛下がそんなことするかな？）

　その推測があまりにも女王にそぐわないので、私はアルに伝えるのをためらってしまった。




　アルが支し払はらいを終えると、私達は外に出た。

「ごちそうさま。美味しかったよ」

「よかったな。しかし二度目はごめんだぞ」

　食事のお礼を言うと、アルが悪戯っぽい笑えみを浮かべる。

　たった一度の食事だったが、店を出る頃ころには私達はかなり打ち解けていた。やはり食事は、人間関係を円えん滑かつにする潤じゆん滑かつ油だ。

　かなり長く話し込んでいたのか、空は既すでに茜あかね色いろに染まりつつあった。

（夜になる前に、帰った方がいいよね？）

　先ほどの騒さわぎを考えれば、王都とはいえ日本ほど治安は良くないようだ。ハイグランディアについて城の外のことは何も知らない私は、一刻も早く安心できる我が家に戻もどりたかった。

　そう思ってアルを見れば、彼は何も言わず既に歩き出している。

「ちょ、待って！」

「なんだ。食事をおごらせておいてまだ用が？」

　アルが怪け訝げんな顔をする。

　とても言いづらかったが、私は勇気を出して口を開いた。

「えーっと、お城に帰るには、どうしたらいいの、かな？」

　そう尋たずねた途と端たん、アルの表情はひどく呆あきれたものになった。

「帰り道も分からず出てきたのか？」

「というか、城から出たのは初めてでして」

「……お前、本当になんでついてきたんだ？」

「面めん目ぼくない」

　冷たい視線に耐たえていると、溜息をついたアルが歩く方向を変えた。

「えっと、どこへ行くの？」

「帰るなら、辻つじ馬車を捕つかまえた方が早い」

「辻馬車？」

「運賃を払えば誰でも乗れる馬車だ。定期的に王都内を巡じゆん回かいしている。と言っても日がある間だけだから、早く捕まえた方がいい」

（はー、巡回バスみたいなものかな）

　アルは城で育った割に随ずい分ぶんと王都に詳くわしい。私は感心しつつ彼に続いた。賑にぎやかな大通りに出ると、しばらくして一台の大きな幌ほろ付き馬車が通りかかった。アルが手を上げると、それに気付いた御ぎよ者しやが馬車を止める。アルに二人分の運賃を払ってもらい、私達はその幌の中に乗り込んだ。

　幌の中には、様々な人がいた。身分の高そうなドレス姿の夫人。夫人に付き添そう侍じ女じよらしきお仕着せの女性。かと思えばその隣となりには、大きな籠かごを抱かかえた粗そ末まつな服の女性が乗っている。籠の中には沢たく山さんの翡ひ翠すい色いろの塊かたまりが詰つまっていた。つややかなそれはこの世界の卵だ。

　私達を乗せた馬車はすぐに走り始めた。馬車は時折大きく揺ゆれ、馬車に不慣れな私はおしりを痛め、すぐに酔よってしまった。

（き、きもちわるい……前に観光地で馬車に乗ったことがあったけど、道が舗ほ装そうされてないとこんなに揺れるんだ）

　本当は舗装よりも馬車にサスペンションがついていないことが最大の原因だったのだが、そんなこと知る由よしもない。

　混こみ合った車内の隅すみで体を硬かたくし、必死に目的地がくるのを待った。満員電車ならば耐えられるが、座っていても馬車の方がよっぽど辛つらい。

「止めてくれ！」

　その時、まだそれほど走っていないのに、アルが馬車を止めた。

（え、もう着いたの？）

　驚おどろいているとアルに手を引かれ、強ごう引いんに馬車の外に連れ出される。

　御者は先ほど乗ったばかりの客が降りたことに訝いぶかしげな顔をしていたが、私の顔色を見ると納なつ得とくしたように軽く手を振ふって行ってしまった。場所は未いまだに街中で、王都のどこからでも見ることのできる城は、少し近づいたとはいえすぐそことは言い難がたい。

「えーと、アル？」

　どうしてと聞けないでいると、アルは乱暴に私の手を引っ張って歩き始めた。

「馬車が苦手ならば先にそう言え！　まったく無む駄だな金を使ってしまったじゃないか」

（あ、私が気持ち悪いの、気付いてたんだ）

　なんとなくアルに手を引かれるまま、城に向かって歩き出す。

　途と中ちゆうの屋台で、アルが何かのジュースを買ってくれた。見た目は赤あか紫むらさきであまり食しよく欲よくをそそらない色だったが、飲んでみると冷たくさっぱりとしていてとても美味おいしかった。

「ありがとう……」

「礼はいいから、また気分が悪くなったらすぐ言え」

　溜ため息いきながらに言われ、肩かたを竦すくめる。迷めい惑わくの掛かけどおしで面目ないの一言だ。

　なんとなく沈ちん黙もくが気まずく、私はジュースの残りが入ったコップを差し出した。

「……飲む？」

　しばらくの沈黙のあと、アルは黙だまってそれを受け取った。そして少しだけ口を付け、すぐに私に返す。

（あれ、そういえば回し飲みってしちゃいけないんだったっけ？）

　以前ユリウスに指し摘てきされたことを思い出し、私はアルに尋ねた。

「そういえば、異性間の回し飲みはマナー違い反はんだって聞いたんだけど、よかったの？」

「自分で勧すすめておいて、何を言ってるんだお前は」

　アルが心外そうに言う。

（確かにそれはその通りなんだけど）

「だって、そんなことをするのは慎つつしみが足りないと言われたから、てっきりいけないことなのかなって」

「はっ、いまどきそんなことを言うのは退たい屈くつなマナー教師ぐらいだろう。正式な場でもなければ問題ない。それか──」

「それか？」

「いや、お前には関係ない話だ。我が国の古いしきたりでは、結けつ婚こんの際にその土地で醸じよう造ぞうされた酒を分け合って飲む。それが転じて、回し飲みは婚こん姻いんの象しよう徴ちようとされている。夢見がちな令れい嬢じようなら気にするかもな」

　アルが皮肉げに笑った。そうしていると、彼がこの国の王子だなんてとても信じられない。私の目には、ただの意地悪で優やさしい少年に見える。

「そうなの」

（三三九度みたいなもの？）

「ああ、お前にそれを指摘してきた相手も、そんなところじゃないか？」

　尋ねられても答えられず、私はアルに乾かわいた笑いを返した。

（夢見がちな令嬢って、ユリウスが？）

　あの堅かた物ぶつのユリウスが、そんな理由で注意したとは考えづらい。きっと彼は王子の言う退屈なマナー教師と同じで、礼れい儀ぎに厳しいからこそ出た指摘だったのだろう。

　ジュースを飲んだことでかなり回復した私は、薄うす暗ぐらくなり始めた王都をアルと並んで歩いた。

　街には、女王の髪かみを思わせる赤茶けた煉れん瓦が造りの家が、所ところ狭せましと並んでいる。花で飾かざられたベランダと、どこからか漂ただよう夕ゆう餉げの香かおり。子供達が私達を追い抜ぬかすように駆かけて行き、婦人達は子供にスカートを引かれながらしぶとく立ち話をしていた。

「素す敵てきな街ですね……」

　ほうと溜息をつきつつ、気付けばそんな言葉を口にしていた。

　記き憶おくにあるどこの街とも違ちがう場所だが、なぜかとても懐なつかしい気持ちに駆られる。

（ここには暮らしている人達の生活の気配がある。お城だって沢山の人が暮らしているはずなのに、あそこはなんていうか、汚きたないものが全部隠かくされているから逆に不自然な感じだ）

　綺き麗れいに刈かり込まれた庭木と、手足を揃そろえて行進する見回りの騎き士し達。磨みがき抜かれたガラス窓と、南国の鳥みたいに着飾った人々。

　街の人達の飾らない様子を見て、私はほっと肩の力が抜けるのを感じた。

　この世界に来てから、自分でも気付かない内にかなり疲つかれが溜まっていたらしい。

　そして同時に自分のカフェが、全く理想通りに出来ていなかったということを知る。

（お客様に満足してもらおうって考えながら接客していたはずなのに、私は料理に凝こるばかりでちっとも居い心地ごこちのいい──故郷のような店づくりができてなかった）

　ユリウスに偉えらそうに理想を語ったことが、今は恥はずかしく思い出される。

（こんな、例えば初めての人でも懐かしく感じるような──おばあちゃんみたいなお店が作れたらって、ずっと思っていたのに）

　それは、失なくしていた子供の頃ころの宝物を見つけたような気持ちだった。屋台で掬すくったプラスチックの宝石や、ピロピロと鳴る鳥の形の笛のような。

「いい街だ。そしていい国だろ？」

　どこか自じ慢まんげに、アルが言う。

「母上の育はぐくんだ国だ。そして私が守らなければいけない大切な国だ」

　そう言ったアルの横顔は、まだ幼さが残るものの凜り々りしく大人びて見えた。

（もしかしたらアルは、こんな風に街で息づく人々が見たくて、城下に来ているのかな）

　確証はなかったが、私にはなんとなくそんな風に思えた。

　やがて煉瓦で舗装された道路に入り、豪ごう華かさを競きそい合う大きな建物が立ち並ぶ区域に入る。あちこちに立った細い柱の上には、街灯のように魔ま法ほうの光が灯ともった。

「まずいな。そろそろ気付かれる頃だ」

「何が──」

　私が疑問をすべて口にし終える前に、脇わき道みちからその答えが飛び出してきた。

　なんとなく繫つなぎっぱなしでいた手を、思わず強く握にぎる。

　それほどまでに立ちはだかる男──ユリウスは顔に能面のような静かな怒いかりを湛たたえていた。

「二人とも、覚かく悟ごはできているか？」

　王子とはいとこ同士という関係にあるユリウスは、身分など関係ないぞとばかりに冷たい笑えみを浮うかべていた。
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　騒さわぎになると困るということで、私達は小さな通用門から城に入った。

　門を守る門番達は何事かと興味深げにこちらを見ている。ユリウスは怒おこり過ぎて全くの無言だ。私はひどく気まずい。

　目を吊つり上げたお目付役なる人物に引き渡わたされた際、一度だけアルは私を振り返って言った。

「今度は一人でお前の料理を食べに行こう。楽しみにしている」

　王子に相応ふさわしい威い厳げんある笑みに、私も思わず笑い返していた。

「はい、殿でん下か」

「今後もアルと呼べ。特別に許す」

「殿下！」

　アルの後ろでは、お目付役が怒りで顔を赤くしていた。きっとこれから、長いお説教の時間が待ち構えているに違いない。

　半ば引きずられるようにアルが去ると、ユリウスと私の間には、重苦しい沈黙が残された。

「送る」

「あ、別にここでも大だい丈じよう夫ぶ。店までの行き方は分かるし」

「送ると言っている！」

（今夜は私も説教コースっぽいなあ）

　怒れるユリウスから逃にげる機会を失った私は、諦あきらめてユリウスの後に続いた。

『cafe sato』に辿たどり着いた時、あたりには完全に夜の帳とばりが降りていた。

　店のドアを開けるためユリウスの前に回ると、後ろからチクチクと鋭するどい視線が突つき刺ささる。

（うう、沈黙が重いよう）

　半ば心を折られながら、私は店に入った。カランカランとドアベルが鳴り、後ろにはユリウスが続く。初めに明かりをつけると、昼間とは何も変わらない店内が電気の明かりに照らし出された。

（なんだか、凄すごく長い間お店を空けてた気がするな）

　お洒落しやれにこだわった内装が、どこか白々しく私を迎むかえる。王都の光景を見た後では、ここに住む私にすら店はどこかよそよそしかった。

「環さん！」

　ばたばたと二階から駆け降りてくる音がして、姿を現したのは制服姿のままのクレアだった。よほど心配していたのか、その目は少し潤うるんでいる。

「心配させてごめんね。私は大丈夫だから」

「環さん……」

　どこかふらふらとしながら、クレアが歩み寄ってきた。しかしそれも、ユリウスの厳しい声によって遮さえぎられる。

「後にしてくれ。彼女には私から話がある」

　ユリウスのただごとではない雰ふん囲い気きに、クレアはびくんと体を強こわ張ばらせた。

「なにもそんな言い方しなくても……」

　控ひかえめに抗こう議ぎすれば、ぎろりと睨にらまれ私は肩かたを竦すくめた。

「クレア、着き替がえて先に寝ねてていいよ。あ、お風ふ呂ろをくんでおいてくれると嬉うれしいんだけど」

「はい！」

　私がそうお願いすると、クレアはすぐさま階段を駆け上っていった。足を踏ふみ外さないかと、それを見ていた私は少し心配になった。

　クレアの足音が遠ざかると、二人の間には再び重い沈ちん黙もくがやってくる。気まずさに耐たえ兼かね、ユリウスから少しでも距きよ離りを取ろうと厨ちゆう房ぼうを目指した。

「いつものコーヒーでいいかな？」

「そこに座れ」

　カウンター越ごしに話をすれば少しは和なごやかになるかもという私の目もく論ろみは破れ、断固とした命令が降ってくる。

「でも、飲み物ぐらい……」

「いいから座れ！」

　怒ど鳴なられ、首をすくめた私は大人しく席に着いた。

　向かいに座るのではなく立ったままのユリウスは、その長身も相まってひどく威圧感がある。ピリピリとした空気に、思わず生なま唾つばを吞のんだ。

「お前は自分が何をしたか分かっているのか？」

「なにって、ちょっとその……」

（王子のお忍しのびについて行ったなんて正直に言ったら、王子にも迷めい惑わくが掛かかる。一体どう言えばいいの？）

「お前は、自分がどういう立場か全く分かっていない！」

　感情的になったユリウスが、側そばにあったテーブルを叩たたく。ダンッという痛そうな音がした。

「今お前が姿を消せば、貴族達はそれみたことかとお前を取り立てた陛下まで非難するだろう」

「え、なんで陛下まで？」

　思ってもみないことを言われ、私は動どう揺ようした。

「お前に余計なことは言うなと言われていたが……陛下は、多くの反対を押し切ってお前が城に留とどまることを許された。そんなお前が忽こつ然ぜんと姿を消せば、やはり怪あやしい素す性じようの者だったのだと陛下の政敵達にとっては恰かつ好こうの的になる」

（そんな、絶対に見えた陛下にも政敵がいるんだ。それに、反対を押し切って私を助けてくれた、なんて）

　私は頭が真っ白になった。そして軽い気持ちで自分の行った行こう為いが、どれほど危あやういものだったのか思い知らされる。

「ごめんなさい……」

　私は深く項うな垂だれた。色々言い訳のようなものが喉のどまで出かかったが、罪悪感の重おも石しがそれらを深く沈しずめてゆく。

　するとユリウスの口調が、少しだけ穏おだやかなものになった。

「いや……私は別に陛下のことだけを心配して言っているのではない」

「うん？」

　今度は何を言うつもりなのかと、ユリウスを見上げた。

「その、環はまだこの国に不慣れだろう。いくら王都とはいえ、女の身で城下の一人歩きは危険だ」

（う、確かに難なん癖くせをつけられて連れ去られそうになったなんて、言えない）

「殿下が一いつ緒しよでよかった。お忍びはあまり褒ほめられたものではないが……」

　ユリウスは独り言のように呟つぶやいた。

「うん。色々助けて頂いたの。だから、私がこんなこと言える立場じゃないんだけど、殿下へのお叱しかりはできるだけ少なく……」

　恐おそる恐る私がそう言うと、ユリウスは呆あきれたように溜ため息いきをついた。

「本当に、お前が言える立場じゃないな」

「うっ」

　ユリウスの鋭いつっこみが、良心に突き刺さる。

「──安心しろ、というのはおかしいが、殿下はお忍び歩きの常習犯だ。今回も別に特別な罰ばつはあるまい。ただ、お目付役の長い説教に付き合わされるだけだ」

（常習犯──確かに、凄く手て馴なれてたもんな。お説教は大変だろうけど、大きな処分とかはなくて本当によかった）

　私はほっとした。あれほどお世話になった相手だ。これで何か処分があったとしたら申し訳なさすぎる。

「殿下のお忍びには我々近この衛え隊も頭を痛めている。そういえば環、二人はどこから城を出たんだ？　毎回、大小すべての門を調べても殿下がお通りになった形けい跡せきはないのだが……」

　顎あごに手をやりつつ考え込む仕草をするユリウスに、私は焦あせった。

「え、あ、ええっとどこだっけ？　城の外に驚おどろきすぎて、ちょっと覚えてないなあ～」

（ユリウスはあの城じよう壁へきの穴のこと知らないんだ！　あれが塞ふさがれたら王子は簡単にお忍びできなくなっちゃうよね？　い、言えない。確かに警備上はどうかと思うけど……）

　王子への義理立てか警備の穴か。どちらを優先させるか悩なやんだが、結局は王子への義理立てを選んだ。

（今まで何もなかったんだろうし、今のところはあの穴について黙だまっておこう）

　引きつった笑いを浮うかべながら、訝いぶかしげなユリウスの視線に耐えた。しばらく無言の攻こう防ぼうが続き、しかしユリウスが諦めたように首を振ふった。

「まあいい。とにかく、今後は軽はずみな行動は控えろ。クレアも、環のことをひどく心配していたぞ」

「うん、そうだよね」

　先ほどのクレアの様子を思い出し、心底申し訳なく思った。私のために同どう僚りようと言い争いにまでなったクレアだ。その私が急に姿を消せば、ショックを受けることは簡単に想像ができた。

「──それにしても、一日で大分親しくなったようだな」

「え？」

　一いつ瞬しゆん何を言われたのか分からず顔を上げると、ユリウスはなぜか不満そうな顔をしていた。

「見つけた時も手を繫つないでいたし、愛あい称しようで呼ぶことを許されていただろう」

「愛称？」

「特別にアルと呼ぶことを許す、と」

「ああ、うん。あれが愛称なんだ」

「そうだ。貴族や王族は、かなり親しい相手にしか愛称で呼ぶことを許したりはしない。特に殿でん下かは、少し気難しいお方だしな」

「気難しい？　凄すごく優ゆう秀しゆうだって陛下は褒めてらしたけど」

「それは陛下の前でだけだ。優秀だがあまり感情を見せないお方なので、本心が分かり辛づらいと言う者もいる」

　私は今日一日の出来事を思い返してみる。城下にいる時の王子は、私を笑ったり呆れたりと、めまぐるしく表情を変えていた。

「『者もいる』ってことは、ユリウスはそうは思わないってこと？」

「一応殿下は私の従弟いとこだからな。幼い頃ころから親しくさせて頂いている。アルならば、立派な王になれる」

　そう言うと、ユリウスは珍めずらしく顔を綻ほころばせた。先ほどまで厳いかめしい顔をしていただけに、その表情に思わず私は見入ってしまった。

　しかしすぐにその視線に気付いたのか、ユリウスは表情を呆れたそれに変える。

「ほうけた顔をするな。私はお前に説教しているんだぞ」

「え？　あ、ごめん！　そ、そういえばユリウスにも愛称ってあるの？」

　まさかその顔に見み惚とれていたとは言えず、誤ご魔ま化かすように私は話題を変えた。心臓が早はや鐘がねを打っている。

「……」

　しかし反対に、ユリウスは黙り込んでしまった。

（あ、そうか！　ユリウスも貴族だから、親しい相手にしか愛称を教えちゃいけないんだ！　そう聞いたばかりなのに、無神経に聞いちゃうなんて）

「ごめん！　今の質問忘れて」

　しかし焦る私を尻しり目めに、ユリウスはしかつめらしい顔のまま、口を開く。

「……ユーリだ」

「え？」

「ユーリだ！」

　迂う闊かつに聞き返したら、その後の名乗りに鼓こ膜まくを破られるかと思った。

（そんなに怒鳴らなくても）

　そんなユリウスの態度を、私は不ぶ躾しつけに愛称を聞いたことに対する怒いかりだと解かい釈しやくした。

「そうなんだ。素す敵てきな名前だね」

「帰る」

　取り繕つくろうように褒めたのがばれたのか、ユリウスはぷいっと背を向けてしまう。

「ちょ、ちょっと待って。コーヒーぐらい」

　呼び止めようとしたが、ユリウスは早足で店の外に出て行ってしまった。お詫わびにコーヒーとユリウスの好きなお菓か子しを出そうと思っていただけに、肩かた透すかしを食くらう。

（もう少しぐらい、一緒にいたかった、かも）

　一人残された店内で、微かすかな寂さびしさを感じた。

「環さん、お風ふ呂ろ沸わきましたよー」

　その時ちょうど、クレアが二階から降りてくる。

「ありがとう。すぐ行くね」

　クレアを安心させようと笑え顔がおを作った私だったが、今度はなぜかクレアに溜息をつかれてしまった。

「私……初めてユリウス様に同情しました」

「え、何で？」

　聞き返すと、クレアはもう一度大きな溜息をついたのだった。
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　翌日、女王に三日間の休業とあるお願いを伝言すると、了りよう解かいの旨むねが返ってきた。勿もち論ろん私にこの国の文字は読めないので、紙に書いて届けられたそれを読み上げてくれたのはクレアなのだが。

「よっし、じゃあやりますか！」

　女王の返信を受けた私は、すぐに腕うでまくりで準備を始めた。

　料理をするのにこんなに気分が高こう揚ようするのは久しぶりだ。

（頼たのまれた時は気がのらなかったけど、やっぱり誰だれかのために料理を作るのは楽しい）

　鼻歌を歌いながら、私が用意したのは食パン用の型だった。

　サンドイッチを作るには、まずパンが必要不可欠だ。そしてサンドイッチ用のパンというのは、硬かたさがないと断面が綺き麗れいに切れないので前日に焼いて少し硬くなったパンが好ましい。

　本当は食堂で大量に焼いてもらう方が効率がいいのだが、噂うわさの件を考えるとジェロウム率いる食堂を頼たよるのは気が引けた。もし何か混入されて問題が起こったら、今度こそ私は反逆者として処分されてしまうかもしれない。

　そういうわけで、私はクレアと協力してパン生き地じを作り、小さな電気オーブンでひたすら食パンを焼き続けた。その量はとても一人二人用ではなく、食パンパーティーが出来そうなほどだ。

　丸一日かけて沢たく山さんの食パンを焼き、それを乾かん燥そうさせるため等とう間かん隔かくに並べ、私達は眠ねむりについた。

　翌日、次にするのは具材の仕込みだ。

　マグロに似た赤身の魚を水で煮にてツナを作り、クレアと手分けして野菜を素早く切っていく。

　勿論、切った野菜を水にさらして灰汁あくを抜ぬくのも忘れない。葉物野菜は水につけすぎると腐くさってしまうので、洗い終わったら水気を切って冷蔵庫に入れておく。久しぶりに、仕込んだ材料をしまうコールドテーブルの中がいっぱいになった。

　それが終わると今度は冷ましておいたパンを、目盛りのついた家庭用のスライサーで切っていく。厚さは十ミリほど。これで一斤きんの食パンから十枚のパンが取れる。一つ一つ目盛りに合わせてパン切り包丁で切っていくのは手間だが、食パン用の型もスライサーも家庭用の私物なので仕方ない。

（店ではサンドイッチ用のパンは近所のパン屋さんにお願いする予定だったもんな。それでも、自分用の道具があってよかった）

　クレアを先に寝ねかせて、私の作業は夜半過ぎまで続いた。

　パンを切り終え少しの仮か眠みんをとる。

　それでも明け方前に起きだし、今度は昨日仕込んだ食材とあれやこれやを混ぜ始めた。テーブルにはすべて違ちがう具材ののった、沢山のお皿が並ぶ。

「環さん、これって一体なんなんですか？」

　起きだしてきたクレアが驚おどろいた顔で言った。彼女には、何をどんな風に作るかまでは説明していなかったのだ。

「パンに挟はさむフィリングだよ」

「フィ、フィリングってなんですか？」

「パンに挟む具材のこと。ここにあるのは全部パンに挟むための食材」

「こんなに!?」

　呆あつ気けにとられていたクレアだったが、しばらくすると『cafe sato』の制服に着き替がえて私の手伝いに加わった。

「で、できた！」

　私がそう大声で叫さけんだ時、店の中はすっかり様変わりしていた。クレアも疲つかれた様子だが、嬉うれしそうにぱちぱちと手を叩たたいている。

　四客あるソファを端はしに寄せ、すべてのテーブルを集めて巨きよ大だいなテーブルにした。その上には、私が作りに作った大量のサンドイッチがのせられていた。

　卵らん黄おうとサラダ油とお酢すを混ぜた自家製マヨネーズ。そのマヨネーズで和あえたツナサラダ。玉ねぎ、ニンジン、キュウリ、そして生クリームと塩コショウで味付けたポテトサラダ。茹ゆでた卵を潰つぶして和えたタマゴサラダに、変わり種はベーコンと粗あらく潰したポテトのジャーマンポテトのサンドイッチ。

　勿論これだけではない。他ほかにはクリームチーズとベリーの甘あま酸ずっぱいジャムを挟んだサンドイッチに、生クリームと甘い果実を合わせてカスタードクリームを塗ぬったサンドイッチ。牛乳、卵黄、砂糖、小麦粉にバターで作った自家製カスタードクリームは、その甘さで舌を幸せにしてくれる。

　鶏とりハムにベーコン、野菜を挟んだクラブハウスサンド。茹でたエビに似たディアブとアボカドのサンド。マヨネーズとケチャップを混ぜたオーロラソースに、バジルを刻んで松の実、ニンニク、チーズと一いつ緒しよにフードプロセッサーにかけたジェノベーゼ。沢山のゲープ、輪切りのラティカ（トマト）には塩を振ふりかけ、塩しお漬づけのオリーブも輪切りに。新しん鮮せんなチーズ。風味豊かなバター。

　国中の食材が集まる城のサンドイッチは、組み合わせも無限大だ。

　食パンを四分の一の三角形に切ったサンドイッチを大皿に並べ、様々な種類を色の調和がとれるように盛り付ける。ストックしてあった可愛かわいらしいピックをふんだんに使い、彩いろどりよくそして食べやすいように。

　それらの作業が終わり一息ついた頃ころ、ちょうど店に来客があった。

　今日は真しん紅くから薄うす紅べにのグラデーションドレスに、黒いリボンがあしらわれた装よそおいの女王陛下だ。しかしいつも引き連れている毒見や侍じ従じゆうの姿はなく、彼女が連れているのは美中年──コンラッド公一人きりだった。

　店内に入ってきた二人は、まず店内の中央に作り上げられた大量のサンドイッチに、ただただ驚きの声を上げた。女王ははしゃいだ様子でテーブルに近寄り、それに釣つられるように、コンラッド公もこちらへと歩いてくる。

「ようこそおいで下さいました、陛下に殿でん下か」

　着替えの間に合わなかった私は、汚よごれくたびれた制服でいつもより丁てい寧ねいに挨あい拶さつをした。クレアが慌あわてた様子でそれに倣ならう。

「環、これがわらわの所しよ望もうした料理か？」

　先ほどまで歓かん声せいを上げていた女王が、はたと我に返ったようにそう言った。それは私が一昨日おとといの伝言で、『惚ほれ薬の料理を試ためしたいのでコンラッド公をお連れ下さい』とお願いしたせいだ。美味おいしそうなサンドイッチの山は確かに魅み力りよく的だが、彼女の想像とは少し違っていたのかもしれない。

　しかし私は、にこりと笑って言った。

「それはコンラッド公が証明してくださるでしょう。殿下、大変失礼ですが、陛下のための毒見をお願いできますか？」

　不ぶ躾しつけな注文をすると、女王は奇き妙みような顔をした。なんせ毒見は置いてきてほしいと、前もって頼んだのは私の方なのだから。

　頼まれたコンラッド公も一いつ瞬しゆん驚いた顔を見せたが、彼は温和な表情を浮うかべこくりと頷うなずく。

「陛下の御おん為ためだからね。了解した」

　そう言うと、コンラッド公の視線がどのサンドイッチを選ぼうかとテーブルの上をさまよい始めた。二人で作ったサンドイッチの数は本当に異常なほどで、ここにいる四人がお腹なかいっぱいまで食べても無くなりそうになかった。

　私は緊きん張ちようしていた。コンラッド公がどのサンドイッチを選ぶか。それによってはすべてが台無しになってしまう。

（一応勝算はあるつもりだけど、実際にこの時になってみると緊張する！）

　鼓こ動どうの高ぶりが外に出ないよう、私は接客のための笑え顔がおを顔に張り付けていた。

　その時、コンラッド公の手がためらいがちに一つのサンドイッチの上で止まる。

「これの具は、ハムとチーズだろうか？」

　数多あまたあるサンドイッチの中で、コンラッド公が選んだのは特に薄くて地味なそれだった。挟まれているのはハムとチーズ。それに彩りのためのゲープの葉だ。

「そうです」

　そう答えると、コンラッド公はそのサンドイッチを抜き出した。そしてためらいもなく、ぱくりと口に入れる。

　私と女王は、静かにその様子を見守った。

　するともぐもぐと二回ほどサンドイッチを嚙かんだコンラッド公が、突とつ如じよ目を見開き、口を押さえる。

　クレアは息を吞のんだ。女王は驚いてコンラッド公に駆かけ寄り、サンドイッチを作った私を睨にらみつける。コンラッド公がくぐもった声を上げて体を折る。女王が彼の背中を摩さすりながら叫んだ。

「環、これはどういうことじゃ！」

　こくんと、私は口の中に溜たまっていた唾だ液えきを吞み込んだ。

　こうなることを想定していたとはいえ、実際にその場になってみればやはり緊張するものだ。

「大だい丈じよう夫ぶです。クレア、お水を」

　突然命令を与あたえられ、驚いたのはクレアだった。しかし彼女は忠実に、グラスに水を注いで女王へと差し出す。女王は私を睨んだまま、グラスの水をコクリと一口飲んだ。そしてそれに毒がないことを確かく認にんして、うつむくコンラッド公の口にあてがう。

「大丈夫か？　毒なら吐はけ！　そなたに何かあったらわらわはっ」

　女王の目め尻じりに涙なみだの雫しずくが浮かぶ。

　コンラッド公は与えられた水を一気に呷あおると、体を伸のばし深呼吸をした。その目尻も、少し潤うるんでいるようだ。

「は、ははは……まさか君がこんなことをするなんてね」

　コンラッド公が私に言う。その言葉に、にこりと微笑ほほえんだ。

「君はどこで知ったんだい？　僕の大好きなサンドイッチの話を」

　嬉しそうに笑うコンラッド公に、寄り添そう女王は目を白黒させている。彼女の細い腰こしに手を伸ばしたコンラッド公は、同じサンドイッチを今度は女王に差し出した。

「召めし上がりますか、陛下？」

「な、なんでじゃ？　毒ではなかったのか？」

　腰を抱だかれ頰ほおを赤らめた女王に、コンラッド公は甘く微笑んだ。

「ありがとう。僕を心配してくれたんだね」

「そんなの、当たり前じゃろうが！」

　二人は見つめ合い、そして隙すきを見てコンラッド公が女王の口にサンドイッチを入れた。

　驚おどろいた女王は、ためらいがちにそれを嚙み、そしてすぐに口を押さえた。

「か、辛からい！」

　涙目になった彼女に、クレアが慌てて水を運ぶ。

「まさか陛下にも食べさせるなんて……」

　今度は私が戸と惑まどった視線をコンラッド公に向けた。彼は悪戯いたずらっぽく笑うだけだ。事情を知らない女王だけが、舌を冷やそうと必死に水を飲んでいた。
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　コンラッド公と女王が思う存分サンドイッチを堪たん能のうした後、残った大量のサンドイッチは私の希望で近この衛え隊に差し入れてもらうことにした。先日は突然お邪じや魔ましてしまったので、せめてものお詫わびだ。

　他にも、各種サンドイッチに辛いハムチーズサンドを一つだけ入れたお弁当は、女王とコンラッド公からアルヴィン王子に渡わたしてほしいとお願いした。

　二人は少し驚いた様子だったが、私の我わが儘ままを笑って受け入れてくださった。

「それにしても、環はどうしてあのような辛いサンドイッチを作ったのじゃ？」

　呼び出した陛下の侍従にも手伝ってもらい、店は元の状態に戻もどっている。緊張しすぎてしまうだろうからと、クレアには二階に上がってもらった。

　ソファ席で女王夫妻と向かい合った私は、女王の疑問に対してコンラッド公に悪戯っぽい視線を送った。

「それはコンラッド公が一番よくご存知ですよ」

「なぜじゃ？　コンラッド」

　隣となり合ったまま自らの夫を見上げる女王の顔は、いつもより無防備で随ずい分ぶんとリラックスしているようだ。いつもは艶つやっぽい笑みも、今はどこか少女のようなあどけなさがある。

　コンラッド公は苦笑いを浮かべて、照れ臭くさそうに頰を搔かいた。

「うーん。できれば秘密にしておきたいんだが……」

「環は知っておるというのに、わらわには言いたくないと申すか！」

　目を吊つり上げる女王に、降参という風にコンラッド公は手を振ふった。

「いやいや。きっと君も覚えているはずだよ。君が、僕に作ってくれた初めての料理を」

「──ッ！」

　一瞬訝いぶかしげな顔をした女王だったが、すぐに記き憶おくが蘇よみがえったのかその顔が赤く染まった。

「どうしてそんなこと、覚えておる！　環もどうして知っておるのじゃ！」

　耐たえられないというように顔を押さえた女王に、残った私達は似たような生ぬるい表情を浮かべた。

「私は、王配殿下の好物が辛いサンドイッチだと伺うかがいまして」

「ははあ、さてはアルだな。僕は息子むすこにしかその話をしていない」

　嬉うれしそうに顎あごを撫なでるコンラッド公に、私の顔からも笑みが零こぼれる。

「辛いサンドイッチなんて、私は聞いたことがなくて。この国特有の料理かとも思ったんですが、具はハムとチーズだけだったそうですし」

「ああ、とてもシンプルなサンドイッチだったよ。それがある日、僕の許もとに籠かごいっぱいに届いたんだ。陛下から下か賜しされた品だとね」

「仕方なかろう！　乳母うばがサンドイッチにはハムとチーズがいいと言ったのじゃ」

　女王は恥はずかしそうに肩かたをすくめている。その指はやるせなさそうに、光こう沢たくのあるスカートの生き地じを撫でていた。

「はい。ハムとチーズはとても素す敵てきな組み合わせです。ただ、それだけではやっぱり辛くなるはずがないので」

「うーむ、そもそもそれがどうして辛いサンドイッチの話に繫つながるのじゃ？　わらわは本当にハムとチーズしか挟はさんでおらんぞ？」

「でも、いくらシンプルといっても、サンドイッチというからには何か他ほかのものを挟んだんじゃないですか？」

「他の？　いや──」

「『挟む』というのは、正しくないかもしれませんね。正しくは、何かパンに塗ぬったんじゃないですか？」

「塗った？　ああ、そういえばサンドイッチにはこれを塗るのだとバターを……」

　過去の記憶をたどるように、女王が遠い目をする。そんな女王の言葉を聞き、コンラッド公はくすくすと笑いだした。

「何がおかしい！」

「い、いやごめん。つい」

「何がついじゃ！　わらわは確かに、乳母に美味おいしいサンドイッチの作り方を習ったのじゃぞ！」

「うん、そうだね。だから僕も、ちゃんと空のバスケットを返しただろう？　君への花を添えて」

「うむ……それはそうじゃが」

　いつの間にか甘い空気を醸かもし出す二人に、私は首をすくめた。

（夫ふう婦ふ仲が良くなったのはとても喜ばしいけれど、独身の私には目に毒だなあ）

「だから多分、陛下はお間ま違ちがいになったんですよ。マスタードスプレッドと、マスタードを」

「ん？　マスタードとはなんじゃ？」

「黄色くて辛い調味料のことです。スプレッドは、パンやビスケットに塗るもの全ぜん般ぱんを言います。マスタードスプレッドはマスタードを混ぜたバターで、サンドイッチの味にアクセントを加えたり、具材の水分でパンが湿しめってしまわないように塗るものなんです。おそらく陛下は、誤ってそのマスタードスプレッドではなく、マスタードそのものを塗ってしまったんじゃないかと思うんです。黄味の濃こさは違いますが、この二つは見た目も少し似ていますし」

「し、しかしそのマスタードとやらは、辛いんじゃろう？」

「ああ、だからあのサンドイッチは辛かったんだね」

　恐おそる恐る尋たずねる女王の声に、納なつ得とくしたようなコンラッド公の言葉が重なった。そして次の瞬しゆん間かん、女王が悲しげに呻うめく。

「そ、そんなまさか！」

「いや、うん。でもとても美味しかったんだよ？」

「美味しいわけがあるか！　なぜすぐにわらわに言わなんだ！　辛くてとても食べられるような代しろ物ものではなかったと！」

　顔を伏ふせた女王の声は、顔を見なくても気落ちしていると分かった。

　私は二人の思い出を利用したことを申し訳なく思ったが、コンラッド公の浮うかべる幸せそうな笑みを見て口を噤つぐんだ。

「だって、本当に美味しいと思ったんだよ。君が僕のためだけに作ってくれた料理だもの」

「コンラッド……」

　そう言って顔を上げた女王の顔は熱っぽい。しかしその声は悲しげだ。

「そんなにわらわを想おもってくれておるのならなぜ、我が閨けい房ぼうを訪おとずれなんだ？」

　思わぬことを言われたというように、コンラッド公が目を見開いた。しかし彼はすぐに優やさしげな表情を取り戻すと、波打つ女王の髪かみを撫でた。

「君を、疲つかれさせたくなかったんだ。国を動かすという君の仕事は激務だろう？」

「馬ば鹿か！　疲れていたらなおさら、共とも寝ねしてほしい夜もあるんじゃ！」

　赤せき裸ら々らな夫婦の喧けん嘩かに、私は赤面した。

（誤解が解けて、二人とも本当によかった。これでアルの気持ちも晴れるかな？　それに、特別な魔ま法ほうはなくても、料理で人を幸せにすることはできるんだ）

　私は笑顔で、二人の痴ち話わ喧嘩を見守った。
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　その夜城では、女王主しゆ催さいのパーティーが開かれていた。

　女王自ら企き画かくしたサプライズは、異界からの客人が作った山ほどのサンドイッチだ。

　さまざまな具を挟み込んだ多種多様なサンドイッチが、晩ばん餐さんのテーブルに並ぶ。女王から要よう請せいを受け、環がクレアと二人で作り上げた料理だ。

　初め、異界からの客人が作ったということで貴族達の多くはそれに手を伸のばさなかった。

「また陛下は異界人を優ゆう遇ぐうしていらっしゃる」と、悪あしざまに言う者もいた。

　しかしそんなパーティーの流れを変えたのは、他でもない女王本人の言葉だ。

「皆みな、手元の料理を見よ」

　朗々としたその声は、とても操あやつられているとは思えない断固とした強さを持っていた。

「今日のため、そして皆のために、客人が夜を徹てつして作った料理じゃ。料理というには簡素だと言う者もおるかもしれんが、よく考えてみてほしい。これほど沢たく山さんの種類のサンドイッチを作るのに、どれほどの手間が必要か」

　近この衛え隊が目を光らせるパーティー会場では、誰だれもが耳を澄すませ息を殺している。

「この料理に、魔法は欠片かけらも使われておらん」

　大広間が、ざわりと波打つ。人々は、女王が一体何を言うつもりなのかと不安そうな表情を浮かべた。

　間を置かず、女王は言葉を続ける。

「この城に魔法を使えぬ者は少ない。故ゆえに、我らは魔法を使えぬ者を力無き者のように思う。しかし、事実はそうではない。魔法がなくとも素す晴ばらしい料理が作れ、魔力がなくても冴さえわたる剣けん技ぎを持つ者もおる」

　それが誰のことを示すのか、広間の人々は即そく座ざに悟さとる。

「我らは魔力という力を持って生まれたことで、その力を過信しておったのかもしれん。それが『ある』ことばかりが素晴らしく、そして『ない』ことが貧しく思えたのかもしれん。じゃが、果たして本当にそうか？　魔力がある者達に問う。そなたらは魔法を使ってこれらの料理が作れるじゃろうか？　これを食べる誰かのために、寝る間を惜おしんでいくつもの具材を作り続けることができるじゃろうか？　そして……その料理で、誰かの心を操ることまでできるじゃろうか？」

　ざわりと、更さらに大きく広間が揺ゆれた。

　──女王は、例の噂うわさについて言っている。

　それは疑いようのない事実だった。ある者は顔を青くし、ある者は反対に赤くしている。或あるいはおろおろと戸と惑まどう者。面おも白しろそうに成り行きを見守る者──……。

「静まれ！」

　女王の近くに侍はべっていたコンラッド公の一いつ喝かつで、会場は再び静まり返った。

「……力のある者もない者も等しく、励はげんだ末の力を他者のために使える者こそ我が国にとっては得え難がたい臣である。皆には今一度考えてもらいたい。魔力のない己おのれに何ができるのか。そして、魔力のある己が何を成してきたのかを。『ない』ことは悪ではない。『ある』にも拘かかわらずそれに驕おごる者こそが悪なのだ」

　広間はしんと静まり返った。

　女王の演説を耳にした誰もが、己の行いに微かすかな疾やましさを感じていた。

　それはこの国において初めて、魔力持ちの優位に疑問が投げかけられた瞬間だった。

　人々が呆ぼう然ぜんとする中、女王は悠ゆう々ゆうと用意された王座につく。コンラッド公も静かにそれに続いた。侍じ従じゆう長の合図で音楽が再開され、広間にはゆっくりとざわめきが戻もどった。

　一人、二人と、恐おそる恐るサンドイッチに手を伸ばす。

　初めは苦いもののようにそれを口にしていた貴族達だったが、幾いく重えにも工く夫ふうの凝こらされたサンドイッチの数々に、いつしか先を競きそってそれらを頰ほお張ばっていた。近年のマンネリ気味な宮きゆう廷てい料理に飽あき飽きしていた彼らは、その夜の料理を心底楽しんだという。

　その夜、異界からの客人には宮廷料理人の称しよう号ごうが下か賜しされた。しかし女王が提案していた一代貴族の地位は、本人が固辞したことで見送りとなった。

　お株かぶを奪うばわれた形になったジェロウムだけが、カーテンに隠かくれて唇くちびるを嚙かんでいた。

　宴えんもたけなわ。広間には酒に酔よった人々の堕だ落らくした空気が満ちはじめる。

　どこかの貴族が、以前に『cafe sato』を訪おとずれたことがあると自じ慢まんしていた。今までのことがまるで噓うそのように、異界からの客人が好意的に受け入れられている。

　ダンスに誘さそわれようと詰つめ寄ってくる令れい嬢じようを避さけながら、ユリウスはそんな貴族達を皮肉げに見ている。

（勝手だな。あれほど環を嫌きらっていたというのに）

　ユリウスにはその現象が小気味よくもあり、そして腹立たしくもあった。

　ユリウスにとって、環は珍めずらしく尊敬に値あたいする女性だ。己の仕事に誇ほこりを持ち、決して妥だ協きようしない。困難があっても、立ち向かう勇気を持っている。

（まるで女王陛下のような……不思議だ。あの二人は全く似ていないのに）

　遠くに、華はなやかに着き飾かざった女王が客をもてなしているのが見えた。彼女はコンラッド公の隣となりで、幸福そうに微笑ほほえんでいる。

　少し前ならば、本当ならそこにいたのは自分だったのにと、苦い気持ちを抱いだいていたかもしれない。

　しかし不思議と、今夜はその光景が全く気にならなかった。

　ユリウスは人ひと混ごみに視線を走らせ、珍しい黒くろ髪かみを探した。

　しかし今日の主役ともいうべきその人物が、いくら探しても見つからない。

　近衛隊長としての仕事もこなしつつ、ユリウスは会場を探し回っていた。
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　──庭園のあちこちにいつも以上の数の松明たいまつが掲かかげられ、沢山の騎き士しや兵士が見張りについている。

　店の中は静まり返っていた。クレアはパーティーの手伝いに駆かり出されているので、今夜は一人きりだ。

　私はコンロに火を入れた。ホーローのケトルに水を汲くみ、サイフォンを用意する。

　大量のサンドイッチ作りで体は疲つかれ切っていたが、目は冴えていて眠ねむれそうになかった。コーヒーを飲んだら余計眠れなくなってしまうだろうが、今は慣れた味で心を落ち着けたい。

　そんな時、ふと視線が壁かべに吸い寄せられる。

　外がい套とうのために用意されたフックに掛かけられているのは、布をふんだんに使った一着のドレスだった。シックな店の内装に相応ふさわしくない華やかなそれは、胸むな元もとを大だい胆たんに出したデザインで色は光沢のあるコバルトブルー。胸元や裾すそには金色のレースが贅ぜい沢たくにあしらわれている。ウエストの後ろにはくびれを引き立てるように配置された大きな布製のバラがあり、そこからは何度も折り返したリボンが伸びていた。

（凄すごく、素敵なドレス。可愛かわいくて豪ごう華かで）

　今開かれているパーティーへの招待状と同じタイミングで、こちらはユリウスから送られてきたものだ。

（パーティーで困らないようにって、贈おくってくれたんだろうな。嬉うれしいけど……私には似合わないし）

　このドレスが送られてきて以来、心中は複雑だった。

　ユリウスの気き遣づかいが嬉しいと思う反面、そのユリウスの気持ちが女王に向いていると思えば、どうしても素直に喜べないのだ。

（この世界では、好きでもない女の子にドレスをプレゼントするのは普ふ通つうなの？　好きでもない相手に必要以上に親切にするのは、逆に残ざん酷こくなことだよ）

　きっとそこまで考えていないだろう、ユリウスの気難しい顔を思い浮うかべながら、私は溜ため息いきをついた。

　私の考えごとを非難するように、ケトルが騒さわぐ。火を止めて、私は手元に集中しようとした。しかし一度ドレスに吸い寄せられた視線は、なかなか離はなせない。

　そしてコポコポと抽ちゆう出しゆつを待つだけになったサイフォンを置いて、私は厨ちゆう房ぼうを出た。

（今なら誰だれも見てないし、袖そでを通すぐらいいいよね？）

　高価そうなドレスだ。本当は袖も通さず返そうと思っていたのだが、なんとなく心が揺らいだ。

　触ふれてみると、鮮あざやかなコバルトブルーの布は驚おどろくほど軽い手て触ざわりだった。金糸のレースは手編みなのが信じられないほど複雑で、網あみ目めが綺き麗れいに揃そろっている。

（凄く、可愛い……）

　服を脱ぬいでドレスを着てみると、背中はジッパーではなく貝製の光沢のあるボタンだった。どうやら手伝いがなければ着られないデザインらしく、私は背中に回した腕うでが攣つる前に諦あきらめてしまった。

　据すえ付けられていた姿見の中には、小こ柄がらな東洋人が素敵なドレスに埋うもれている。

　ドレスが落ちてしまわないように押さえながら、私はぽろりと涙なみだを零こぼした。

（やっぱり、行かなくてよかった。こんな素敵なドレスなのに、笑われたりしたら可哀かわいそうだよね）

　涙を拭ぬぐって、姿見の前で動いてみる。さらりと揺れる布に、レースのついたリボンが可愛らしい。

（これでダンスが踊おどれたら、とっても素敵なんだろうな。ユリウスのリードで、くるくると回って……でも、あの堅かた物ぶつが本当にダンスなんて踊るの？）

　自分の想像に、私はくすりと笑った。貴族なのだからそんなはずはないのだが、どうしても彼が踊っているところなど想像が出来なかった。

（今いま頃ごろは誰かと踊ってるんだろうけど──）

　テレビの見よう見まねで、ゆっくりターンしたその時だ。

　カランとドアベルが鳴り、私は慌あわてて振ふり返った。

　そこに立っていたのは、息を乱したユリウスだった。

　いつもの制服姿とは違ちがう。チャコールグレーの上着は銀の刺し繡しゆうで縁ふちどられ、胸元にのぞくアスコットタイは銀製のタイピンで留められていた。

（いつも、ユリウスって急にくるよね）

　なんとなく、私はそんなことを考えてしまう。いつも、こうして突とつ然ぜんやってくるユリウスに驚かされている。

「どうし……」

「馬ば鹿かが！」

　尋たずねようとしたところで罵ば倒とうされ、私はむっとした。

「いきなり来てなによ」

「どうして背中を留めていないんだ！」

　そう言うと、ユリウスは動どう揺ようしたように片手で顔を覆おおった。その長い指からはみ出た頰ほおが、少し赤く染まっている。

（そういえば、誰もいないから背中留めなくていいやって）

　自分の姿に気付いた私は、一気に恥はずかしさでうずくまりたくなった。しかしそんなことをしたら、ドレスの形が崩くずれてしまう。

「えっと……クレアがパーティーの手伝いで出てて、その、自分じゃ留められなくて……」

　なんとか説明すると、ユリウスが重い溜息をついた。

「向こうを向け。留めてやるから」

「え!?」

「そのままというわけにはいかないだろう。せっかく贈ったんだ。ちゃんと着たところを見せてくれ」

　そう言われてしまっては、断ることもできない。私は仕方なく、ユリウスに無防備な背を向けた。

（こんなことなら、クレアが戻もどってから着ればよかった！　は、恥ずかしすぎる……）

　私は羞しゆう恥ちに耐たえ兼かねうつむく。後ろからユリウスが近づいてきた。そしてその気配が背後までくると、背中の布が引っ張られるような感かん触しよくがした。

（せめて下にキャミソールとか着てればよかった。居た堪たまれない……）

　私は自分の目の前にある姿見を見てしまわないように、ひたすら縮こまっていた。無防備な背中を見られていると思うと、顔が焼けそうに熱い。
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　しかしそんなことはお構いなしで、体にフィットさせるため沢たく山さんあるボタンを、一つ一つユリウスが留め始めた。どちらも黙だまり込み、しばらくは時計の音だけがカチカチと響ひびき渡わたる。

　先に音を上げたのは私の方だ。

「も、もうパーティーは終わったの？」

　沈ちん黙もくに耐え兼ね、口を開いた。小さいボタンに苦戦しているのか、ユリウスはずいぶん手間取っているようだ。

「まだすべてが終わったわけじゃない。女王主しゆ催さいのパーティーは、明け方まで続くのが通例だ」

「明け方!?　じゃあ皆みなさん徹てつ夜やなんだ……」

「そうだな。しかし年少の者や未み婚こんの令れい嬢じようは、一、二度踊ったらすぐに帰る。あまり長居すると、今度は逆に悪い噂うわさが立つからな」

「そうなんだ。でもユリウスは、ここに来ちゃってよかったの？」

　ユリウスの言う条件に、彼はどちらも当てはまらない。そして店の時計は、まだ明け方などほど遠い時刻を指していた。

「──よくはないが、どこかの馬鹿が姿を見せないのが悪い」

「馬鹿って……だってしょうがないでしょ。ダンスなんて踊ったことないし」

「それでも、陛下直々の招待を断る者などいない」

「ちゃんと料理は作ったよ。私の出番はそれだけで十分。そりゃ、ドレスを返さなかったのは悪かったけど……」

「そういうことではない！」

　他た愛あいもない言い合いをしていたら、突然ユリウスが声を荒あららげたので私は驚いてしまった。しかし反射的に振り返ろうとすると、力強い手に肩かたを押さえつけられる。

「振り向くな」

（そう言われたって、気になるよ）

　その時だ。急に肩けん甲こう骨こつに温ぬくもりを感じた。熱く湿しめったそれは、吐と息いきだと一いつ拍ぱく遅おくれてから気付く。

「ひゃっ」

　悲鳴を上げそうになって、反射的に自分の口を押さえた。

　慌てて姿見の中にユリウスを探すが、彼は屈かがんで私の背中に隠かくれていた。

（一体なにしてるの!?）

　気が気ではないのに、直接何をしているのかと問いただす勇気がなかった。ユリウスの行動のすべてが突然過ぎて、頭がついていかない。

　ユリウスが触れる背中の感触だけが、嫌いやというほど研ぎ澄すまされる。

　──小さなリップ音がして、何か柔やわらかくて熱いものが肩甲骨に触れた。

　口を、手で塞ふさいでおいて本当に良かった。

　そうじゃなかったら、私は今頃城中に轟とどろく悲鳴を発していたことだろう。それはもう、近この衛え騎き士しが全員駆かけつけてくるレベルで。

　姿見の中で、ユリウスがゆっくりと顔を上げる。冴さえ冴えとした青灰の瞳ひとみが、今はとろりと濡ぬれていた。

　私は一いつ瞬しゆんだけ、何もかも忘れて彼の表情に見入った。

　どうしようもなく扇せん情じよう的なそれに、恥ずかしくなって足元に視線を落とす。

「って、一体何したの今!?」

「聞きたいか？」

「聞きたくない！　ってゆーかむしろ絶対言わないで!!」

　パニックになった私に、ユリウスが仕方ないなという風に溜ため息いきをついた。そして気を取り直したように、ボタンを留める作業を再開する。

（いや、間ま違ちがいなく元げん凶きようはあんたでしょ！）

　時間がひどく長く感じられた。まるで一秒一秒が引き伸のばされているような。

　ゆっくりとゆっくりと、ユリウスがボタンをはめていく。

「──できたぞ」

　その言葉と同時に、背後の気配が少し離はなれた。私はほっと安あん堵どの溜息をつく。

（あれ以上近くにいられたら、心臓がもたない……）

　なんであんなことをしたのかという質問を、私は必死に吞のみ込んだ。

（だって、どんな顔で聞けばいいの!?　なんて答えられても失神する自信がある……）

「あ、ありがとう。えっと、どうかな？」

　とりあえずなかったことにしてくるりと振り返ると、ユリウスは腕うでを組んで難しい顔をするばかりで、何も言わない。

「似合わない……よね？」

　鼓こ動どうの高まりが、急激に萎しぼんでいく。折せつ角かくドレスを着たのに、ユリウスが何も言ってくれないからだ。先ほどとは打って変わって、今度はひどく惨みじめな気持ちになった。

「そんな顔しないでよ。そりゃこの国の人に比べたら、私はちびで似合わないだろうけど」

「違う」

　いじけたように呟つぶやくと、ユリウスがすぐさま否定した。

「似合って……なくはない」

「なにそれ？」

「余計なことを聞くな」

　そう言ったきり、ユリウスは自分の口を右手で押さえ、黙り込んでしまった。

（理り不ふ尽じんだ）

　先ほどの濃のう密みつな空気が尾おを引いていて、お互たがいに何を言ってもぎこちなくなる。

　溜息をついて、私は場を仕切り直すことにした。

「……分かった。それで私に何か用？　パーティーの途と中ちゆうだったんでしょ？」

「用事がなくては、来てはいけないのか？」

「はあ？　別にダメってわけじゃないけど」

（なんか、やけにつっかかってくるな。今日のユリウス）

「怒おこってるの？　折角ドレスまで贈おくってもらったのに、パーティーに行かなかったから」

「いや、むしろ行かなくてよかった」

「どっちなのよ！」

「そのドレスは少し、胸むな元もとが開き過ぎだ」

　ぶっきらぼうな口調で指し摘てきされ、私は赤くなった。慌あわてて胸元を両手で抱だきしめる。

（もうちょっと、オブラートに包んだ言い方はできないの！）

「ユーリがくれたドレスでしょ！」

　意い趣しゆ返しに愛あい称しようで呼んでやれば、ユリウスは一瞬驚おどろいた表情を浮うかべた。

　しかし次の瞬間には、何かが吹ふっ切れたように意地悪く微笑ほほえまれる。

　ギクリとして、思わず一歩後ろに下がった。

「……だから、見るのは私だけでいい」

「何言ってっ」

　私が言葉を切ったのは、ユリウスに両手を摑つかまれたからだ。何事かと驚いていると、ユリウスが体を寄せてきた。

　あの時と同じだ。男に抵てい抗こうなどできないだろうと、ソファで詰つめ寄られた時と同じ。息がかかるほど近くに、ユリウスの顔がある。

「折角ドレスを着たんだ。ダンスぐらい踊おどってみせろ」

「無理言わないで！」

「私がリードするから、環は揺ゆれていればいい」

「揺れていればいいって……」

　拒きよ否ひする間もなく、ユリウスが動き始める。こうなってしまえば、私にはもうどうしようもない。いつもはもっと、紳しん士しらしく一定の距きよ離りを置いて接してくれる彼なのに。

　音楽のない室内で、ゆったりとしたユリウスの動きに合わせて、私がぎこちなく動く。

　腰こしに回された手が気になって仕方ない。肩に誘ゆう導どうされた左手も、頼たよりなくユリウスの上着を摑んでいる。

「力を抜ぬけ」

「そんなこと言われたって」

「相手に体重を預けるんだ」

「そんなの絶対に嫌！」

　テーブルとテーブルの間を、私達は回りながら移動していく。シックなデザインでまとめた内装と、あまりにも似合わない二人組だ。姿見をちらりと一いち瞥べつした私は、緊きん張ちようと羞しゆう恥ち心しんがまぜこぜになって、ついに爆ばく発はつした。

「ははははっ、なにこれ。似合わなすぎ！」

「笑うな。真ま面じ目めにやれ」

「笑うなって言われたって……あははははっ！」

　抽ちゆう出しゆつしすぎたコーヒーがすっかり苦くなってしまうまで、私達のぎこちないダンスは続いた。
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　ハイグランディアを治める女王、ローズ・ユージェニ・ハイグランディアの居城には、一いつ軒けんの変わった店があるという。

　王宮の見事な庭園の中にぽつりと立つその店に入ると、異界からの客人である黒くろ髪かみの店主と、その手伝いである愛らしい少女に迎むかえられる。

　世界中どこにもない珍めずらしい料理と、珍しい調度品の数々。しかしその店の一番の売りは、別の所にあった。

　店主が差し出すのは、目ま映ばゆい笑顔と極ごく上じようの安らぎ。

　のちに大陸全土に轟くことになるタマキ・サトナカの名は、今はまだ王宮の中でしか知られぬものであった。

　後年、子こ沢だく山さんで知られたローズ女王は、こう語っている。




　──環の料理こそ、我が健康と夫ふう婦ふ円満の秘ひ訣けつであった、と。







　あとがき




　ビーンズ文庫読者の皆みなさま、はじめまして。歯医者帰りの柏かしわてんです。

〝あとがき〟というものを初めて書くので、舞まい上がって変な事を書かないよう、あえてこのタイミングで書いてみました。麻ま酔すいなしで奥歯に穴をあけたので、テンションを下げる効果はばっちりです。

　ちなみに、このふざけたペンネームは大好きな鶏とりの天ぷらにあやかって付けました。料理が出てくる本が書けたのは、ある意味運命だったのかもしれません。

　今回、運よくビーンズ文庫さまから本を上じよう梓しさせていただく機会に恵めぐまれ、大変光栄に思います。全ては、優しく楽しく時に厳しくご指導くださった、担当さまのおかげです。角川社内で迷うという特技を持つ私に、辛しん抱ぼう強づよくお付き合いいただきありがとうございました。

　また、なまぬるく見守ってくれた両親、私をいじくりまわす友人達、サンドイッチについて容よう赦しやなく叩たたき込こんでくださった職場の方々にも、厚くお礼申し上げます。

　素す敵てきなイラストを描いてくださった炬こ太た郎ろうさま。勇気がなくて直接は伝えられませんでしたが、本当にとっても素敵な挿さし絵えをありがとうございました。そしてぼやっとした指示ばかりですいませんでした。

　人生で初めてプロットから書き上げた本作は、私の欲よく望ぼうが所ところ狭せましと詰つまっています。

　可愛いメイド、美味おいしい料理、異世界トリップ、ツンデレ女王、年下王子、むっつりすけべのイケメン、など。

　こうして書きだしてみると、己の欲よく深ぶかさが浮うき彫ぼりになっていやですね。あとがきにまで何書いてんだという。

　まあなので、ほんの少しでもこの設定がツボったという方。仲良くしてください。

　それにしても、あとがきというのは意外に書く事がないものですね。郷土についての愛（※茨いばら城き県けん出身）ならいくらでも語れるのですが。本気で語るにはページが足りないので諦あきらめます。

　この本が出る頃ころには、石いし岡おかのおまつりも土つち浦うらの花火大会も終わっていることでしょう。無事に本が出たら、牛うし久く大仏のカウントダウンにでも行こうと思います。大量の花火と五色にライトアップした大仏で新年を祝うという、かなり斜ななめ上なイベントです。

　それでは、皆さんの二○一六年も幸多からんことを願って。





柏　てん　　
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